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　　　はじめに




　こんにちは、矢野俊策やの・しゆんさくと申します。この本を手に取っていただき、ありがとうございます。

　初めての方であれば、これからよろしくお願いします。何度目かになる方は、いつもありがとうございます。




　この本は、『ダブルクロス・リプレイ・アライブ』のシリーズ二巻かん目めに当たります。そのために一巻目、『覚かく悟ごの扉とびら』の内ない容ようを一部踏ふまえて描びよう写しやしてある部分があります。もちろんこの本単体でも読めるようにフォローを入れておりますが、第一巻を読んでいただければより楽しめるかと思います。




　さて、ここからは初めての方に少し説明を。

　本書はＴＲＰＧ『ダブルクロス The 2nd Edition』のリプレイとなります。

　ＴＲＰＧとは〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟の略りやく称しようであり、トランプや麻雀マージヤンなどといったテーブルゲームの一種です。

　このゲームは主に会話によって成り立ちます。ゲームマスター（以下ＧＭ）と呼よばれる進行役のもと、他の参加者（プレイヤー）が各自ひとりのキャラクターを作り、ゲームに参加します。ＧＭがあらかじめ用意した世界を、プレイヤーが自由に冒ぼう険けんするわけです。




『ＤＸ２』とはそんなＴＲＰＧの一種です。

　舞ぶ台たいは現げん代だいにごく近い未来の日本───そこでは我われ々われと同じように人々が暮くらしています。ですが、『ＤＸ２』の世界には一いつ般ぱん人じんの知らない裏うら側がわがあります。

　それがレネゲイドと呼ばれる謎なぞのウィルス。このウィルスは人間に超ちよう常じよう能のう力りよくを与え、オーヴァードと呼ばれるモノに変へん異いさせます。

『ＤＸ２』のプレイヤーはそのオーヴァードとなり、世界の裏側で戦いを繰くり広げることとなります。




　そしてリプレイとは、このＴＲＰＧを実じつ際さいに遊んだ風景を読み物の形に書き起こしたものです。




　さて、説明はこれくらいにして本文の方へ。

　百聞は一見にしかず。これを読んで、是非ＴＲＰＧの空気を味わってみてください。

　それでは───ようこそ、日常の裏側へ。







　　　前巻のあらすじ




　鳴なる島しま市にある私立高校、瀬せ戸と川がわ学園。高等部一年生、七村紫帆ななむら・しほは学校内での〝何でも屋〟───いわゆるクラスのトラブルシューターを引き受ける少女である。

　だがある日の夕方、彼女は買い物から帰る途と中ちゆうに謎の化け物に遭そう遇ぐうし、殺されてしまう。

　数時間後、彼女は自分の部屋で目を覚ます。紫帆の目の前には、手のひらほどにディフォルメされた人間のようなモノが浮うかんでおり、ソレは紫帆がオーヴァードになったことを伝えた。その人ひと影かげ（紫帆は三さぶ郎ろうと名付けた）の言うことを信じられない紫帆。だが紫帆の体内に埋め込まれた〝賢けん者じやの石〟を狙ねらって、化け物が襲おそってきたことで彼女は否応なく日常の裏側を認識する。紫帆はしかたなくその化け物を同じオーヴァードであるクラスメイト八や重え垣がきミナリや喫きつ茶さ店てんペリゴールの店主九条柳也くじよう・りゆうやの手を借りて、撃退する。

　それから数週間後、再ふたたび紫帆を狙う人物が現あらわれる。〝アキューズ〟と呼ばれるその男は、紫帆と、そして彼女同様〝賢者の石〟を持つ青あお原はらまひろを狙ってきた。

　辛からくも〝アキューズ〟の手から逃のがれる紫帆。だが、そのためにまひろは自分の力を暴ぼう走そうさせ、〝アキューズ〟に捕とらえられてしまう。まひろを救うため、紫帆たちは危き険けんを承しよう知ちで〝アキューズ〟を撃げき退たい、見事まひろを助けることに成功するのだった。
















　　　PREPLAY




昨日と同じ今日。

今日と同じ明日。

世界は繰くり返し時を刻きざみ、変わらないように見えた。

だが、世界はすでに変へん貌ぼうしていた───。




　その日、私……矢野俊策やの・しゆんさくは頭を悩なやませていた。

　悩み事は、『ダブルクロス・リプレイ・アライブ』の第二巻のシナリオである。シリーズ化を前ぜん提ていではじめたこのアライブ、最初の滑すべり出しが終わったここでどんなテーマをぶつけるかがシリーズ全体の雰ふん囲い気きを決めると言っても過か言ごんではない。

　やりたいテーマはある。第一巻で非ひ日にち常じようの世界を見た主人公に、今度はその厳きびしさを味わってもらいたい。問題はそれをどうやって実現するか、だ。




　そんなことを考えつつ、各ＰＣのキャラクターシートを眺ながめていると、ふと面おも白しろいものが目に入った。九条柳也の過去設定、その中でも特に行方ゆくえ不明の妹である。

　なるほど。

　柳也はなかなかにハードな過去を持つキャラクターだ。その過去に焦しよう点てんを当てたシナリオならば、ＧＭである私の目的を達成するのにふさわしい。

　……だが、ひとつ問題がある。

　私は柳也のプレイヤーであり、同じＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社員である伊藤和幸いとう・かずゆきに声をかけた。




「なあ、伊藤くん。アライブのことでちょいと相談があるのだが」

「……は、アライブですか。なんですか？」

「次のセッション、柳也が中心のシナリオにしようと思うんだよ。ただ柳也の設定もあって、どうしても苦い話になりそうなんだ。それでどうしようかなあと思って」

「いや、いいんじゃないすか？」

「え？」

「俺おれは苦い話好きですから。特に問題は無いですよ」




　さすがはハードボイルドを地でいく男。

　……そう。柳也の設定をふくらませていくと、どうしても最終的には苦い話になってしまう。

　そういうシナリオはプレイヤーに過か度どのストレスを与あたえることになりかねない。それが心配だったのだが───杞き憂ゆうだったようだ。

　そしてセッション当日。私は集まった四人のプレイヤーに対してこう言った。




矢野（以下：ＧＭ）：では、これよりダブルクロス・リプレイ・アライブ、第二巻かんのセッションを始めたいと思いまーす。

一同：よろしくお願いしまーす！




　ではここで、今回のプレイに参加するプレイヤーの面々を紹しよう介かい。




▼しのとうこ（以下：しの）

『ダブルクロス』シリーズのメインイラストレーター。

　プライベートでも精せい力りよく的にゲームを遊んでおり、ダブルクロスに限かぎらずさまざまなゲームを楽しむひとりのユーザーでもある。

　本シリーズでは、ちょっと気弱な主人公、〝何でも屋〟を営いとなむ女子高生、七村紫帆ななむら・しほを担たん当とうする。




▼安達洋介あだち・ようすけ（以下：安達）

『アリアンロッド』シリーズのモンスターデザインや、『ゲーマーズ・フィールド』誌し上じようで「くいっくすたーと！」などでマルチに活かつ躍やく中ちゆうのイラストレーター。

　どんなゲームでも全力で楽しむことのできる男であり、彼がゲームを遊んでいる様子は周りのプレイヤーをも楽しませる力がある。

　本シリーズではレネゲイド委員長こと、高校生エージェント、八や重え垣がきミナリを担当する。




▼伊藤和幸（以下：伊藤）

　ゲーム制せい作さく会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社員。主にデータ、シナリオ作成を担当する。

　彼のゲームスタイルは渋しぶいの一言。その実力は是ぜ非ひ本書を見ていただきたい。

　本シリーズでは左さ遷せん支し部ぶ長ちよう、ハードボイルドな大人、九条柳也を担当する。




▼田中信二たなか・しんじ（以下：かわたな）

〝かわいそうな〟田中信二、通つう称しようかわたなと呼よばれる。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社員。ＤＴＰデザインからリプレイ執しつ筆ぴつまで、まさになんでもこなす超ちよう人じんである。さまざまなリプレイで主人公を担当し、かっこいいセリフについては社内で右に出るものはいない。




ＧＭ：というわけで、今回からかわたなさんが参加することになりましたー。

かわたな：よろしくお願いしますー。

一同：わ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

しの：三人で大変だったところが少し緩かん和わされるかも！

安達：くっくっく、今度の新人はどこまで保もつかな？（笑）

ＧＭ：……なんで映えい画がに出てくる看かん守しゆみたいなセリフを吐くんだ（笑）。

かわたな：キャラクターは作成したよー。みんなの弱点を補おぎなったので、役に立つと思う。

伊藤：それはありがたい。

ＧＭ：では、挨あい拶さつもすんだところでまずはキャラクターの成長を……。

安達：あ、今回は先にハンドアウトを読んでもらえませんか。（真しん剣けんな顔で）成長させる方ほう針しんの参考にしたいんです。

ＧＭ：お、おう。……では要望もあったので先に今回のハンドアウトを説明しましょう。




▼ＰＣ①：九条柳也

ロイス：九条槙絵くじよう・まきえ　　　推奨感情　ポジティブ：庇ひ護ご／ネガティブ：悔かい悟ご

　キミの妹、九条槙絵は八年前にキミの目の前でさらわれた。そのときのキミは何もできず、槙絵の行方ゆくえは今でも杳ようとしてしれない。

　だが、そんなある日。行方不明だった妹が突とつ然ぜん喫きつ茶さ店てんペリゴールに現あらわれた。八年前の姿すがたのまま、キミの記き憶おくと同じ姿のままで───。




ＧＭ：というわけで、今日のメインは柳也です。

しの：おお、メインのキャラクターが変わるんだ。珍めずらしい……。

安達：あれ？　このロイスの「九条槙絵」ってのは……？

ＧＭ：柳也の妹だよ。ほら、一巻かんの自じ己こ紹しよう介かいの時に〝さらわれた妹がいる〟って言ってたでしょ。

伊藤：その時は名前つけてませんでしたけどね。

ＧＭ：うん。今回のシナリオに必要なんで俺が考えた。柳也と同じく木き偏へんの漢字を持ってきて〝槙絵〟。さらわれた年代も特に指定されてなかったんで八年前にしたけどよいかね？

伊藤：ああ、そこは問題ないです。……ただ、違ちがうところで問題が。

ＧＭ：ん？

伊藤：俺もともと〝妹〟に対してロイスを持ってるんですよ。今回、ハンドアウトとして渡わたされたのも同じなんですが、これってひとつにした方がいいんでしょうか？

ＧＭ：いや、これは別々のロイスとして取ってくれ。……実はそこに意味があるんだ。

安達：…………お？　シナリオのギミックかな？

伊藤：それならわかりました。そのまんま取ります。

ＧＭ：ああ、そうだ。こっちも確かく認にんしておきたいことがあるんだけど。……柳也って八年前はどんなヤツだったんだろう？　昔からこう、だらけきった男だったのかな。

伊藤：ん～、そんな感じです。妹はそんな俺の世話を焼いていた、とかで。

ＧＭ：了りよう解かい。……ちなみに八年前はもうオーヴァードだったの？

伊藤：（キャラクターシートを見て）ん～、ライフパスによるとなんらかの実験でオーヴァードになったらしいので、妹がさらわれたあとで覚かく醒せいしたっぽいですね。

ＧＭ：了解了解。それならちょっとシナリオを修しゆう正せいしておこう。




▼ＰＣ②：七村紫帆

ロイス：赤いリボンの少女　　　推奨感情　ポジティブ：尽じん力りよく／ネガティブ：不安

　ある日の日曜日、キミはちょっと不思議な少女と出会った。

　おそらくは同年代だろう、赤いふたつのリボンをつけたその少女は道に迷まよっていたらしく、キミに声をかけてきたのだ。

　彼女の望む行き先は喫茶店ペリゴール。キミは買い物がてら、彼女を案内することにした。




ＧＭ：まあ、少女って言っても紫帆やミナリと同年代ですけどね。高校一年生くらい。

しの：通りすがりの子を助ける、とかそんな感じですか？

ＧＭ：そうそう、そんな感じです。

安達：ほら、きっとそのときはカヴァーが何でも屋だったんですよ！

かわたな：じゃあ親子連れとかが、「お母さん、あの人何でも屋だよ！」「こら、指さしちゃいけません！」みたいな会話を（笑）。

しの：何でも屋をなんだと思ってるんですか（笑）。




▼ＰＣ③：八重垣ミナリ

ロイス：〝スティング〟　　　推奨感情　ポジティブ：執しゆう着ちやく／ネガティブ：不信感

　ＵＧＮから、キミにひとつの命令が下った。

〝スティング〟と名乗るファルスハーツのエージェントがこの鳴なる島しま市に潜せん入にゆうしたというのだ。

　ヤツは先日、ＵＧＮ日本支し部ぶが襲しゆう撃げきをかけた研究所から唯ゆい一いつ脱だつ出しゆつしたエージェント。その〝スティング〟の目的は───？




ＧＭ：というわけで、ミナリはＵＧＮからの指令を受けるハンドアウト。

安達：スティングか……。

しの：また敵てきっぽいコードネーム。

安達：ええと、ファルスハーツのエージェントか。……そういや、アライブは今までファルスハーツは出てきてないんでしたっけ。




　ファルスハーツ（通つう称しようＦＨ）とは、ＵＧＮの対たい極きよくに当たる組そ織しきの名前である。彼らはレネゲイドの力を個こ人じん個人の欲よく望ぼうのままに使い、世界を混こん乱らんに陥おとしいれている。

　そのため、「日にち常じようの維い持じのため、レネゲイドは秘ひすべし」というスローガンを抱かかえているＵＧＮと真っ向から対立し、日夜戦いを繰くり広げている。




伊藤：ついにＦＨが出てきたか。……また厄やつ介かいなことになりそうだなあ。

安達：うーん、覚かく悟ごだけはしておきましょう。




▼ＰＣ④

ロイス：〝スティング〟　　　推奨感情　ポジティブ：好こう奇き心しん／ネガティブ：猜さい疑ぎ心しん

カヴァー／ワークス：指定無し／ＵＧＮエージェント

　先日、キミはＵＧＮの一員としてＦＨの研究所を襲しゆう撃げき。見事にその拠きよ点てんを制圧し、ひとりの少女を保ほ護ごした。だがその際さい、キミはエージェントをひとり逃にがしてしまう。逃したエージェントの名前は〝スティング〟。ヤツはその後、鳴島市に潜入した。鳴島市支部長、九条柳也はキミの顔見知りだ。挨あい拶さつがてら、キミは様子を見に行くことにした。




ＧＭ：で、これがかわたなさん用のハンドアウトです。

かわたな：こっちもスティングか……。

しの：あ、柳也さんとは前から知り合っていたってことなんですね。

ＧＭ：そうそう。この後ＰＣ間ロイスを取ることになるんで、柳也とかわたなさんのキャラクターがどんな関係になるかは、そのときに相談して決めてもらう方向で。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：今回のハンドアウトはこれで全部だけど。（安達くんを見て）これでいいかい？

安達：はい、ありがとうございました。……実は今回アキューズが出てきそうなら、対ブラックドッグ用のエフェクト、《絶ぜつ縁えん体たい》を取ろうかと思ってたんですよ。

伊藤：ああ、なるほどなあ。それは納なつ得とくだ（笑）。

ＧＭ：色々考えるな（笑）。……では、皆みなさんキャラクターの成長作業をしてください。




　ハンドアウトを見ながらデータを調整していく一同。しばしの後、作業が完かん了りようした。
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ＧＭ：みんな成長作業の方は終わったね？

一同：はーい。

ＧＭ：それじゃあ自分のキャラクターの成長を申告してください。




▼ＰＣ①：九条柳也　～伊藤和幸

伊藤（以下：柳也）：では最初に俺おれ……九条柳也から。（胸むねを張はって）成長は───無い！

ＧＭ：無いのか!?

しの：なんですか、その会話は……（笑）。

柳也：いやあ、前回は経験点０だったからなあ。

ＧＭ：そう言えば侵しん蝕しよく率りつがこれでもかってほど上がったよなあ。……柳也は一発の攻こう撃げきでどかんと上がるし、シーン登場の出目も高いし、ちょっとでも無理すると経験点に響くのか。

安達：今回こそ、今回こそ私も役に立ちますから！　稼かせいでください！

柳也：おう、当てにしてるぜ。




▼ＰＣ②：七村紫帆　～しのとうこ

ＧＭ：では次にしのさんお願いします。

しの（以下：紫帆）：はい、七村紫帆です。相変わらず何でも屋をやっています。

ＧＭ：いちいち三さぶ郎ろうが口を出してきますけどね。

紫帆：それにもいい加か減げん慣なれてきてる気がする……。

ＧＭ：まあ、それはプレイが始まってから。……で、成長の方は？

紫帆：ええと、欲ほしいものはいろいろあったんですよ。《獣けものの王》とか《竜りゆう鱗りん》とか。

柳也：さっきまでいろいろ悩なやんでたもんなあ。

紫帆：で、やっと決まりました。……まず《獣の力》が２レベルになってより馬ば鹿か力ぢからに。

かわたな：ば、馬鹿力……？

ＧＭ：ヒロインを評ひようする言葉じゃないですな（笑）。

紫帆：いいんです（笑）。……あとは《大だい蛇じやの尾お》で遠えん距きよ離り攻撃をできるようにして、《ミスディレクション》を委員長の援えん護ご用に取りました。

安達：それはありがたい。

ＧＭ：その辺の渋しぶいところをきっちり取るのはしのさんらしいですね。




▼ＰＣ③：八重垣ミナリ　～安達洋介

ＧＭ：次は安達くんの番だね。

安達（以下：ミナリ）：はい。八重垣ミナリです。クラス委員なので、委員長とも呼よばれます。

かわたな：ああ、レネゲイド委員長だよね。一巻かん読んだから知ってるよ（笑）。

ミナリ：いや、レネゲイド関係ないですから！　普ふ通つうにクラス委員ですから！（笑）

ＧＭ：まあ成長の報ほう告こくを（笑）。

ミナリ：えーと、まずは攻撃力増ぞう加かのために《雷らい光こう撃げき》を取りました。

ＧＭ：そこには苦労したからなあ。他ほかには？

ミナリ：【社会】の能のう力りよく値ちを上げました。……みんな低いから。

紫帆：うう、苦労をかけます。

ミナリ：それが役目だから。……で、【社会】が上がったんでアイテムをさらに買いました。具体的にはアーマージャケットとＦＨ研究者へのコネクションを。

紫帆：なんか……、どんどんミナリの部屋が武ぶ器きだらけになる。

ＧＭ：いや、ミナリと紫帆は寮りようの同部屋だから、ミナリの部屋は紫帆の部屋ですよ（笑）。

紫帆：は！　いつのまにか部屋が武器や防ぼう具ぐばっかりに！（笑）

ミナリ：くっくっく（笑）。

柳也：なぜ笑う（笑）。




▼ＰＣ④：千城寺薫せんじようじ・かおる　～田中信二

ＧＭ：では最後にかわたなさん。新キャラなんで自じ己こ紹しよう介かいからお願いします。

かわたな：おお、じゃあちょっと長めにやっていいんだね!?　紹介していいんだね!?

紫帆：な、なんかテンション高いですね。

かわたな：いや、最近なぜかＴＲＰＧしたくてしょうがなくてさ。このセッションが楽しみだったんだ。……なのでみんな気をつけて。




　何に気をつけるのか。




ＧＭ：ま、まあともかく。自己紹介からどうぞ。

かわたな（以下：薫）：名前は千城寺薫。二十七歳さいの男。

紫帆：せんじょうじ……。なんかすごい字だ。

薫：ほら、みんなの名字が「七村」、「八重垣」、「九条」じゃない。数字のルールがあるみたいだからそういう名前に。

ミナリ：七、八、九から千……。いいフェイントですね（笑）。

薫：ちなみにＤロイスは特とつ権けん階級。こんな大おお仰ぎような名前になったのもそれが理由なのさー。

一同：おおー。

ＧＭ：じゃあ、なんというか偉えらぶったようなキャラなんですか？

薫：いやいや。……僕ぼくはね、いわゆる〝マッドサイエンティスト〟なんだ。

一同：…………。

紫帆：えーと、その、つまりは研究者ってことですか？

薫：ノンノンノン。〝マッド〟ってところが大事なのよ。

紫帆：は、はあ……。

薫：僕はね、思うわけですよ。……自分は今までイイ人過すぎた、と。




　いきなり何を言い出すのか。




ＧＭ：え、えーと？　かわたなさん？

薫：（聞いてない）今までいくつかリプレイに出してもらってキャラクターを作ってきたけど、ほぼ全部〝イイ人〟なキャラクターばかり。そろそろ新しん境きよう地ちを開かい拓たくしようと思って。

紫帆：それで……マッドサイエンティスト、ですか？

薫：そう！　渋しぶい方向で悪ぶったキャラは柳也がいるから違ちがう方面で！　いつもにこにこへらへらしていて、好奇心だけで動くような研究者！　それが僕さ！

柳也：あー、なんとなくわかった。常つねに笑え顔がおで見た目はいいけど、実は相手の感かん情じようを全然考えないでどんな実験も平気でできるようなヤツ。

薫：そう！　そういうヤツ、そういうヤツ！

紫帆：…………でも、かわたなさんじゃ耐たえきれなくてすぐイイ人に戻もどる気がする。

薫：それは言わない約束さ！（笑）

ミナリ：ちなみにシンドロームは？

薫：オルクスとモルフェウス。武器は《緑の鞭むち》。腕うでに巻まいたイバラを伸のばして、たくさんの敵てきを一気に攻こう撃げきできるよ。Ｄロイスの特権階級や《力の法ほう則そく》でサポートもできる。

ＧＭ：むう、汎用性高そうだ。……がっちり作ってますね。

薫：矢野くんの敵は歯ごたえがあるからね（笑）。……あと、できることは《サイコメトリー》かな。

柳也：《サイコメトリー》？

薫：そう。物品から情じよう報ほうを読むエフェクト。だから僕はなんでもわかってしまうのさ。理り屈くつも論ろん理りも必要なく、なんとなく物事を読み取ってしまう能のう力りよくがある。

ＧＭ：ああ、その名の通り〝空気の読める男〟なのか（笑）。

薫：むしろ〝空気の読めすぎる男〟かな。ま、《サイコメトリー》を使用する【社会】の能力値ちは１なんで、実じつ際さいは誤ご解かいもたくさんあるんだけど（笑）。

ミナリ：……いやな能力だなあ（笑）。

薫：ところでＧＭ。今、僕は〝賢けん者じやの石〟に興きよう味みを持って研究していることにしていいかな？　そうすると紫帆たちとコミュニートするきっかけになる。

ＧＭ：了りよう解かいです、その方向でちょっとシナリオ調節します。

薫：というわけでよろしく、みなさん。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：ではここでＰＣ間ロイスを。順番は柳也[image: ]紫帆[image: ]ミナリ[image: ]薫[image: ]柳也で。

柳也：紫帆へはポジティブが〝庇ひ護ご〟、ネガティブが〝不安〟ってところだな。基き本ほん的には前と変わらないスタンスでいくぜ。

紫帆：わたしは委員長に……ポジティブが〝感服〟、ネガティブが〝脅きよう威い〟で。

ミナリ：おお！　じゃあ感服されるようなことしなきゃ。毎日きちんと管理された生活をしてるとか。そんな感じで。

薫：で、そんなミナリさんは僕のことをどう思っているのかな？

ミナリ：えーと……、〝幸福感〟。……か、金？（笑）

一同：ええええええええっ!?（笑）

ミナリ：ネガティブは〝憎ぞう悪お〟。憎にくい！　あの金が憎い！　……ふり直して〝嫌けん悪お〟。うおおお、あの金が憎い！

ＧＭ：同じかよ！（笑）

ミナリ：……まあ〝尽じん力りよく〟と〝猜さい疑ぎ心しん〟にしておきます。いつもへらへらしているし。

薫：そんなー、僕はこんなにイイ人なのにー。

紫帆：さっきまで悪い人って言ってたじゃないですか（笑）。

薫：ま、そうだね（笑）。ちなみに僕から柳也はポジティブが〝信しん頼らい〟。ネガティブが〝不信感〟。

ＧＭ：柳也とは結局どういった知り合いなんです？

柳也：妥だ当とうに考えると……、俺が実験体だった時代からか？

薫：ん～……せっかくこういうシナリオなんだから、学生時代からの知り合いにしよう。そうすると僕も槙絵ちゃんと知り合いだったことにできる。

ミナリ：ああ、なるほど。そういう手もありますね。

ＧＭ：こっちとしても構かまいませんよ。むしろありがたい（笑）。

薫：じゃあ学生時代の友人ということで。昔から羽目を外していた柳也を優やさしいまなざしで見ていたのだ（笑）。

ＧＭ：じゃあそれで（笑）。ではプレイに入る前に今回のテーマを。今日のテーマは───〝タイタス〟です。

柳也：うわ！　そんな不ふ吉きつなテーマなのか！　というか俺の妹へのロイスがふたつともタイタスになりそうな!?

ＧＭ：ふっふっふ、それはプレイしてのお楽しみだよ。……ではセッションを開始しよう。







別々のロイスとして～　本来ならばロイスは同一対象に対して重複して結ぶことはできない。ただし、ＧＭが認めればその限りではない。今回はシナリオの都合もあり、柳也に重複してもらったのだ。

アキューズ　前巻『覚悟の扉』でＰＣたちと対決したエージェント。目的のためには手段を選ばない、冷徹な男。

《獣の王》　最大限の殺気を放って相手の動きを止めるキュマイラのエフェクト。

《竜鱗》　鋼鉄のような鱗を瞬間的にはやし、攻撃を受け止めるキュマイラのエフェクト。

《獣の力》　人間を超えた膂力を持っていることを表すキュマイラのエフェクト。

《大蛇の尾》　伸縮自在の尾を使って遠距離を攻撃するキュマイラのエフェクト。

《ミスディレクション》　光学的に相手を幻惑させ、自分に攻撃を集めるエンジェルハィロゥのエフェクト。

《雷光撃》　攻撃に雷を這わせることでダメージをあげるブラックドッグのエフェクト。

《緑の鞭》　植物を武器とするオルクスのエフェクト。成長を促すことで遠距離の相手にも攻撃できる。

《力の法則》　〝領域〟内の物理法則そのものをほんの少しねじ曲げて攻撃をサポートするオルクスのエフェクト。
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　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆眠ねむれる少女


Scene Player ─── 千城寺薫






　銃じゆう声せいが響ひびき、血しぶきが上がる。

　真まっ白しろく染そめられた研究所はＵＧＮとＦＨの戦いにより、黒く、赤く変色していく。

　その中で千城寺薫は笑っていた。

　敵てき地ちであるＦＨの研究所の中で、笑えみを貼はり付け、歩いていた。




ＧＭ：では最初のオープニング。シーンプレイヤーは薫。……ＵＧＮの作戦に参加してＦＨの研究所に攻せめ入っているところからだね。

薫：はいはい。襲しゆう撃げきはうまくいっているのかな？

ＧＭ：そうだね。夜の闇やみに紛まぎれて行なった襲撃作戦は大成功。今はまだＦＨが抵てい抗こうしているが、もうまもなくそれは治まるだろう。キミにはそれがわかる。

薫：ではへらへらと笑ったままで最前線にいくよ。……楽だなあ、などと思いながら。

ＧＭ：了りよう解かい。キミは研究所の中を無む防ぼう備びに進んでいく。すると向こうの厳げん重じゆうそうなドアが開き、完全武ぶ装そうした何人かの兵士が出てきてキミに銃じゆうを向ける。

薫：僕は微笑ほほえんだままで言う。……降こう伏ふくしてくれたら楽なんだけど、ダメだよねぇ？

ＧＭ：彼らは黙だまって銃を向け、そのトリガーを───。

薫：おっと。その前に僕の腕うでに巻まき付いているイバラがシュルシュルと伸のびて彼かれらを巻き取とるよ。……だから言ったじゃない。降伏して欲ほしいって。

ＧＭ：完全に拘こう束そくされた兵士のひとりが笑みの消えない薫を見てうめく。「……ひ、ひぃ」

薫：なんでそんな怖こわい目で見るのさぁ。……（素すに戻もどって）いかん、これじゃ悪役だ（笑）。

紫帆：なんかスレスレですね（笑）。

薫：もうちょっと軌き道どう修しゆう正せいしよう（笑）。……えーと、拘束した兵士は他のＵＧＮエージェントに任まかせるよ。わざわざ命を取ろうとは思わないし。

ミナリ：ああ、そこは理り性せい的なんだ。

薫：（さらりと）いや、興きよう味みがないから。

一同：…………。

ＧＭ：えーと……。ま、まあいいか。……では薫はそのまま扉とびらの向こうに進んでいく。するとその中にはさらにもうひとつの扉が。ここまで厳重な警けい備びはこの研究所内で初めてだ。

薫：僕はちょっと長めの髪かみをかき上げて独ひとり言を。……んっん～？　これは何かな？

ＧＭ：ちなみに鍵かぎはかかってない。すでにＵＧＮがセキュリティを解かい除じよしているからね。

薫：なるほどなるほど。では軽かろやかに扉に近づいてスマートに開こう。

ＧＭ：部屋の中は最さい低てい限げんの明かりしかない。その暗い空間の中心、いくつもの計器類に囲まれて、人間ひとりがすっぽりと入りそうなカプセルがひとつ置いてある。

薫：（にんまりと笑って）ん～、これは面おも白しろそうだな～？　とカプセルに近づき───。

ＧＭ：するとカプセルの陰かげで物音がして、舌した打うちと共に人ひと影かげがひとり出てくる。……さえない感じの中年男だん性せいだ。がっしりとした体たい格かくでダークスーツを着ている。

薫：おっとっと、お客さんがいたようだね。

ＧＭ：彼は警けい戒かいした様子で薫を見つつ、だが戦おうとはしない。壁かべに背せをつける。

薫：む？

ＧＭ：そしてそのまま壁にとけ込こむように消える。……《騒さわがしき行列》だ。

薫：エグザイルか。では僕はイバラをいくつも向けるけど……。

ＧＭ：うん、その前にヤツの姿すがたは壁の中へと消えていく。

薫：（手で顔を覆おおって）あちゃあ、また面めん倒どうなことになったなあ。……けど、正直こっちのカプセルの方が気になるし。

ＧＭ：そんな理由か（笑）。そのカプセルは曇くもっていて向こう側が見えない。でも、その横に赤いスイッチが───。

薫：えい、ぽち。

ミナリ：ノータイムで押おしたー！（笑）

薫：だって面おも白しろそうだもの（笑）。

ＧＭ：はいはい（笑）。では、カプセルがスライドするように開く。そして中には少女がひとり。……まるで眠っているように見える少女が。

薫：この子は…………。

ＧＭ：薫は知っているよ。九条槙絵、柳也の妹だ。……ただし、その姿は昔のままだが。

薫：では頭をかきながら言います。……これはこれは。槙絵ちゃんじゃないか。こうなると、さすがに柳也くんに連れん絡らくを取らなきゃいけないかなぁ。

ミナリ：お、まともな判はん断だん。

薫：ん～、なんだかわからないけど楽しい気分になってきたぞ（笑）。

ＧＭ：ここで薫の携帯端末に連絡が入る。ＦＨの残ざん存そん勢せい力りよくは降こう伏ふくし、この研究所はＵＧＮに制せい圧あつされたとのこと。ただ、ひとりエージェントが逃とう走そうしたけど。

薫：それはさっき僕が出会った〝彼〟、かな？

ＧＭ：そう。薫は後から彼が〝スティング〟と呼よばれるエージェントであることを知る。

薫：ふうん……。

ＧＭ：それからもうひとつ。薫に追加の任にん務むが。

薫：お？　興きよう味みの無いことならやらないよ。

ＧＭ：いやあ、興味はあるでしょう。……任務の内ない容ようは九条槙絵の護ご衛えい。柳也のところまで。

薫：それは……（にっこり笑って）謹つつしんでやらせていただきましょう（笑）。

紫帆：うわ、悪そうな顔した！（笑）

ＧＭ：ホントに楽しそうだ（笑）。……ちなみに槙絵だけど、ＵＧＮの検けん査さによれば何の問題もないとのこと。正せい確かくに言えば、何にも問題を発見できなかったということだけど。

ミナリ：非ひオーヴァードってこと？

ＧＭ：そういう結果が出ている。ＵＧＮの考えではコールドスリープされていて、今から実験されるところだったんじゃないかということだよ。

薫：まあその辺は気になったら後で調べるよ。……今はまず、彼女を送り届とどけないとね。

柳也：（渋しぶい顔で）いやな予感しかしねえよ、まったく（笑）。




　いつもよりも楽しげな顔で、薫はこれからのことを想そう像ぞうする。

　柳也に会うのは久ひさしぶりだ。しかも、これだけの隠かくし球を用意していける！




　驚おどろく柳也の顔を想像しながら薫は手早く用意を整える。

　向かうは鳴島市。喫きつ茶さ店てんペリゴール。







◆Opening 02◆少しの不安


Scene Player ─── 八重垣ミナリ






　その日も、ミナリは部屋で紫帆を待っていた。

　だが───待てども待てども彼女は来ない。

　三日に一度のペースで、紫帆は〝ミナリの授じゆ業ぎよう〟をさぼるのだ。

　……まったく、まだ彼女にはオーヴァードとしての知ち識しきが不十分だというのに。




ＧＭ：では次はミナリのオープニング。……とある日曜日、キミは自室で紫帆を待っている。

ミナリ：待っている？

ＧＭ：そう、一巻かんであったネタだけど、ミナリは定期的に紫帆に対して〝授業〟をしている。オーヴァードとしての基き礎そ知識や技術を伝えるために。

ミナリ：ああ、そう言えばそうでした。覚かく醒せいしたてだから、教えなければならないと。

ＧＭ：だが───紫帆はそれをよくサボる（笑）。

薫：ああ、それも一巻からのネタだね。あんまり忙しくてサボるんだっけ（笑）。

紫帆：だって、一日なんにもできなくなるんだもん！　寝ねる寸すん前ぜんまで続くし！

ミナリ：むしろ寝てからも続けますけどね。睡すい眠みん学習とかで（笑）。

柳也：そりゃさぼるわ（笑）。

ミナリ：では私は掃そう除じなどをしながらため息をつく。そしてカレンダーにバツ印をつける。

紫帆：ちょっと待って！　何、その印!?（笑）

ミナリ：（聞かずに）これで48、か。……そろそろまずいわね（笑）。

柳也：何がまずいんだよ。しかも48ってなんだ（笑）。

ＧＭ：まあいいや（笑）。そうやってミナリがカレンダーに謎なぞのポイントをつけていると、携けい帯たい端たん末まつにＵＧＮ日本支し部ぶ長ちよう、霧きり谷たに雄ゆう吾ごから直ちよく接せつ連れん絡らくが。

ミナリ：え？　私に？　直接？

ＧＭ：そう、直接。

ミナリ：えーと。ちょっとビックリしながら対たい応おうします。……もしもし、八重垣ですが。

ＧＭ：「霧谷です。……その節以来ですね」

ミナリ：前の事じ件けんではお世話になりました。色々と手も回していただきまして。

ＧＭ：「いえいえ。これが仕事ですから。……その後、紫帆さんの様子はどうですか？」

ミナリ：だいぶ安定しています。まひろさんと出会ってもまったく問題ありません。……まあこれはまひろさんから賢けん者じやの石がなくなったせいだとは思いますが。

ＧＭ：「なるほど……。安定しているのであればなによりです」

ミナリ：私し生せい活かつ上は問題がありますが。少なくとも身体からだは問題ありません。

ＧＭ：「私生活……ですか？」思わず聞き返す霧谷。

ミナリ：実は───ちょっと学校の成せい績せきが下がってきてですね……。

紫帆：そんなこと報ほう告こくしないで！　霧谷さんに関係ないから！（笑）

ミナリ：（聞かずに）家庭科だけはいいんですが、数学関連が壊かい滅めつ的で……。

ＧＭ：「むう……。それは問題ですね」

紫帆：霧谷さんも真ま面じ目めに聞かないで！（笑）

ＧＭ：「ともあれ、今はその話は置いておきましょう。本題は他ほかにあります」

ミナリ：はい。

ＧＭ：「本来であれば、私の指令は支部長に出すのが筋すじなのですが。少々事じ情じようがありまして」

ミナリ：事情、ですか？

ＧＭ：「ええ。……指令はふたつ。とあるＦＨエージェントに対する警けい戒かいと、とある少女についての調ちよう査さです」

ミナリ：……説明をお願いできますか？

ＧＭ：「わかりました。まず───」と言って、霧谷は槙絵とスティングの話をする。

ミナリ：ＵＧＮがＦＨの研究所から槙絵さんを助けて、スティングに逃にげられた話ですね？

ＧＭ：そう。槙絵が柳也の妹であることも霧谷は話すよ。で、「ＵＧＮが彼女、九条槙絵さんを調べた結果、彼女はまったくの健康体だという結果が出ました。……肉体年ねん齢れい以外は」

ミナリ：歳とし取ってないって話ですね。……洗せん脳のうされているという可か能のう性せいは？

ＧＭ：「可能性は否ひ定ていできません。ですが、それも含ふくめた調査で彼女はシロだという結果だったのです。そして───彼女には九条柳也さん以外に身よりが無い」

ミナリ：じゃあちょっとため息をついて言います。……どうも疑うたがい深くなってイヤですね。本当ならば、家族が生きていたことを祝ってあげるべきなのですけど。

ＧＭ：「いえ、それは残念ながらＵＧＮとして正しい判断なのです。……何しろ、彼女を柳也さんの元に送ることには違う目的もあるのですから」

ミナリ：目的……ですか？

ＧＭ：「そうです。ＵＧＮの検査では、彼女はシロと断定しました。ですが[image: ]％安全とは言い切れません。そこで柳也さんの元に送って反応を見ようという話になったのです」

ミナリ：……なるほど、柳也さんには聞かせられませんね。

ＧＭ：「そういうことです。……それから最後に。逃げたＦＨエージェント、スティングですが、どうやら鳴島市に潜せん入にゆうしたようです。そういった情じよう報ほうが入っています」

薫：……研究所から逃げ出したエージェントと、研究所で保ほ護ごされた少女。因いん果が関係を考えない方がおかしいよねえ。

柳也：…………。

ＧＭ：「八重垣ミナリさん。あなたの任務はスティングへの警戒と、九条槙絵さんの調査です」

ミナリ：了解しました。ボディガードなら私向きの任務です。

ＧＭ：「では、よろしくお願いします。柳也さんの妹、槙絵さんは今日中には鳴島駅に着くはずです。付き添そいはひとり」

ミナリ：了解しました。

ＧＭ：では、その返事を聞いて霧谷は通信を切るよ。次いで、今回の資し料りようが送られてくる。制せい圧あつした研究所から抜ぬき出したスティングの顔写真とか。

ミナリ：どんなヤツですか？

ＧＭ：がっしりした四十代の男。角かく張ばった顔といかつい肩かたが特とく徴ちよう。……ただ、あんまり冴さえない感じだ。

ミナリ：なるほど。……さて、まずはどう柳也さんに伝えるか。




　再ふたたびため息をついてミナリは考える。

　八年前から行方ゆくえ不明の妹。しかも狙ねらわれている可能性が高い。

　……そんなことを聞いたら柳也がどう行動するか。その場で暴あばれ出してもおかしくない。




　憂ゆう鬱うつな気分を振ふり払はらいながら、ミナリは部屋を出る。

　まずはその妹君を迎むかえにいかなければ───。







◆Opening 03◆迷まい子ごの……？


Scene Player ─── 七村紫帆






　久ひさしぶりに雲から顔を出した太陽を見上げ、紫帆は目を細める。

　季節はすっかりと秋になり、冷たい風は吹ふいているものの、太陽が顔を出せば暖あたたかい。

　……こういう気候の時は、やっぱり外に限かぎる！　内で勉強なんて言語道どう断だんよね！




　ミナリに黙だまって鳴島駅前に出てきたことを、内心でごまかす紫帆であった。




ＧＭ：では、一方その頃ころ。紫帆のオープニング。……今、紫帆は鳴島駅の駅前広場に来ている。

紫帆：委員長が部屋で謎のポイントを加算していることなどつゆ知らず（笑）。

ミナリ：ふふふふふ……（笑）。

ＧＭ：そんな日曜日（笑）。

紫帆：まあわたしは委員長の行動は知らないので（笑）。いつもの通り買い物をしてますよ。〝何でも屋〟の頼たのまれごともたくさんあるし。

ＧＭ：ああ、そうか。紫帆だとそうなるのか。……それじゃあ、紫帆がたくさんの買い物袋ぶくろを抱かかえていると三郎が頭の中で声をかける。「なあ、いい加か減げん買いすぎなんじゃねーの？」

紫帆：大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。……というか最近委員長に捕つかまることが多いから、これくらい買っておかないと後が大変なんだよね。

ＧＭ：「なら、そろそろ帰った方がいいだろう？　そうでないとアイツうるせえぞ」言うまでもなくミナリのことね。

ミナリ：早くてもうるさいけどね。

柳也：自分で言うな（笑）。

紫帆：はあああああああああ～、しょうがないか。これ以上荷物も持てないし。

ＧＭ：「気持ちはわかるけどな」と三郎も疲つかれた声で言う。「あの説教はきつい。終わらない、ということがどれだけ負ふ担たんになるか、俺おれは初めて知ったよ」

紫帆：何日まともな休みが無かったか……。

薫：なんか必要以上にしんみりしているね（笑）。

柳也：俺は気持ちわかるからなんとも言えない（笑）。

ＧＭ：と、まあそんなことをしていると、紫帆は駅前のロータリーから少し離はなれた交差点の角で見るからに困こまっている少女を発見する。

紫帆：……おや。

ＧＭ：透すき通るようなきれいな黒髪かみにふたつのリボンでアクセントをつけている、おとなしそうな少女だ。背も小さいし、落ち着いた服を着ているので年下に見えるかも。

紫帆：どんな感じで困ってます？

ＧＭ：手元のメモと、あたりの風景を一いつ生しよう懸けん命めい見み比くらべている。……道に迷まよっている風だね。

紫帆：あ、わかりました。じゃあ声をかけてみます。両手にひたすら荷物を抱えながら（笑）。

柳也：怪あやしい光景だ（笑）。

紫帆：あのー……、何か困ってるみたいですけど？　大丈夫ですか？
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ＧＭ：と、彼女は紫帆の方を見る。「……あ、その、実は連れとはぐれてしまって」

紫帆：はあ、連れですか。

薫：あれ、連れってもしかして僕のことかい？

ＧＭ：そうです。展開の都合ではぐれたことにしてもらいたいんですよ。……いいですか？

薫：構わないよ。僕もそう認識しておくから。

ＧＭ：ありがとうございます。……で、彼女は「それで、道がわからなくなってしまいまして」と丁てい寧ねいな口調でそう言って、ちょっとうつむく。

紫帆：は、はあ、左様でございますか（つられる）。

ＧＭ：「ご存ぞんじだったら喫きつ茶さ店てんの場所を教えていただけますか。待ち合わせ場所なんです」

紫帆：喫茶店……。名前は？

ＧＭ：「ええと、喫茶店、ペ、ペ、ペ……」彼女はメモを見ているが読めないようだ。

紫帆：もしかして……ペリゴール？

ＧＭ：「あ、そうです！　その喫茶店です！」

紫帆：それならわたし知ってるから、よかったら案内しますよ。あ、でもお連れさんは……。

ＧＭ：「大丈夫です。連れへの連絡は喫茶店でします。お電話を貸かしていただければ、合流もできるかと思いますので」

紫帆：ああ、携けい帯たいあるもんね。……ってこの人は持ってないのかな？

ＧＭ：うん。持ってないみたい。ちなみに紫帆が彼女とそんなやりとりをしていると、また三郎が頭の中で言うよ。「……おい、また帰るの遅おそくなるけどいいのかよ」

紫帆：（笑え顔がおのままで）しょうがないよ。人助けだもん。止やむに止まれぬ事じ情じようだもん。

柳也：スキップせんばかりにうれしそうだな（笑）。

ＧＭ：了りよう解かい（笑）。では案内を買って出た紫帆に彼女は言う。「ありがとうございます。見ず知らずのあなたに助けていただいて」

紫帆：いいよいいよ。そういうの趣しゆ味みなんだもん。お役に立ちますよー。……と言いながら、ペリゴールまで案内して行きます。




　きっかけは、こんな本当に小さなことだった。彼女と出会ったきっかけは。

　そしてこの時。まだ紫帆は理解していなかった。彼女と出会った、その意味を。







◆Opening 04◆焦こげ付いた傷きず跡あと


Scene Player ─── 九条柳也






　……ちっ、また来たか。




　喫茶店ペリゴールのカウンター裏うらでタバコをふかしている柳也は、煙けむりの向こうに見え始めたヴィジョンを睨にらみながら心中で悪あく態たいをつく。

　ひとりでいる時はいつもこうだ。不意に過か去この記き憶おくがフラッシュバックする。

　もう、焦げ付いて忘わすれられなくなった、傷跡のような記憶が。




ＧＭ：では───最後に柳也のオープニングだ。

柳也：よし！　今日こそ侵しん蝕しよく率りつを上げすぎないようにするぜ！（ダイスを握にぎって）んんんんんんんんっ！　おりゃ！　……って７も上がった！（笑）

ミナリ：いや、７くらい普ふ通つうじゃないですか。

柳也：なるべく低い方がいいんだよ！　戦せん闘とうで上がり過すぎちゃうから！（笑）

ＧＭ：命かけてるねえ（笑）。……では柳也はいつもの通り喫茶店にいる。客はいない。

柳也：ああ……、じゃあいつもの通りにカウンター裏にどかっと座すわってタバコをふかしていよう。脚あしはカウンターに投げ出して。

ＧＭ：了解。ではタバコの煙をぼんやりと見ていると、その向こうに何かが見えてくる。……キミの脳のう裏りから離はなれない記憶が。

柳也：…………妹がさらわれた時の記憶か。

ＧＭ：その通り。柳也の意い識しきはそこに釘くぎ付づけになっていき───。




　柳也は見知ったリビングでタバコを吸すっていた。

　この光景はよく知っている。八年前、彼が家族と住んでいた家。




ＧＭ：というわけで回想シーンだ。柳也は今、実家のリビングにいる。

薫：八年前だと……二十歳はたちか。大学生かな？

柳也：そうだな。今はきっと授じゆ業ぎようが無い時間帯なんだろう。ソファーに座すわってタバコに火をつけるさ。それでぼーっとしてる。

ＧＭ：うん、そんな風にしているとリビングのドアが開く音がして、こんな声が聞こえる。「兄さん、またタバコなんて吸って。体に悪いですよ？」

柳也：いいだろ、別に。法ほう律りつ的にも何の問題もない。……と首だけ回してそちらを見る。

ＧＭ：と、学校帰りの槙絵の姿すがたが。彼女はあきれた顔で、「そうは言っても、最近は姿を見ればタバコを吸っているでしょう？　さすがに体の心配くらいはします」と言ってくる。

柳也：小言は面めん倒どうなので、首を戻もどしてひらひらと手を振ふってごまかそう。

ＧＭ：では槙絵は「……もう」と言い残し、扉とびらを閉しめて二階へと上がっていく。

柳也：…………。

ＧＭ：そして五分後。再ふたたびリビングのドアが開く。

柳也：あー、言われてもタバコはやめねえぞ。……と言いながらそっちを見るが。

ＧＭ：その言葉に返事はない。なぜならそこにいたのは───。




　上から下まで、すべて漆しつ黒こくに塗ぬられた人ひと影かげ。

　ボディアーマーにフルフェイスのヘルメットをかぶり、両手で拳けん銃じゆうを構かまえている。

　日にち常じようの中には存そん在ざいしえない、異い形ぎようの人影だった。




柳也：うお!?　さすがに驚おどろいて起き上がろうとする！

ＧＭ：だが、まだ素人しろうとである柳也の反はん応のうよりも早く、そいつは柳也に発はつ砲ぽうする。……銃じゆう弾だんは容よう赦しやなく柳也の右太ももを貫かん通つうする。

柳也：……撃うたれたショックでうつぶせに倒たおれる。

ＧＭ：その隙すきにソイツは拳銃を構えながら柳也の背はい後ごへ回り、キミの関かん節せつを極きめて、床ゆかに押おさえつける。そしてさらに同じ格かつ好こうをした人影が何人も部屋の中へ。

柳也：何人も!?　集しゆう団だんなのか、コイツら！

ＧＭ：その通り。

柳也：喧けん嘩かができるレベルじゃねえ！　しかもこんなに唐とう突とつに！

ＧＭ：そうだね。そうやって押さえつけられていると、上からまた数人が降おりてくる。……拘こう束そくした槙絵を連れて。

柳也：……槙絵の様子は？

ＧＭ：泣きながらもがいているよ。ただ口はふさがれているので、声を上げることはできないようだ。その目が一いつ瞬しゆんだけ柳也と合った。

柳也：……っ！

ＧＭ：彼らはいつも柳也たちが食事を取る机つくえの上に槙絵を押しつけて、その首くび筋すじに何かを押し当てる。そして、「ターゲットに検けん体たいを投入。……陽よう性せい。ただし数すう値ちは50未満です」と言う。どこかに通信しているようだね。

紫帆：陽性……？

ＧＭ：すると通信機の向こう側からこんな声が。「50未満、その程てい度どか。……回かい収しゆう後ご、殺害せよ。その後はいつもの通りに」無む機き質しつな、どこまでも冷たい声だ。

柳也：殺害!?

ＧＭ：その単語を聞いて、槙絵の目が絶ぜつ望ぼうと驚きで見開かれる。

柳也：俺は自分の痛いたみを無む視しして立ち上がる！　……てめえらっ！　何をやって───。




　みずから関節を折り、怒いかりに任まかせて柳也は立ち上がる。

　だが、必死に立ち上がる彼を待っていたのは───無数の冷たい銃じゆう口こうだった。




ＧＭ：柳也が立ち上がるよりもずっと早く、連中がキミに銃を向ける。……脚あしに、腕うでに、胴どう体たいに、何発も弾だん丸がんが突つき刺ささる。




　自分の血で染そまった視し界かいの中で覚えていることは、悲しみにゆがんだ槙絵の顔だけだった。

　そして柳也は痛みで意識を失い───。

　───気がつけば、病院の中だった。

　どうやら話を聞く限り、柳也はＵＧＮという組織に保護されたらしい。だが、父、母は殺され、妹は行方ゆくえ不明。柳也自身は奇き跡せきのような確かく率りつで生き残っただけだった。




ＧＭ：というところで柳也は回想から戻ってくる。……気がつけばタバコの灰はいがずいぶんと長くなっている。

柳也：では、俺がそれに気がつくとその灰がぼろりと床ゆかに落ちる。それを見て舌した打うちをする俺。……ちっ、いやなものを見た。

ＧＭ：見れば、日がそろそろ暮くれかけている。思ったより長い時間、幻まぼろしを見ていたようだ。

柳也：ふぅ、と息をついて。赤い夕陽と血ち染ぞめのリビングを重ね合わせて、……いつまでたっても慣なれねえもんだ。と皮肉げにつぶやく。

ＧＭ：と、そこにカランカラン、とドアの開く音がする。

柳也：（心底いやそうな声で）客なら好きに座すわんな。……と言って、新しいタバコに火をつける。

ＧＭ：だが、その客はドアの付近から動かずに───。




「兄さん、またタバコなんて吸すって。体に悪いですよ？」




　───夢ゆめと同じ声が響ひびいた。




　思わず柳也は入ってきた人物に顔を向ける。

　そこには───八年前と、あの時とまるで変わらない姿すがたの槙絵がいた。

　悪あく夢むと同じ姿のままの、妹が。







　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆再さい会かいと、混こん乱らん


Scene Player ─── 七村紫帆






　紫帆は目を丸くして、目の前の光景を見ていた。

　案内してきた少女が、柳也のことを〝兄〟と呼よんでいる。




　……に、兄さん!?　でもこの子柳也さんとあんまり似にてないしずいぶん歳とし離はなれてるしもしかしてお父さんとか違ちがったりしてでもそれだと委員長から話が出てないとおかしいし……。

　───紫帆は混乱していた。




ＧＭ：では次のシーン。シーンプレイヤーは紫帆。柳也のオープニングの直後からなんで、柳也も登場してね。

柳也：じゃ、侵しん蝕しよく率りつを上げます。……とう！　ってまた７か！

紫帆：どうも出目が高いですね（笑）。あ、わたしは４上がりました。

ＧＭ：まあまだ２シーン目だけどな（笑）。……というわけで、紫帆が案内してきた少女は店に入るなり柳也にこう言う。「兄さん、またタバコなんて吸すって。体に悪いですよ？」

紫帆：わたしは口をぽかん、と開けてふたりを見ます。……え!?　兄さんって!?

柳也：（呆ぼう然ぜんと）お、お前……、槙絵、か？

ＧＭ：彼女はこくりとうなずいて、微笑ほほえむ。「久ひさしぶりです、兄さん」

柳也：なんつーか……、言葉が出せないなあ。絶ぜつ句くするだけだ。

紫帆：柳也さんが黙だまるなら、おずおずと手を挙げて言おう。……あのー、ホントに柳也さんの妹さん、なんですか？

ＧＭ：と、槙絵が紫帆の方に向き直り、「はい。私、九条槙絵と申します」とお辞じ儀ぎをする。

紫帆：わ、丁てい寧ねいに受け答えされてしまった（笑）。じゃあわたしも。……えと、わたし、この喫きつ茶さ店てんの常じよう連れんの七村紫帆です。柳也さんにはいつもお世話になってます。

ＧＭ：「まあ、そうでしたか……。こういう兄ですから、きっとご迷めい惑わくをかけているでしょう」

紫帆：いやいや、こちらこそ迷惑を。

ＧＭ：「いえいえ、こちらこそ」

紫帆：いやいやいや。

ＧＭ：「いえいえいえ」……って終わらんぞ、これ（笑）。

柳也：じゃあ我われに返って、タバコを消してから苦虫をかみつぶしたような表ひよう情じようになって言おう。……槙絵、なんでお前がここにいる。お前はあの時───。

ＧＭ：「なぜ、と言われても……。私もわからないことだらけなのですが……」と槙絵は小首をかしげて困こまった顔になる。

薫：じゃあ登場するよ。どうせ僕ぼくもここを目指してたんだし。僕がいないと事情を説明できなさそうだ。

ミナリ：では私もここで。駅で薫さんだけをピックアップして連れてきた、ということで。

ＧＭ：ああ、いいね。じゃあ侵蝕率上げておいてね。

薫：では、槙絵ちゃんが困った顔になったところでドアを開ける。……それは僕から説明させてもらおう！（笑）

ミナリ：その後ろからあきれた顔で入ってくる私（笑）。

ＧＭ：槙絵は入ってきた人物の顔を見て、「あ、薫さん」と声をかける。

薫：やあ、槙絵ちゃん。

柳也：（唐突に）か、薫さんだとおおおおおおおっ!?　お前らいつの間にそんな関係に！（笑）




　突とつ然ぜん叫さけび出す兄、柳也。
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ＧＭ：待て待て待て！　単に〝千城寺〟って呼よびにくいから薫にしただけだぞ！　なんでそうなる！（笑）

紫帆：（笑いながら）りゅ、柳也さんが親バカならぬ兄バカに……（笑）。

柳也：は。思いついたんで、ついやりました（笑）。

ミナリ：じゃあ、柳也さんは実は兄バカってことで（笑）。

薫：改めて柳也くんにいつものごとくニコニコしながら挨あい拶さつをするよ。……いやぁ、久ひさしぶりだねえ。会えてうれしいよ。

柳也：（憮ぶ然ぜんと）俺はうれしくねえよ。

薫：つれないねぇ。せっかく旧きゆう友ゆうが大事な妹さんを連れてきたというのに、キミはひどい人だ。（ミナリに）キミもこんな上司を持って大変だろう、ミナリくん。

ミナリ：（すごいイヤそうな顔で）……そんなことないですよ（笑）。

紫帆：その顔じゃ全然説得力無いよ（笑）。

ＧＭ：そう話していると槙絵が「薫さん、そちらの方は？」とミナリを見て言う。

薫：ああ、彼女は柳也くんの……。って、槙絵ちゃんはＵＧＮのことを知っているのかな？　どこまで話せるのやら。

ＧＭ：ん～、自分を保ほ護ごした組そ織しきということは理り解かいしているし、世界規き模ぼの組織だということも知っている。けど、オーヴァードとかジャームとかレネゲイドという日常の裏側については知らないってところかな。

薫：なるほど。じゃあ槙絵ちゃんにはこう言おう。……彼女は八重垣ミナリさん。柳也くんと同じくＵＧＮに所しよ属ぞくする人だよ。言ってみれば、柳也くんの部下だね。

ミナリ：（お辞儀をして）八重垣と申します。

ＧＭ：「九条槙絵です」とこちらもお辞儀を。

柳也：ではそんなほのぼのと挨拶しているのを見て叫ぶ。……いや、挨拶してる場合じゃねえだろう！　槙絵！　なんでお前がここにいるんだ!?　お前は───。

薫：おっと柳也くん、キミは相変わらずせっかちだなあ。……事じ情じようがあるんだよ。

柳也：事情……？

薫：そう。彼女を保護したのは、この僕だ。そして彼女を迷まい子ごにさせたのも、この僕だ（笑）。

柳也：おい！　薫！（笑）

紫帆：ひ、ひどいジョーク（笑）。

薫：事実なんだけどね（笑）。……ともあれ、柳也にはファルスハーツとか襲しゆう撃げきとかの件けんは伏ふせて話すよ。あとできちんとしたことは話すけど、彼だったらそれで通じるだろう。

ＧＭ：ああ、そうだね。なんとなく事情は察せたということで。

柳也：了りよう解かい。……では話を聞いてちょっと黙だまる俺。

薫：というわけで、僕が彼女を保護したわけさ。……いやあ、槙絵ちゃんと会うのも久しぶりだよねえ。八年ぶりくらいかな？

ＧＭ：「薫さんもお変わりなく」

薫：いやあ、キミは全然変わらないねえ（笑）。

柳也：何のんびり言ってるんだ！　変わらなさすぎだろう！（笑）

ミナリ：そうですよ。なんで八年前の姿のままなんですか？

ＧＭ：ＵＧＮによれば、彼女はこの八年間コールドスリープ状じよう態たいだったとのことだ。だから肉体年ねん齢れいは十六歳さいのまま。ちなみにその影えい響きようか、彼女は一部に記き憶おく障しよう害がいがある。

紫帆：記憶？

ＧＭ：八年前、最後に柳也と会話をしてから自分の部屋に上がって……、そっから先は覚えてないらしい。薫に保護されるまでね。

一同：…………。

紫帆：なんか……、思ったより難むずかしい事情みたいだね。

ミナリ：きちんとした情じよう報ほう交こう換かんは後でしましょう。ここには槙絵さんもいるし。

柳也：……そうだな。

薫：いや、しかし懐なつかしいね。槙絵ちゃんと僕と柳也くん。まるで昔に戻もどったようじゃないか。

紫帆：昔からの知り合いなんですか？

ＧＭ：槙絵が横から口を出す。「ええ、兄と薫さんが友達だったので、私も一いつ緒しよによく遊んでいました。私のわがままにふたりをつきあわせたり、薫さんに遊びに連れて行ってもらったり。兄さんはいつも黙ってついてくるだけでしたが」

柳也：俺おれは憮ぶ然ぜんとした顔でそれを聞いている。

薫：うんうん、懐かしいねえ。柳也くんもあのころから変わらないよねえ。

柳也：……お前も相変わらずだよ。

薫：特に槙絵ちゃんのこととなると、キミは……。

ミナリ：は！　柳也さんの弱みっぽい！　眼鏡めがねの向こうで目を光らせて話を聞きます（笑）。

柳也：おい、薫っ！（笑）

薫：そう。あれは彼女が十六歳になったクリスマスの時！　柳也くんは───ってそう言えばのどが渇かわいたね。ここは喫きつ茶さ店てんだったじゃないか。何かくれないかい？（笑）

紫帆：わ、悪い人だ（笑）。

柳也：俺はぎりぎりと歯ぎしりをしながら言う。……注文は？

薫：是ぜ非ひ、コーヒーを頼たのむよ（笑）。

柳也：あぁっ!?　ウチはコーヒーはねえよ。

ミナリ：喫茶店なのに……（笑）。

ＧＭ：では、槙絵が割わり込こむ。「兄さん、いくら友達でもお客様はお客様ですよ」

柳也：ぐ……。じゃあインスタントのコーヒーを……。

ＧＭ：「兄さん？　ちゃんとしたコーヒーは無いのですか？」

柳也：（目をそらして）……ね、ねえよ。

ＧＭ：彼女はじーっと柳也を見てからため息をひとつ。「わかりました。では、勝手に探さがします」と言ってカウンターの裏うらにスタスタと。

柳也：お……、おい。

ＧＭ：で、カウンターをじーっと見てから、「ここじゃないですか？」と数ある戸と棚だなのひとつを開くとなんと見事に奥おくからコーヒー豆とコーヒーミルが。

ミナリ・紫帆：おお～！

ＧＭ：で、にこりと笑って「兄さんの隠かくす場所くらい、だいたいわかります」

柳也：む……、だがそれは店用じゃなくてだな。

ＧＭ：「用意してある豆を出さない喫茶店がありますか」と言いながら彼女は勝手に豆をザラザラとミルに入れる。ちなみに手つきはあんまりうまくない。

柳也：ではそれを横から奪うばい取って。……ああ、もう貸かせ！　そうじゃねえだろ！　なんで俺がこんな……！　とか言いながらコーヒーを挽ひく。

ミナリ：おお、喫茶店マスターのようですね（笑）。

紫帆：今日はちょっと面おも白しろい柳也さんが見られる（笑）。

ＧＭ：というわけで、ビックリするほどおいしいコーヒーが出てくるよ。

薫：ん～、キミの淹いれるコーヒーは相変わらずおいしいねえ。

柳也：…………カウンターの奥でそっぽ向いてタバコふかしてます。

ＧＭ：「昔からコーヒーにはずいぶんこだわりがあるようなんです。……あとはタバコをやめてくれれば、私としては言うこと無いんですけど」と、コーヒーを飲みながら槙絵が言う。

柳也：……お前に何を言われてもこれだけはやめねえよ。

ミナリ：うーん、柳也さんの操そう作さ方法を熟じゆく知ちしているとは。……私も知りたい（笑）。

ＧＭ：「そんなに難むずかしくはありませんよ」と槙絵はにっこり笑って、「目をじっと見て、真ま面じ目めな顔で頼たのめばいいんです。悪ぶっていても、根はいい人ですから」

ミナリ：（うなずきながら）なるほど。今度試ためしてみます。

薫：さすがは槙絵ちゃん、よくわかっているねえ。……ま、僕も知っていたけどね。

柳也：うるせえ。お前が言うと、どうにも違ちがう意味に取れるんだよ（笑）。

ＧＭ：「ところで兄さん」と槙絵は柳也に言う。「この店、部屋は余あまっているのですか？」

柳也：……む？

ミナリ：あれ？　ここって住じゆう居きよ兼けん店てん舗ぽだったっけ。

ＧＭ：そうだよ。一巻かんの最初に言ったとおり。

紫帆：ペリゴールって一いつ軒けん家やだったっけ。じゃあ二階が住居とかなのかな。

柳也：まあそんなところか。じゃあ槙絵には、……部屋は一いち応おう空いちゃいるが、と答える。

ＧＭ：「では私の部屋を適てき当とうに見み繕つくろってください。荷物はほとんどありませんので」

柳也：待て！　お前、ここに住む気か!?

ＧＭ：「私、他ほかに身よりもありませんし、残念ながら自活できる力はありません。……そんな妹を兄さんは放ほうっておくのですか？」槙絵は見上げるようにキミの目を見て言う。

柳也：う……。だが、ここは……。

薫：ここがいいよ。彼女にはいろんな事じ情じようがあるが、柳也くんの側が一番安全だ。

柳也：だ、だがな……。

紫帆：せっかく妹さんが帰ってきたんですから、いいじゃないですか。他の場所に泊とめるのはかわいそうですよ。

柳也：紫帆、お前まで……。

ミナリ：それに、彼女を別の場所に泊まらせるとなると、その分の予算がかかりますが。

柳也：ぐお！　違う方向から来た！

ＧＭ：最後に槙絵が、「いかがですか？　兄さん」と。

一同：…………。

柳也：……くっ、勝手にすればいいだろ！　と奥の方に逃にげる俺（笑）。

ＧＭ：「はい、そうします」とうれしそうに笑って槙絵は言う。

紫帆：やった～！（笑）

薫：う～ん、頑がん固こ親おや父じのようだね、彼は（笑）。

ミナリ：よかったですね、槙絵さん。

ＧＭ：「はい、ありがとうございます」と彼女が言ったところでシーンを切ろうか。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：いやあ、いいシーンだった（笑）。

薫：調子に乗ってちょっと柳也をいじりすぎたような気もするけど、大だい丈じよう夫ぶかい？

柳也：ああ、あれくらいはいいっすよ。妹が出てくる時点でこういう展てん開かいになるだろうな、と思ってましたし（笑）。

薫：それならいいんだ。

ミナリ：あ、ＧＭ。槙絵さんが部屋に上がってから情じよう報ほう交こう換かんはした、ってことでいいですか？

ＧＭ：構かまわないよ。ミナリからはスティングの、薫からは研究所の情報ってところかな。

一同：はーい。

ＧＭ：それ以上のことは情報収しゆう集しゆうで判はん定ていしてくださいね。……では次のシーン。







ウチはコーヒーはねえよ　柳也はコーヒーにこだわりを持っているくせに、客には出さず自分だけで飲むという癖がある。











◆Middle 02◆暗夜の邂かい逅こう


Scene Player ─── 八重垣ミナリ






　その夜。

　ミナリは寮りようを抜ぬけ出してペリゴールの周囲を警けい戒かいしていた。

　薫はああ言ったものの、柳也にすべて任まかせるわけにはいかなかった。敵てきはおそらく槙絵を狙ねらっているのだから。




ＧＭ：では次のシーン。

ミナリ：あ、ちょっといいですか。私今日からしばらく、夜は寮を抜け出してペリゴールを見み張はりたいんですよ。

柳也：む？

ミナリ：この市にスティングが入ってきてますし……これは柳也さんには言いませんが、槙絵さんを[image: ]％信じているわけではないので。

薫：（肩かたをすくめて）ま、そうだろうね。

ＧＭ：了りよう解かい。……では、深夜二時。ミナリはペリゴールの周りを見張っている。

ミナリ：路地の陰かげに隠かくれながら、周囲を警戒してます。

ＧＭ：うん。では〈知覚〉の判はん定ていをしてもらおうか。

ミナリ：えーと、〈知覚〉だと……達成値ちは８ですね。

ＧＭ：ではミナリはペリゴールから二～三軒けん離はなれた住居の屋根の上に人ひと影かげを発見する。

ミナリ：どんな感じですか？

ＧＭ：屋根の上に伏ふせて、ペリゴールを見ているようだ。……双そう眼がん鏡きようを持って。

ミナリ：わ、わかりやすく怪しい……（笑）。

紫帆：まさに不ふ審しん者しや（笑）。

ミナリ：とりあえず背はい後ごから近づいてみようかな。路地から壁かべ、屋根と登って。

ＧＭ：いいだろう。ならば、〈隠おん密みつ〉で判定してくれ。こっちの〈知覚〉と対決だ。

ミナリ：〈隠密〉か。私の能のう力りよく値は全部似にたようなものなので、どんな判定でもある程度は対たい応おうできる。……出目さえよければ。

ＧＭ：で、いくつ？

ミナリ：…………４。

柳也：全然ダメじゃないか（笑）。

ミナリ：出目が悪かったんですよ！（笑）

ＧＭ：えーと、こっちは12なので気づいたな。……ではミナリが屋根に登って一歩を踏ふみ出したところで、向こうがびくりと顔を上げ、そっちを見る。

ミナリ：……見覚えは？

ＧＭ：ある。霧谷から送られてきたスティングの写真と同じ顔だ。

ミナリ：…………。

ＧＭ：…………。

ミナリ：（しみじみと）コイツ……、無む能のうだなあ（笑）。

柳也：いきなりどうした（笑）。

ミナリ：いや、だって！　監かん視しの仕方としては最悪じゃないですか！　近くの家の屋根の上なんて！　監視カメラとか、もっと遠くから望遠鏡とか、手しゆ段だんはあるでしょうに！（笑）

紫帆：確たしかにね（笑）。

ミナリ：しかも変へん装そうすらしてないし。顔くらい隠せばいいのに（笑）。

ＧＭ：精せい一いつ杯ぱいなんだよ（笑）。向こうはキミを見て、「き、貴き様さま、ＵＧＮか！」と言う。

柳也：それは「自分がＦＨです」って言ってるようなもんだろ！（笑）

紫帆：なんか……オープニングのイメージとギャップが（笑）。

ＧＭ：いや、オープニングでも強い演えん出しゆつはひとつも無いんだけどね。

薫：そういやそうか（笑）。

ミナリ：……特に確かく認にんすることも無いか。スティングだってわかるなら、問答無用でワイヤーウィップを繰くり出すけど。

ＧＭ：すると、向こうは焦あせった様子で店の方を気にしつつ、うめきながら回かい避ひ行動を取る。

ミナリ：…………？

ＧＭ：とりあえず、攻こう撃げきを行なってくれ。

ミナリ：うーん。侵しん蝕しよく率りつが上がってないから、何を使ってもまともにダメージ与あたえられそうにないなあ。……エフェクトは使わずに攻撃します。達成値は……13。

ＧＭ：それなら……よし、16で回避した。舌打ちと共にかろうじてワイヤーウィップを避よけるスティング。肩かた口ぐちあたりがざっくりと切れる。

ミナリ：……なんとなく疑ぎ問もんに思いながらも、そのまま第二撃を。

ＧＭ：おっと、その前に彼は逃とう走そうを開始するよ。屋根から屋根へと伝わり、マンホールへとジャンプ。そのまま《騒さわがしき行列》で肉体を液えき状じよう化させて逃げる。

ミナリ：む。退たい場じよう用のエフェクトか。

ＧＭ：リアクションするかい？

ミナリ：……いえ、やるだけ無む駄だでしょう。おとなしく見み逃のがします。

ＧＭ：では、そのままスティングはどこかへと消えていった。

ミナリ：なんというか、変な敵てきですね。

ＧＭ：キミの目から見ても、手て強ごわそうには見えなかったよ。では、ここでシーンを切ろう。

ミナリ：…………なんとなく不安。







◆Middle 03◆取り戻もどしたもの


Scene Player ─── 九条柳也






　次の日。

　やけに早く目が覚めた柳也は、何をするでもなく店のカウンターでタバコをふかしていた。

　ため息と共に紫煙を吐き出し、そんな自分にまたため息をつく。

　八年前のこと、昨日のこと。槙絵に関するさまざまな記き憶おくと想いが柳也を混こん乱らんさせていた。




ＧＭ：では、次のシーンは柳也。……さあ、侵蝕率を上げたまえ。

柳也：（ダイスを握にぎって）今度こそ５以下、今度こそ５以下……！　えいっ！

紫帆：（ダイスを目で追いかけて）……10、ですね。

柳也：うおおおおおおおおっ！　なぜだああああああああっ！

ＧＭ：念を込こめれば込めるほど期待とは逆ぎやくの方向に目が走ってる気がするね（笑）。ともあれ、槙絵が帰ってきてから次の日だ。

柳也：俺はらしくもなく朝早くから起きてますよ。もう、まともに寝ねられやしない。

薫：まあ、そうだろうねえ（笑）。

柳也：だから、朝日が昇のぼってからはカウンターに脚あしを投げ出してずっとタバコ吸すってますよ。

紫帆：うわー、なんというか堕だ落らくしてる生活……。

ＧＭ：では、柳也の目の下にはくっきりと隈くまが。そして、朝の七時半ちょうどに上から槙絵が降おりてきて、「おはようございます、兄さん」と。

柳也：…………フン。俺は無む視ししてタバコを吸すう。

ＧＭ：（目を見て）「……おはようございます、兄さん」

柳也：…………。

ＧＭ：「…………」

柳也：くっ……。お、おは、よう……（笑）。

ＧＭ：「はい、おはようございます」槙絵はにっこりと笑う。「それはそうと、タバコはダメですよ。体にもよくないです」

柳也：ふん。……無視して吸ってやれ。

ミナリ：子こ供どもですか（笑）。

ＧＭ：で、槙絵は唐とう突とつに言う。「兄さん、今日は買い物につきあってください」

柳也：……あ!?　なんで俺が!?

ＧＭ：驚おどろく柳也を見て、槙絵は呆あきれた顔で。「……私の荷物はほとんど何もないのです。今の服だって、わたしを保ほ護ごした方々の好意でいただいているものなんですよ？」

柳也：む、むう。

ＧＭ：「今日からここで暮くらすわけですから、必要な分はそろえておかないと。まさか兄さんの服を使うわけにはいかないじゃないですか」

柳也：……まあ、確たしかに、その通り、だが。

ＧＭ：「さらに言えば、私はお金を持っていないのです。……だから、今日くらい買い物につきあってください」

柳也：…………ったく、わかったよ。喫きつ茶さ店てんサボるいい口実だと思おう。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：というわけで、昼ひる過すぎまで時間は飛ぶ。柳也と槙絵は海かい浜ひん公園前駅近くのショッピングモールに来ていると思ってくれ。二十軒けん以上の店が入った大型のモールだ。ほどよく装そう飾しよくされた空間が落ち着いた雰ふん囲い気きをかもし出している。

[image: ]

薫：まとめての買い物だと、そういう施し設せつの方が楽だよね。

ＧＭ：では、現げん在ざい。キミたちは順調に買い物を続けている。柳也の手には山のような荷物が。

柳也：ぐお！　そんなに買うのか！

ミナリ：引ひっ越こし荷物ですよ？　今までは柳也さんだけだったところにもうひとり、しかも女の子が入るんだから、多くもなりますよ。

柳也：ぐ…………。

ＧＭ：槙絵は「ええと、これで服とアメニティは買いましたから、後は家具を……」

柳也：待て、槙絵！　これ以上買うのか！

ＧＭ：「だって、二日も兄さんを拘こう束そくするのは心苦しいですし」

柳也：……今、兄が苦しんでいるのはどうでもいいのか（笑）。

ＧＭ：槙絵はにっこりと笑う。「あら、兄さんがそこまで言うのなら休きゆう憩けいにしましょうか」と、ファーストフード店を指して。

柳也：まったく、助かるよ。……と、投げやりに言う。そんでタバコを───。

ＧＭ：「ほら、またすぐ吸おうとする」と、とがめる槙絵。

柳也：……イヤーな顔をするが、しかたなく携けい帯たい灰はい皿ざらに入れて消そう。

ＧＭ：「じゃあ、行きましょうか」と槙絵は店に向かって歩き始める。

柳也：おっと、思い出した。ひとつ買っておこうと思ったものがあったっけ。

ＧＭ：ん？　柳也が何かほしいの？

柳也：いや、俺の分じゃない。……携帯電話を買っておこうと思ってな。槙絵は持ってないんだろ？　ヤツの分を買っておく。

薫：柳也くんから妹さんにプレゼントなんて、珍めずらしいねえ。

柳也：そんなんじゃねえよ。コイツが狙ねらわれている可か能のう性せいがあるのなら、携帯くらいはあった方がいいだろう。

ミナリ：確かにそうですね。

柳也：というわけで、槙絵をファーストフード店に待たせて電話を買ってくる。……緑色とかの安いヤツでいいや。で、それを槙絵に渡わたす。

ＧＭ：では、柳也がそれを机つくえに置くと、槙絵は目を丸くする。「……兄さんが、私に？」

柳也：ああ、必要だろ。こういうのも。

ＧＭ：「兄さんが、私に……」槙絵はなんというかうれしそうにその携帯を眺ながめている。

柳也：…………微び妙みように予想外の反はん応のうだな。

ＧＭ：で、槙絵は本当にうれしそうに笑う。「ありがとう、兄さん。大切に使いますね」

柳也：お、おう。

薫：あ、ここで登場していいかな。

紫帆・ミナリ：わたしも！（笑）

ＧＭ：了りよう解かい（笑）。では、柳也と槙絵がそんな会話をしていると、ニヤニヤした三人の視し線せんが。

ミナリ：ニヤニヤ。ニヤニヤニヤ（笑）。

柳也：（呆あきれた様子で）お前ら……、こんなところで何をやってるんだ。

薫：やあ、面おも白しろそうなことをしてるのでね。僕ぼくが彼女たちを連れてやってきたんだ（笑）。

柳也：徹てつ頭とう徹てつ尾びお前のせいか！（笑）

ＧＭ：薫と柳也に構かまわず、槙絵は紫帆とミナリに笑え顔がおで。「こんにちは、紫帆さん、ミナリさん」

ミナリ：こんにちは。

紫帆：今日は買い物？

ＧＭ：「はい。色々必要なものが多いので」

紫帆：そーだよねー。引っ越したばかりだもんね。……今度商店街の安い店教えるよ。こう見えてもそういうのは得意なんだ。

ミナリ：（冷たい目で）私の授じゆ業ぎようをさぼってまで調べていますからね。

紫帆：う……。いや、ほら、役に立ってるじゃない。こうやって。

ミナリ：（わざとらしく）ええ、そうでしょうとも。

ＧＭ：槙絵はそんなふたりの様子を見てくすくすと笑いながら、「紫帆さんとミナリさんは同じ学校なんですよね？」

紫帆：うん、そうだよ。クラスメイト。

ミナリ：ペリゴールからすぐ側そばにある瀬戸川学園という高校ですよ。

ＧＭ：彼女はどこか懐なつかしそうな顔をして、「私も以前は高校に行っていたんですよ。……今はこういうことになってしまいましたが」

薫：肉体はともかく、時間は過すぎ去ってしまったからね。

柳也：…………。

ＧＭ：「できれば、また学校に行きたいです」

紫帆：あ！　それなら、わたしたちの学校に来ようよ！

ＧＭ：「え……？」

紫帆：全ぜん寮りよう制せいだけど柳也さんはすぐ近くに住んでるし。編へん入にゆう試験はあるけど、いいアイデアだと思うよ。……ね、柳也さんもそう思うでしょ？

柳也：ん？　……ああ、そうだな。まあ悪くない。

ＧＭ：「…………」槙絵は感かん慨がい深ぶかそうに目を細めて、「はい。私、是ぜ非ひ───」と何かを言いかけてピタリと止まる。

ミナリ：ん？

ＧＭ：そして突とつ然ぜんに頭を押おさえて辛つらそうにうめく。「うっ……！」

紫帆：あ、あれ？　どうしたの？　大だい丈じよう夫ぶ？

ＧＭ：「す、すいません、ちょっと急に……」と何か喋しやべろうとするものの、痛いたみで会話が続かない。……さてここで、ちょっと全員〈知覚〉判はん定ていを。




　一同、ダイスを振ふる。




薫：達たつ成せい値ちが一番高いのは僕のようだね。18だ。

ＧＭ：というか、全員10以上か。それならみんな気づいたよ。……店の陰かげに隠かくれるようにしてキミたちに殺気を放っている奴やつらがふたり。ただし、実力はたいしたことはなさそうだ。

ミナリ：……柳也さん、どうしますか？

柳也：やるしかないだろう。脅きよう威いは排はい除じよしておくべきだ。

紫帆：う、うん。

薫：意見としては賛さん成せいだけどね。全員で行かなくてもいいんじゃない？

柳也：……なんだって？

薫：柳也くんは妹さんと仲良くしてたほうがいい。ここは僕たちだけでなんとかするさ。……侵しん蝕しよく率りつもつらいんだろ？（笑）

柳也：メ、メタなことを……。まあ、そういうことならお任まかせするか。

ミナリ：たいしたことなさそうだ、とＧＭも言ってましたしね。

紫帆：うんうん。

ＧＭ：了解。では、戦せん闘とうに移うつるけど柳也は参加しない方ほう針しんなんだね？

柳也：ああ、そうさせてもらう。

ＧＭ：では敵てきは二体のジャーム。……なんかあっさりやられそうだなあ。




　このＧＭの予感は現げん実じつのものとなる。

　紫帆と薫の手て加か減げん攻こう撃げきによって、ジャームたちはあっさりと撃げき破はされたのだった。

　ただし、ジャームは会話ができる状じよう況きようではなく、情じよう報ほう源げんにはならなかった。




薫：というわけで、手をはたいて柳也くんのところに戻もどってくるよ。……お待たせ。予想よりもあっさりすんだよ。

紫帆：……槙絵ちゃんの様子は？

ＧＭ：前よりは少しマシみたいだけど、まだ辛そうだね。

ミナリ：急にどうしたんでしょうね。

柳也：とりあえず、強ごう引いんに槙絵を背せ負おっちまおう。……その様子じゃ買い物は無理だ。今日は帰るぞ。

ＧＭ：「…………そうですね。わかりました」と、ちょっと残念そうに。

柳也：では荷物と槙絵を強引に全部背負って歩きながら内心でつぶやこう。……やれやれ。どうにも本当に槙絵は狙われているらしいな……。

ＧＭ：では、ここでシーンを切ろう。







《騒がしき行列》　肉体を自在に変形させることでその場から逃れるエグザイルのエフェクト。











◆Middle 04◆薫の目


Scene Player ─── 千城寺薫






　鳴島市にある高こう層そうホテルのスィートルーム。

　自室代わりにしているこの部屋で、持ち込こんだ端たん末まつを見ながら薫は笑えみを浮うかべる。

　事じ件けんの焦しよう点てんは間ま違ちがいなく槙絵にある。では、彼女の秘ひ密みつとは───？




ＧＭ：では次のシーン。シーンプレイヤーは薫。

薫：ん～、ちょっと調べ物ができるかい？

ＧＭ：もちろん。何について調べます？

薫：槙絵ちゃんについて。ＵＧＮも検けん査さしたらしいから、そのデータを見ておかしいところが無いかどうかチェックするよ。

ＧＭ：了りよう解かい。では〈情報：ＵＧＮ〉の判定を。

薫：えーと……８、だね。

ＧＭ：では、薫は自分の部屋で端末を見ている。映うつし出されているのは槙絵のデータ。

ミナリ：そういえば、薫さんはどこに寝ね泊とまりしているんです？

薫：そうだね……。まあ、適てき当とうなホテルのスィートルームでも押さえるよ。

紫帆：す、すぃーと！

薫：こう見えても特とつ権けん階級だからね。……で、検査データから何かわかるかい？

ＧＭ：ひとつ、引っかかることがあるよ。

薫：ほう？

ＧＭ：彼女は〝健康過すぎる〟んだ。

紫帆：え？

ＧＭ：コールドスリープから蘇そ生せいする場合、通つう常じようもっと組そ織しきは破は損そんされる。だが彼女には、ほとんどそれが無い。まあ、ＦＨの技ぎ術じゆつ力りよくが高いと言えばそれまでなんだが。

薫：後こう遺い症しようは記き憶おく障しよう害がいくらいってことかい？

ＧＭ：そうだね。肉体的には健康そのものだ。そういうデータを作らされたみたいに。

薫：ふうむ。記憶障害もあまりにクリティカルな部分だけだし……。それも怪あやしいと言えば怪しいね。捕つかまってから何をされたか覚えていない、なんてさ。

柳也：…………。

薫：僕がわかるのはこんなものかい？

ＧＭ：うん。これで全部だ。

薫：では、ちょっとミナリと紫帆に登場して欲ほしいな。槙絵ちゃんがいないところで話がしたい。……僕の泊まっているところに遊びに来ないかい？　くらいの感じで招しよう待たいするよ。

ミナリ：招待のされ方は怪しいですが。情報は欲しいので行きます。

紫帆：わたしもー。薫さんとはまだちゃんと話してないし。

ＧＭ：了解。では薫がデータを眺ながめているとフロントから電話が来て、来客を告げる。

薫：通してくれ、丁てい重ちようにね。

ＧＭ：というわけで、紫帆とミナリは最上階近くのスィートルームに案内される。

紫帆：わたしいちいち驚おどろいてそう。……ホテルなのに部屋が四つ以上あるよ！　とか。

ミナリ：私も同じエージェントなのに、この差は……（笑）。

薫：僕はふたりの反はん応のうにもかかわらずに端末を出してさっきのことを説明するよ。……やあやあ、よく来てくれたね。面おも白しろいことがわかったんだ。

紫帆：（説明されて）……健康すぎる、って言われても。

ミナリ：これだけだとなんとも言えないですね。

薫：ここでちょっと挑ちよう発はつしよう。……それにしても槙絵ちゃん、彼女には謎なぞが多すぎる。柳也くんと会わせればもう少し情報が出るかと思ったんだけど。残念だなあ。

紫帆：え……？

ミナリ：薫さん！　その話はここでは……！

薫：どうして話しちゃいけないんだい？　……キミたちだってそういったことを考えたじゃないか。知っているよ？〝ツインエッジ〟の事じ件けんの時に、囮おとり作戦をしようとしただろう？　……と紫帆を見る。

紫帆：…………。

ミナリ：それは……。

薫：ここで大おお仰ぎように手を広げて、紫帆を見る。……そう、僕はキミに興きよう味みがあるんだよ。七村紫帆くん。

紫帆：は、はい。……と思わず返答するわたし。

薫：キミは覚かく醒せいしたばかりのオーヴァード。それなのにもかかわらず、こんな最前線に配置され、増ぞう援えんもこない。

紫帆：う……。

薫：その割わりにはアキューズなんていう名の知れたエージェントと戦って生き残っていたりもする。……いや、彼を撃げき退たいしたという話だってある。

ミナリ：…………何が言いたいんですか？

薫：（にっこり笑って）僕にその秘ひ密みつを教えて欲しいなあ。強ごう引いんに調べることもできるけど、なるべくならキミたちの口から聞きたいのさ。

ミナリ：…………。

紫帆：……ど、どうする？

薫：ではもう一ひと押おし。……僕の感覚で言えば、紫帆くん、キミにはもうひとりくらい頼たよれる人物がいるんじゃないかな？　例えば───キミの中とかに。……ちなみにこの辺は《サイコメトリー》でなんとなくつかんでいる、くらいの感じで。いいかな？　ＧＭ。

ＧＭ：了りよう解かい。はっきりしたことがわからなければいいですよ。

ミナリ：ではその言葉を聞いてから、長いため息をついて。……隠かくし通せるとは思っていませんでしたが。

紫帆：そうだね。もう事件はおきちゃってるもんね、と言ってから三郎に呼よびかけます。……三郎、いる？

ＧＭ：では、三郎がふわりと現あらわれる。いつもの通りの不ふ機き嫌げんな顔で。「……あー、聞いてたぞ」

薫：その三郎を見て、……やはりね。と、僕は知ったかぶりをする（笑）。

ミナリ：こうなれば説明はします。ただし他言無用でお願いします。……と前置きをしてから紫帆についての説明をしよう。実は───。

紫帆：わたし自身もわかってないことだらけなんです、と最後に付け加えて。

薫：それでは話を聞き終わってから、さらにうれしそうに言うよ。……んっん～。いいね、キミは実に興きよう味み深ぶかい。いや、僕はずっと〝賢けん者じやの石〟について研究を続けていたんだ。色々あってその機会は失ってしまったけどねえ。

ミナリ：〝賢者の石〟の、研究……？

薫：そして続ける。……ここでまた石に巡めぐり合うとは。奇き妙みような縁えんだね。

紫帆：う……。露ろ骨こつに一歩引こう。

ＧＭ：では三郎は紫帆に。「別に取って喰くうわけじゃねえだろ。……今はな」

紫帆：だってー……。

薫：次いでミナリに。……しかし、キミたちも大変だね。紫帆くんは不安定だろう？　彼女の力はともすればキミたちを滅ほろぼすかもしれない力だ。

ＧＭ：三郎は超ちよううなずいてる（笑）。

薫：そんな力を見み張はらなければならないなんてねえ？　……と、面おも白しろそうにミナリを見る。

ミナリ：……見張っているわけではありません。彼女がその力を制せい御ぎよできるよう、その手伝いをしているんです。

紫帆：そ、そうです。まだわたしひとりじゃ何もできないんです。……色々わからないことだらけで、委員長や柳也さんがいなければ、どうなっていたことか。

ＧＭ：「ホントにな」と三郎。

薫：ふーむ、その口ぶりからすると紫帆くんは〝力の暴ぼう走そう〟を経けい験けんしたことがあるようだね。

紫帆：は、はい。……というかしょっちゅう。衝しよう動どう判はん定ていはよく失敗するし（笑）。

薫：ならばわかるよね。僕ぼくたちオーヴァードの力がいかに危き険けんか、ってことはさ。

紫帆：……はい。

薫：じゃあ、これも覚えておくといい。……その危険な力を制御するために、被ひ害がいを出さないために、〝やむを得ない判はん断だん〟が必要なこともある、ってね。

紫帆：え……。

薫：（おどけるように）例えば今回の槙絵ちゃんの事件もそういった判断が必要かもしれない。ひどい話だよねえ？

紫帆：えっ!?　でも、それは……。

ＧＭ：「だからあわてるなよ」と三郎が紫帆に口を挟はさむ。「……このへらへらしたヤツが言ってることは仮か定ていでしかない。あわてんな」

紫帆：……あ、そっか。

ミナリ：（冷たい目で）いやな言い方ではありましたけどね。

薫：これは失礼。……僕はただ知っておいて欲ほしかっただけなんだ。もちろん、そこの面白い彼の言うように仮定であることは否ひ定ていしないよ。

紫帆：…………。

ミナリ：…………。

薫：僕の言いたいことはこれだけさ。……さあ、そろそろ次の情じよう報ほうを集めてこよう。

ＧＭ：では薫がそう言ったところでシーンを切ろう。







◆Middle 05◆それぞれのスタンス


Scene Player ─── 九条柳也






　喫きつ茶さ店てんペリゴールのカウンターで、柳也は自分宛あてにきたメールを見てため息をついた。

　メールの内ない容ようはＦＨエージェント、スティングについて。差出人はＵＧＮ。

　だが、その内容は柳也の期待に反して厄やつ介かいなものだった。




ＧＭ：では、次は柳也のシーン。

柳也：（ダイスを握にぎって）今度こそ低い出目を……！

ミナリ：なんか、念じれば念じるほどダメな気が……（笑）。

柳也：えいっ！　……ってまた10か！　勘かん弁べんしてくれ、俺おれが何をした───っ！（笑）

ＧＭ：…………いやあ、伊藤くんのリアクションは面白いなあ（笑）。

柳也：これで64％ですよ。もうダイスボーナスですよ！　もうやけですよ！（笑）

ＧＭ：がんばれ（笑）。……で、何をしようか。

柳也：ちょっと待ってください、今落ち着きますから（笑）。……ん～、スティングについて調べようかな。槙絵については薫たちが調べたようだし。妹を狙ねらうストーカーだし。

ＧＭ：了りよう解かい。柳也だとＵＧＮづてかな？

柳也：（うなずいて）日本支し部ぶに問い合わせる。……〈情報：ＵＧＮ〉でＯＫ？

ＧＭ：うん、それで。

柳也：では……達成値ちは９。

ＧＭ：では、問い合わせてしばらく時間が経たつと報ほう告こく書しよが送られてくる。……ＦＨエージェントのひとり。潜せん入にゆう工作が得意。

ミナリ：あれで潜入工作員!?　そんなバカな！（笑）

ＧＭ：そう叫さけびたい気持ちはわかる（笑）。……日本支部の情報によれば、スティングがあんなにあっさり発見されたり、撤てつ退たいしたりする方がおかしいとのこと。

柳也：……む？

ＧＭ：日本支部がつかんでいるスティングの情報では、彼はＦＨの中でも高い能のう力りよくを有しているひとりなんだ。つまり、今のスティングは様子がおかしい。

柳也：ふーむ。……イヤな状じよう況きようだ。

ＧＭ：さらにもうひとつ。現げん在ざいスティングは槙絵を監かん視ししているだけで、それ以上の行動に出るつもりはないらしい。これは監視の仕方とかを分ぶん析せきしてわかることだけど。

柳也：ん？　このあいだのジャームは？

ＧＭ：むしろ、あの対たい応おうを見て慎しん重ちようになったようだね。いつでも逃にげられる体制で監視を続けているみたいだよ。

柳也：確かに、やけに慎重だな……。

ミナリ：ちょっと色々気になるんで登場します。薫さんのところから帰ってきた感じで。

ＧＭ：了解。では、ミナリがペリゴールに帰ってくる。

ミナリ：あ、ついでにコネから槙絵さんのいた研究所について情報をもらっていいですか？

ＧＭ：どのコネ？

ミナリ：ＦＨの研究者。……今回新しく取ったんです。

ＧＭ：おお、なるほど（笑）。それならＯＫだ。〈情報：ＦＨ〉で判はん定ていしてもらおう。

ミナリ：……よし、達成値は14。

ＧＭ：了解。送られてきたのはこんな情報だ。まず、あの研究所は実は数年前に廃はい棄きされている。……残りの設せつ備びを違ちがう形で利用していたんだ。

薫：ほう？　僕たちが攻せめ込こんだ時も研究を続けていたわけじゃないんだね。

ＧＭ：その通り。なお、研究内容は〝賢けん者じやの石〟について。

柳也：……！

ＧＭ：〝賢者の石〟の力をさらに引き出すための実験、という趣しゆ旨しで活動してたらしい。……だが、それはすべて失敗に終わった。

ミナリ：それで研究所を廃棄？

ＧＭ：そう。ただ建物は残るから、エージェントたちが中ちゆう継けい施し設せつとして使っていたとのこと。

薫：…………でも、そんなところに槙絵ちゃんがいるのはおかしいんじゃない？

ＧＭ：その通り。だから、ミナリのコネクションである研究者は最後にこう付け加えている。

ミナリ：それは？

ＧＭ：「該がい当とうする研究施設の実験体、構こう成せい員いんに、九条槙絵なる人物は存そん在ざいしない」

一同：…………。

ミナリ：では、コネクションからもらったファイルをテーブルにバサッと置いて。……調ちよう査さした結果は以上です。正直、私にもわからないことだらけですが。

柳也：こっちもスティングについて話す。……こっちも腑ふに落ちねえことばっかりだ。

ミナリ：スティングは───こちらを油ゆ断だんさせる罠わな、とか？　……そうとも思えないけど。

柳也：そういや、オープニングの回想シーンで槙絵を襲しゆう撃げきした連中は何か言ってたよな。……検けん体たいが陽よう性せいとか、パーセンテージがどうとか。

ＧＭ：うん、言ってたね。

柳也：その辺も何か関かかわってきているんだろうな。しかも〝賢者の石〟がらみってとこか？

ミナリ：あの……、ただの予想ですが。

柳也：……ん？

ミナリ：槙絵さんは実験体ではない。だとすると、彼女はスティングにとって個こ人じん的に必要な存在ではないでしょうか？　彼女がいないと能力を発はつ揮きできない、というような。

柳也：うーむ、アイツがさらわれたのは八年前だ。ちょっとそれは考えにくいがな。

ミナリ：そうですね、忘れてください。なんの根こん拠きよもない、予想にすぎませんから。

柳也：いや、参考にはなった。……ちなみにＧＭ、今槙絵はどうしてる？

ＧＭ：頭ず痛つうは昨日でおさまって、今は自室にいるよ。後こう遺い症しようとかは特にない。

柳也：そうか。……こういう言い方はしたくはないが、槙絵については様子を見るしかない。だとするとこっちで手が出せるのはスティングのみ、だな。

ミナリ：…………。

柳也：……どうした？　急に黙だまって。

ミナリ：いや……、こんな風に守りに入った柳也さんは初めて見たモノで（笑）。

紫帆：あー、確たしかに押されてる感じする。

薫：ちょっと焦あせっている感じもするね。

ミナリ：なんとなく、マジマジと柳也さんを見てます（笑）。

柳也：う……、だから、これは……。（素すに戻もどって）ダメだ！　言えば言うほど深みにはまっている気がする！（笑）

ＧＭ：まあ、そういう流れだねえ（笑）。

柳也：とりあえず怒おこってごまかそう！（笑）……そんなことよりスティングだろ！　そう何度もヤツを逃にがすわけにはいかねえんだぞ！

ミナリ：それはわかりますが……。いつもは私が守りで、柳也さんが攻こう撃げきじゃないですか。

柳也：い、いや、まあ、そう、だけど。───ダメだ！　なんか自分のキャラがつかめない！　俺は一体どうしたらいいんだ！（笑）




　伊藤和幸、魂たましいの叫さけびであった。




薫：いやいやいや！　混こん乱らんしているのがいいんじゃないか（笑）。いつもと違う事じ件けんなんだから。それでいいんだよ。

柳也：うう……、まあ確かにそうですね。

ミナリ：では柳也さん、これからの方針はどうしますか？

柳也：ああ……、悪いがお前はスティングのことを探さぐってくれ。何かわかったら連れん絡らくしろ。……〝悪いが〟なんて言うキャラじゃなかったんだがなあ（笑）。

ミナリ：情じよう報ほう収しゆう集しゆうについては了りよう解かいしました。……柳也さんはどうします？

柳也：あー、俺は、そのなんだ。……と、槙絵の部屋の方をチラチラと見る（笑）。

ＧＭ：すっかり兄バカになったな（笑）。

ミナリ：では私もにこりと笑って、……了解しました。と言って、ペリゴールを後にします。

柳也：じゃあがっくりと肩かたを落としてつぶやこう。……はぁ、俺ってヤツはよう……（笑）。

ＧＭ：色々面おも白しろいなあ（笑）。……ではここでシーンを切ろう。







◆Middle 06◆鍵かぎとなる言葉


Scene Player ─── 七村紫帆






　槙絵が来てから、十日の時が過すぎた。

　スティングの監かん視しはあるものの、紫帆たちはほとんど日にち常じようと変わらぬ生活を過ごしていた。

　このまま、何事もなく終わってしまいそうな。そんな予感すらしていた。

　だが───。




ＧＭ：では次のシーン。シーンプレイヤーは紫帆。……槙絵が来てから十日ほど経たった。スティングの監視は続いているものの、相手は何をするでもなく時が過ぎていく。捕まえようとすると、ヤツは逃げるしね。

紫帆：気にはなるけど、捕つかまえられないものはしょうがないかなー。

ＧＭ：で、とある夜。そろそろ寝ねようかな、というころに紫帆の携けい帯たいが鳴る。

紫帆：おや？　とりあえず取りますよ。……はい、七村ですがー。

ＧＭ：すると向こう側から槙絵の声がする。「夜分失礼します。……紫帆さんですか？」

紫帆：あ、はい。そうですよ。……なんかぎこちないな。

ＧＭ：まあ、向こうは携帯には慣なれてないからね（笑）。で、彼女は続ける。「あの……紫帆さんに明日頼たのみたいことがありまして」

紫帆：明日？　特に用事は入ってないけど、どしたの？　……と、変なマークのついたカレンダーを見ながら言うわたし（笑）。

ミナリ：クックック（笑）。

柳也：変な笑いを浮かべるな（笑）。

ＧＭ：話を続けるぞ（笑）。……で、槙絵は言う。「唐とう突とつなんですが、明日そちらの学校案内をしてもらえませんか？」

紫帆：え、それってもしかして……。

ＧＭ：「はい。……編へん入にゆう試験を受けてみようと思います」と、槙絵はちょっと照れながら。

紫帆：おお！　おめでとう！　で、見学に？

ＧＭ：「そのつもりです。それで、せっかくなんで案内を頼めたら、と思いまして」

紫帆：うん、オッケー、オッケー。お役に立つよ。

ＧＭ：「ありがとうございます。それでは明日の十三時に」と槙絵が待ち合わせの時じ刻こくを告げ───。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：で次の日の午後。紫帆は五時間目の授じゆ業ぎようには出ずに、校門付近で槙絵を待っている。

紫帆：こうやって大手を振ふって授業さぼれるのはいいなあ（笑）。

ミナリ：どうせ後で苦労するはめになるわよ（笑）。

ＧＭ：まあ、それは後で（笑）。……で、指定された時間に校門に行くと槙絵が来ている。

柳也：（眉まゆを寄よせて、うつむいている）。

紫帆：りゅ、柳也さん、どうしたの？

柳也：いや……心配なんだが、侵しん蝕しよく率りつが厳きびしいので出るのを我が慢まんしているんだ（笑）。

ミナリ：（しみじみと）切実、ですねえ（笑）。

柳也：今は紫帆もいるし大だい丈じよう夫ぶだろう。……うん、そう思うことにした。

薫：なにげに苦く労ろう性しようだね、キミは（笑）。

紫帆：じゃあ喫きつ茶さ店てんでそんな我慢をしている柳也さんをなぜか想そう像ぞうしつつ（笑）。……ようこそ、槙絵ちゃん。

ＧＭ：「よろしくお願いします」とリボンのついた頭をぺこりと下げる槙絵。

紫帆：お安いごようだよ。……じゃ、どっから回ろうか。

ＧＭ：それでは───。




　槙絵のリクエストに応こたえて、紫帆は瀬戸川学園を回っていく。

　紫帆が住む女子寮りよう、かなり大きめのグラウンド、まだまだきれいな校こう舎しや。

　時間をかけて歩いた後に、ふたりは屋上へとやってきた。




ＧＭ：槙絵が言うよ。「ずいぶんきれいな学校ですね。……気持ちがいいです」

紫帆：うん、この街自体がまだ新しいからね。

ＧＭ：「広々としていていいですね」

紫帆：移い動どうするのはちょっと大変だけどね。でも悪くないよ、この学校は。

薫：（ＭＡＰを見て）この地図を見ても、ずいぶん広そうに見えるよねえ。
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ミナリ：こっちのアクアパークと似にたような大きさがありますからね。

柳也：きっとグラウンドも陸上用にテニスコートに野球用とか、用途別にたくさんあるに違ちがいない（笑）。

紫帆：わたし、よくこんな良さそうな学校に受かったなあ（笑）。

ＧＭ：「紫帆さんは、あんまりお勉強が得意ではないのですか？」

紫帆：はっはっは、見た通り、得意なほうじゃございませんです（笑）。

ミナリ：口調が（笑）。

ＧＭ：では、くすりと槙絵が笑って、「私もそれほど得意な方じゃ無いんですよ？　覚えが悪くて、いつも兄さんに怒おこられてました」

紫帆：そうなんだ。……柳也さんとの会話だけ見ていると、槙絵ちゃんの方が要よう領りようがいいように見えるけど。

ＧＭ：「兄さんの方がずっと頭はいいですよ。……それなのにわざとああいう風に悪ぶっているんです」

紫帆：あー……、そうかもね。

ＧＭ：「そうです。だから、目を見て真ま面じ目めに言えば向こうから折れてくれるんです」

ミナリ：……なるほど。

ＧＭ：「昔からそういうところは直ってないんですよ」と、槙絵は懐なつかしそうに言う。「私が前の学校にいた時からそうでした」

紫帆：そっか……。




　懐かしそうに思い出を語る槙絵。そんな彼女を見て、紫帆はつい口にしてしまう。

　その───言葉を。




紫帆：その様子だったら平気だね。……思い出せないことがあるって聞いて心配だったんだ。

ＧＭ：「……え？」きょとん、とした顔で槙絵は紫帆の方を見る。

紫帆：焦あせって思い出さなくてもいいんじゃない？　別に今困こまってるわけじゃないからさ。……記き憶おくなんてなくてもなんとかなってるヤツもいるし。

薫：三郎のことだね（笑）。

ＧＭ：軽く言う紫帆の言葉。……だが、槙絵の反はん応のうは違う。

紫帆：え？

ＧＭ：「思い出せないこと……？　私、何かを忘わすれてる……？」上の空でそんなことをぶつぶつと言う。

紫帆：え？　……え？

ミナリ：なんか、様子が……。

ＧＭ：彼女は虚うつろな目で続ける。「そうだ。あの時、黒い人ひと影かげがたくさん家に入ってきて、兄さんが血まみれに倒たおれていて……」

紫帆：な、なんかまずい気がする！　あわてて槙絵ちゃんの手を引ひっ張ぱろう。

ＧＭ：すると、槙絵はビクッと体を震ふるわせて紫帆の方を見る。そして、「……そうだ、私、私、あの時……」とつぶやいて───気を失う。

紫帆：うわ！　あわててそれを支ささえる！　支えるけど……。ど、どうしよう。なんかまずいこと言ったのかな、わたし。

ＧＭ：さあね？　……ともあれ、紫帆があわてていると三郎が出てくる。「おい！　パニクってないでペリゴールに電話しろ！」

紫帆：あ、そうだ！　それじゃああわてて連れん絡らく取ります！

ＧＭ：了りよう解かい。槙絵はその後も昏こん倒とうしたままだ。意い識しきは戻もどらず、そのまま柳也に引き取られることになる。

紫帆：…………。




　駆かけつけた柳也に、紫帆は何も言えなかった。




　心のどこかで、誰だれかが叫さけんでいる。

　───お前たちの平へい穏おんは終わりを告げたのだと。

　───お前たちの日にち常じようは音を立てて崩ほう壊かいするのだと。




　得体の知れない不安に、紫帆は身を震ふるわせた。







◆Middle 07◆闇やみに閉とざされて


Scene Player ─── 九条柳也






　そして事じ態たいは進み出す。

　昏倒した槙絵を中心として、静かに、ゆっくりと。

　柳也はしっかりとそれを感じ取っていた。八年にわたる非ひ日常の日々が、彼にそれを伝えるのだ。……知りたくないと思っていても。




ＧＭ：では次のシーン。シーンプレイヤーは柳也。

柳也：おう。槙絵を引き取ってきたところか？

ＧＭ：そんなところだね。とりあえずベッドに寝かせてしばらく、というところ。

柳也：ヤツの様子は？

ＧＭ：寝ねてるよ。ただ、安らかな寝顔ではないね。

柳也：……とりあえずは側そばにいるさ。部屋を明るくしすぎない程てい度どに電でん灯とう点つけて。

ＧＭ：ＯＫ。ではしばらくして彼女がうっすら目を開ける。

柳也：おう。……具合はどうだ？

ＧＭ：「わたし、どうしたのでしょう？」と槙絵はぼそぼそと。

柳也：紫帆から聞いた話だと、突とつ然ぜん気を失ったらしい。……あんまり無茶をするな。

ＧＭ：「…………」なんとなく、槙絵は目を伏ふせる。

柳也：……む？

ＧＭ：「……兄さん」と槙絵は弱々しい声で言う。「教えて欲ほしいことが、あります」

柳也：なんだ？　……なんか、イヤな予感がする。

ＧＭ：……槙絵はしばらく迷まよった後で言う。




「わたしは───人を殺したことがありますか？」




紫帆：えぇっ!?

柳也：…………ＧＭ、確認だがそんな報ほう告こくは無いよな？

ＧＭ：無いね。

柳也：じゃあため息をついて言う。……バカなこと言ってんじゃねえ。そんなことあるもんか。ただ真ま面じ目めに生きてるだけが取り柄えのお前が、人を殺すなんて。

ＧＭ：だが、そう言う柳也に槙絵は言う。「しかし……、私、夢ゆめに見るのです」

柳也：……夢？

ＧＭ：「私が───他の人を、この手で殺す夢を。数、限かぎりなく」

紫帆：…………。

柳也：「所しよ詮せん夢だろ」と笑い飛ばせ……なさそうだな。

ＧＭ：彼女は続ける。「その夢の感かん触しよくが、あまりに現げん実じつ的なのです。だから、もしかしたら、私が知らない私の記き憶おくなのではないか……」

柳也：ちっ、だからバカなこと言ってるんじゃねえよ。お前は疲つかれてるだけさ。

ＧＭ：「でも……」

柳也：とりあえず寝ちまえ。不安だったら手、握にぎっててやるからよ。……と槙絵の手を握る。

ＧＭ：では槙絵はちょっとうれしそうに笑って、「ありがとうございます」と───。

柳也：敬けい語ごなんてやめろ。俺おれたちは……家族だろ。と、微び妙みようにそっぽを向いて言う。

ＧＭ：……その言葉を聞いて、槙絵はびっくりした顔になってからうれしそうに笑う。




「……ありがとう、兄さん」
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ＧＭ：そして、彼女はまたすぐに眠ねむりにつく。……いや、気を失ったと言った方が正しいが。

柳也：しばらくその場にいる。約束したしな。

ＧＭ：うん。

柳也：その間この八年間のことを思い出している。コイツがさらわれてから今まで、血だらけの道だったなと。───で、適てき当とうなところで部屋の外にでる。

ミナリ：あ、そこで登場します。

紫帆：わたしも。

薫：僕ぼくも出るよ。

ＧＭ：了りよう解かい。じゃあ柳也が喫茶店に降おりてくるとみんながいる感じかな。

紫帆：うん。柳也さんが降りてきたら座すわっていた椅い子すから立ち上がって。

ミナリ：柳也さん、槙絵さんの様子は？

柳也：……今は落ち着いてる。

紫帆：とりあえずホッとしよう。……よかった。

柳也：じゃあ紫帆に聞くか。槙絵が倒たおれた時にどんな話をしていたか。

紫帆：うん。そのまんま全部話すよ。……特に近くに誰かいたわけじゃないよね。

ＧＭ：いなかったよ。彼女があんな風になったのは、紫帆が「思い出せないことがある」と言ったところからだ。

薫：意図的にそこを無む視しすることで、精せい神しんの安定を保たもっていた可か能のう性せいがあるってことだね。

紫帆：……ごめんなさい。わたしがよくない何かを踏ふんじゃったから。

柳也：いや、お前のせいってわけじゃねえ。それよりも───。と言って、さっき槙絵が話してたことを伝えよう。

薫：（肩かたをすくめて）夢で人を殺した、と言われてもね。

柳也：ああ、バカバカしい話だ。だが……。

紫帆：あのー。それと似たようなことだったら、わたしあるんですけど。

柳也：…………なに。

紫帆：えーと、前の事じ件けんの時に三郎……というか鴉からすの記き憶おくを夢ゆめとして見たことがあって。その時の感覚に近いんじゃないかなあ、と。

ミナリ：え、でもそれってつまり槙絵さんに〝賢けん者じやの石〟が埋うめ込こまれているってこと？

紫帆：いや、まあ、それはわからないけど。

ミナリ：それだったらＵＧＮの検けん査さでわかったはず。いくら何でも……。

薫：（途と中ちゆうで割わり込んで）いやあ、そうとも言い切れないんじゃない？

ミナリ：え？

薫：単たん純じゆんな話、ＵＧＮの日本支し部ぶを出し抜ぬける力があればいいわけだよね？　より正せい確かくにはその情じよう報ほうを僕たちに渡わたさない力があればいいわけだ。……そうだろう？

ミナリ：…………もしかして。

ＧＭ：（にやりと笑って）判はん定ていでその網あみをかいくぐってみるかい？　〈追つい跡せき〉で目標値ち30だが。
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ミナリ：やっぱり！　ＦＨキャラ専せん用ようのＤロイスか！　それは厳きびしい！

ＧＭ：何を隠かくしているかはもちろん言わないけどね。ＦＨは何かを隠いん蔽ぺいしているよ。

柳也：まあ、判定してみる価か値ちはあるだろう。とりあえずやるだけやってみようぜ。

一同：はーい。




　クリティカル狙ねらいでダイスを振ふる面々。だが……。




ＧＭ：最大の達成値を出したのは？

ミナリ：私の15、ですね。

ＧＭ：ではコネや技ぎ能のうを駆く使ししても、さっぱりわからなかった。せいぜいが、「ＦＨは何か隠している」って程度だ。

一同：うーん……。

薫：じゃあここでちょっと声を大きくして言うよ。……ねえ、柳也くん。ちょっと聞いておきたいことがあるんだけど。……と、ヤなヤツモードになって（笑）。

柳也：む、そういうモードか（笑）。じゃあ、黙だまって薫を見る。

薫：僕たちはこの八年間、槙絵ちゃんが何をしていたのかは知らない。だから、単純な可能性として彼女がこの八年の間に人を殺している可能性はあるわけだ。……キミと同じように。

柳也：…………。

薫：もし、実じつ際さいに彼女が人を殺していたとしたら───キミはどうする？　柳也くん。

紫帆：ちょっと待ってください！　そんな質しつ問もんをして、何を……。

薫：おっと、紫帆くん。これは柳也くんに聞いているんだよ。……どうだい？　柳也くん。

柳也：…………もし、アイツがその手を血に染そめているだけなのであれば、それはアイツの問題だ。俺は手助けこそすれ、何ができるわけでもない。

薫：ただ、もうひとつ可能性があるよね。……つまり、彼女がＦＨによって洗せん脳のう、ないしはジャーム化されていた場合だ。

柳也：その時は……なんとしてでも俺がケリをつけるさ。……と苦い顔のまま、俺は言う。

薫：なるほど、さすがは柳也くんだ。……では今度は紫帆くん。

紫帆：は、はい？

薫：やっぱりいつもの笑えみを浮うかべて言う。……今回の事件、柳也くんをよく見ているといい。オーヴァードとして、ＵＧＮの一員として、彼はひとつの決けつ断だんを見せてくれるはずさ。

紫帆：う……、そんなにニコニコしながら言うことじゃ……。

薫：（大おお仰ぎように）おおっと。これは失礼。……ただ、どうも僕の感じる限かぎり、紫帆くんはそういった決断に迫せまられたことが無いようなのでね。

紫帆：…………。

薫：僕たちオーヴァードは、決断を迫せまられる場合がある。自分のことでも、他人のことでも。……悪いがキミはまだそういったことをきちんと認にん識しきしてないんじゃないかと思ってね。

紫帆：うう……。

薫：まあ、これから先もそんな機会がこないといいね。……と表ひよう情じようは変えずに言います。

紫帆：…………。

柳也：ともかく、今日はここまでだ。槙絵がこの状じよう況きようじゃ何にも動きが取れねえ。

ミナリ：彼女……、早く回かい復ふくするといいですね。

柳也：…………。




　ミナリの問いに、柳也は答えられなかった。

　彼はどこかで予感していたのだ。

　もう、歯車は動き始めてしまったことを。状況は悪化するのみだということを。




　その予感は現げん実じつのものとなる。一日経たっても、二日経っても、槙絵は回復しなかった。

　彼女の頭ず痛つうは加速度的に悪化し、ついにはまともに立ち上がれなくなるほどとなった。

　そして───。







ＦＨ専用Ｄロイス　ＦＨキャラクター専用のＤロイスに〝工作員〟というものがある。このＤロイスの効果が、「情報ひとつを隠蔽できる」というもの。この情報を調べるには〈追跡〉で目標値30に成功する必要がある。











◆Middle 08◆大きな賭かけ


Scene Player ─── 八重垣ミナリ






　状況は膠こう着ちやくしていた。

　……いや、槙絵の状じよう態たいだけ見れば悪化していると言ってもいい。

　新たな情報を得るには、スティングの確かく保ほが必ひつ須す。それはミナリも理解していた。




ＧＭ：というわけで次のシーン。

ミナリ：……状況打開のためにはスティングを捕つかまえる必要がありますよね。

薫：そうだねえ。このままじっとしていても、いい方向には進まないだろうね。

紫帆：槙絵ちゃんの様子は？

ＧＭ：床とこに伏ふせっているよ。覚かく醒せいしたり昏こん倒とうしたりを繰くり返している。寝ねているときも苦しそうだ。しかも、苦しみ方は少しずつ重くなっているように見える。

柳也：……となると打つ手はひとつしか思いつかんな。

紫帆：え？

柳也：前と同じだ。……囮おとりを使ってスティングをおびき出そう。

薫：ほう？

柳也：スティングが槙絵を狙ねらっているのは確たしかだ。今は監かん視しのみになっているが、ジャームを仕し掛かけてきたことから、槙絵本人を狙っているのも間ま違ちがいないだろう。

紫帆：いや、でも、あまりに危き険けんなんじゃ……。彼女、オーヴァードかどうかも怪あやしいのに。

ミナリ：そうです！　紫帆と違って、彼女は刺さされれば死ぬんですよ！（笑）

紫帆：そ、そうですよ！（笑）

薫：……紫帆くんは釈しやく然ぜんとしない顔をしているね（笑）。

紫帆：でも、実じつ際さいスティングと槙絵ちゃんが接せつ触しよくしてまずいことになる可能性だって……。

柳也：その辺の意見は全部受けてから言う。……だが、それでもこちらには時間がねえ。

紫帆・ミナリ：…………。

柳也：槙絵の症しよう状じようは日に日に悪化する。それを食い止める手がかりはスティングしかいない。……それならば、危険がどうこうは言ってられねえだろ。

薫：まあ、柳也くんの言うことも一理あるね。……本当は槙絵ちゃんの承しよう認にんが欲ほしいところだけど、本人があの状態ならばしかたがない。

ＧＭ：じゃあ、槙絵を囮にしてスティングをおびき出す作戦をとるんだね？

柳也：（うなずいて）そうする。

ＧＭ：……なるほどなあ。そう来るのか。これはこれで面おも白しろいな。

ミナリ：ん？

ＧＭ：いやいやいや、特に問題ないよ。……じゃあ具体的にはどうする？

柳也：とりあえずは多少槙絵が安定しているところを見計らって出かけるかな。車くるま椅い子すを借りれば散歩くらいはできるだろう。

ミナリ：後は見晴らしのいいところがいいですね。なるべく遠えん距きよ離りでヤツを認識したい。

ＧＭ：そうなると、適てき切せつなのは埠ふ頭とうかな。ある程てい度ど見晴らしもいいし、隠かくれる場所もある。

柳也：ＯＫ。じゃあそこで。

ミナリ：あ、その前にリアクティブアーマーの購こう入にゆうをしていいですか？

ＧＭ：ああ、購入のための〈調達〉判定ね。ＯＫだよ。

ミナリ：……よし、成功。これでだいぶ防ふせげる。

ＧＭ：では改めて。このシーンは囮作戦を敢かん行こうするシーンだ。……全員登場してね。

柳也：これで、なんとかなればいいんだが……。




　一か八かの囮作戦。

　この決断が、結末に向けての大きな分ぶん岐き点てんとなった。




ＧＭ：では、まず配置を聞こうか。全員槙絵と一いつ緒しよにいるわけじゃないよね？

柳也：そうだな。とりあえず俺おれは槙絵の側そばにいよう。

ミナリ：私も。……カバーリングは必ひつ須すだろうし。

薫：そうなると僕ぼくと紫帆くんは隠れてヤツを探さがそうか。

紫帆：うん、それで。

ＧＭ：では、キミたちはまだ辛つらそうな槙絵を車椅子に乗せて、鳴島市の埠頭まで出かけていく。……少し冷たい風が吹ふき付けている。

一同：…………。

ＧＭ：埠頭までやってきても、見えるのは薄うす汚よごれたコンクリートや資し材ざいのみ。人の気配は無い。ちなみに槙絵は座すわりながらもうなされている。表ひよう情じようは苦く痛つうに歪ゆがみ、たまに苦しそうに身をよじる。

紫帆：…………。

ＧＭ：ただ、その手にお守り代わりのように柳也からもらった携けい帯たい電話を握にぎりしめている。

柳也：……はやいとこ、終わらせないとな。

ＧＭ：で、キミたちがスティングの登場を待っているわけだが……さて、どうするかな。




　正直に言えばＧＭは悩なやんでいた。

　スティングの目的は、槙絵にとあるエフェクトを使用すること。そう言った意味ではこのシチュエーションは絶ぜつ好こうのチャンスと言える。

　だが、それだけに危き険けんも高い。ヘタをすればＰＣ四人相手に何もできずに倒たおされる可か能のう性せいだってある。そうなれば元も子もないが……。




ＧＭ：（しばらく悩んでから）……うーん、やっぱりここはそっちの作戦に乗ろう。罠わなであることはわかるが、こっちとしてもチャンスであることには変わりない。

柳也：よし、ここまでは成功か。

ＧＭ：でも、当然だがこっちはなるべく気づかれないように忍しのび寄るぞ。

ミナリ：……それは仕方がないですね。

薫：そうなるとこっちの隠れている組はどうなるんだい？　こっちだってできれば向こうの不意を打ちたいが。

ＧＭ：……そうだなあ。では、槙絵の側にいる柳也とミナリは〈知覚〉でスティングの〈隠おん密みつ〉と対決。隠れている紫帆と薫は〈隠密〉でスティングの〈知覚〉と対決だ。

柳也：げ、〈知覚〉か……。

ＧＭ：で、対決に勝ったキャラクターとスティングだけで最初の戦せん闘とうラウンドを行なおう。全員がスティングとの対決に勝ったら、向こうは最初のラウンドは何もできない。

ミナリ：なるほど。向こうの方が警けい戒かいしているでしょうから、妥だ当とうなところですね。

ＧＭ：ちなみに対決に負けたキャラはリアクション以外何もできないから。変へん則そく処しよ理りだが、特とく殊しゆな状じよう況きようなんでこれでいこう。普通に処理すると、不意打ちのさらに不意打ちになるんで複雑すぎるしね。

ミナリ：了りよう解かいです。

紫帆：わたし、〈隠密〉は得意だよ。技ぎ能のうも持ってるし。

薫：はっはっは！　僕、そう言えば〈隠密〉も〈知覚〉も全然ダメなんだった！　これは役に立たないねえ！（笑）

柳也：薫のことは笑えねえなあ。俺も【感覚】は１しかねえ（笑）。

ミナリ：……まともに対決できるのは、私と紫帆だけみたいですね。

ＧＭ：よし、では判定をしてもらおう！




　ダイスを振ふる一同。




ＧＭ：……結局対決に勝ったのは？

紫帆・ミナリ：はーい。

柳也：俺と薫は見事にダメだ。

ＧＭ：予想通りか。……では、槙絵を連れた柳也とミナリがとある倉庫を通り過すぎると、背はい後ごの物もの陰かげから音もなくスティングが現あらわれる。

紫帆：来たっ！

ＧＭ：ヤツは無言のまま、槙絵に対してダッシュをかける！　というわけで戦闘だ！




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：ではセットアップから。こちらは何もしない。ちなみにイニシアティブは11ね。

ミナリ：11か。じゃあ《灰はい色いろの庭》を……。

柳也：（渋しぶい顔で）いや、俺は対決に負けたから動けない。《灰色の庭》も使えない。

一同：あっ！

ミナリ：しまった！　そうなるのか！

柳也：俺も今の今まで理り解かいしてなかった。……まずったな。想そう像ぞう以上にさっきの判はん定ていが厳きびしい。

ＧＭ：他ほかにセットアップでエフェクト使う人はいないね？　では、紫帆の行動だ。

紫帆：う……。どうしよう？

ミナリ：ここは……攻こう撃げきするしかないと思う。相手が何をやってくるかわからないけど、《ヴァイタルアップ》も使ってないから、一撃で仕し留とめたい。

紫帆：わかった……。じゃあ《光の剣けん》を作って全力で攻撃！




　予想外の展てん開かいになったものの、先手を取った紫帆が光の剣を振りかざす。

　命中の達成値ちこそ悪かったがダメージの出目はそれなりで30点。しかし───




ＧＭ：（計算して）むむ、ＨＰ２点で生き残った！

ミナリ：むむむむっ！

ＧＭ：そして次はこちらの番だ。マイナーアクションで槙絵たちとエンゲージ。……メジャーアクションで槙絵に《融ゆう合ごう》をしかける！

紫帆：ええええええっ!?　《融合》!?

ＧＭ：そう。それが彼の狙ねらいだ。正せい確かくに言えば、〝接せつ近きん距きよ離りで《融合》を使用すること〟だけどね。《融合》は本来相手に自分の力を分けるエフェクトで、こういう使い方はしないが今回は特別に使わせてもらう。

薫：ああ、スティングがそういう風に《融合》を使うと、シナリオのフラグが立つわけだね。

ＧＭ：そういうこと。……ちなみに次のラウンドからもスティングはずっと《融合》を使い続けるよ。この回数によってシナリオの展開が変わるから。

柳也：……どんどんと後の展開が厳しくなりそうだな。

ＧＭ：キミたちにとってはそうだろうね。……ではスティングの右みぎ腕うでがぐにゃりと歪ゆがみ、ゲル状じようになって槙絵の胸むねに吸すい込こまれていく。同時に槙絵の目がカッと開き、「あ、ああああああああ……っ！」と絶ぜつ叫きようが。

ミナリ：それ以上はさせない！　……《業ごう炎えん》のみで攻撃！　命中の達成値は22！

ＧＭ：こちらの回かい避ひは失敗。

ミナリ：ダメージは……14点。

ＧＭ：うん、それで倒たおれるな。ミナリのナイフが一いつ閃せんし、スティングは仰あお向むけに倒れる。同時に槙絵への接せつ触しよくも断たたれるね。

柳也：胸むなぐらつかんで叫さけぶぞ！　……おい！　今何をしやがった！

ＧＭ：するとスティングは口の端はしだけで笑えみを浮うかべて言う。「……一時はどうなるかと思ったが、これで伝わったぞ」

柳也：伝わった？　一体どういうことだ!?

ＧＭ：「それは、これからわかるだろうさ……」と言い残すと、スティングは歯に仕込んである何かを飲み下して絶ぜつ命めいする。

紫帆：う……。

柳也：意地でも情じよう報ほうは吐はかねえってわけか……！

薫：ふむ、ここは僕の出番かな？　……スティングの体に《サイコメトリー》をかけることはできる？　来歴を読み取れば、大ざっぱな目的くらいはわかるかもしれない。

ミナリ：おお！

ＧＭ：いいだろう。だが、目標値は結けつ構こう高く設せつ定ていさせてもらうよ。

薫：了りよう解かい。ならここでジェネシフトしておく。残念ながら、僕の【社会】は１だからね。このままじゃまともな達成値は期待できそうにない。……10上がって80％に。

柳也：（いろいろ計算して）……差し引き２個こで判定か。

薫：さらに《錬れん成せいの掟おきて》を組み合わせて……よし！　達成値は12！

一同：おおおおおおっ！

ＧＭ：たった２個でよくやるなあ。では、薫はスティングの思考を一部だけ読み取った。ここに倒れている彼は、自分をこう認にん識しきしている。……自分はバックアップである。

紫帆：？

ＧＭ：そして目的はこう。……バックアップを元に戻もどして、現げん状じようの復ふつ帰きを。そのために、九条槙絵の様子をうかがっていたらしい。

一同：…………。

薫：どうやらコイツはなんらかの記き憶おく端たん末まつだったらしいね。それを槙絵ちゃんに戻すために動いていた。

紫帆：バックアップって、なんだろう？

薫：残念ながらそこまではわからないね。……槙絵ちゃんの失われた記憶なのか、それとも他の記憶なのか。

柳也：……槙絵の様子はどうなんだ？

ＧＭ：スティングからの接触がとぎれた段だん階かいで意識を失っている。うなされてもいないが、安らかなわけでもない。

柳也：…………。

ミナリ：とにかく今は、槙絵さんの様子を見るしかないですね。……スティングから戻されたのがなんなのか、確かく認にんするためにも。




　柳也は黙だまって槙絵の顔を見ていた。

　その中にあるものをにらみつけるように、ただ───じっと。

　この賭かけには、勝ったのか、負けたのか───。







リアクティブアーマー　攻撃を受けた瞬間に表面部分を爆発させることで衝撃を和らげる防具。

《灰色の庭》　重力をかけて相手の動きを遅くするバロールのエフェクト。

《ヴァイタルアップ》　レネゲイドの力を生命力に変換するエフェクト。ジャームがよく使用する。

《融合》　その名の通り、相手と融合するエグザイルのエフェクト。











◆Middle 09◆変化


Scene Player ─── 七村紫帆






　スティングとの戦せん闘とうから数時間後。紫帆たちは交代で槙絵の看かん護ごをしていた。

　いや、それは看護というよりは監かん視しだったのかもしれない。

　槙絵の中にあるもの、それが何なのかはいまだわからないのだから───。




ＧＭ：では次のシーンだ。槙絵を連れて、キミたちがペリゴールに帰ってきた後。……とりあえずはどうする？

ミナリ：槙絵さんの様子を見守る、というところでしょうね。

柳也：そうだな。とりあえずは交代で見ていよう。

ＧＭ：了りよう解かい。じゃあシーンプレイヤーは紫帆。

紫帆：わたし？

ＧＭ：うん。……時間はその日の夜。紫帆が槙絵の看護をしている時のシーンだ。場所は槙絵の部屋。まだまだ飾かざり気けの無い部屋に槙絵は寝ねかされている。

紫帆：看護といっても、何ができるわけでもないからたまに汗あせを拭ふくくらいだけど。

ＧＭ：うん。ちなみに槙絵の症しよう状じようはさらに悪くなったように見える。うなされ方が尋じん常じようではない。なにかうわごとを言っているが、意味までは取れない。

紫帆：……どうなっちゃうんだろう、これから。ついこの間までは、何の問題も無かったのに。

柳也：…………。

ＧＭ：そんな風に紫帆が槙絵を心配そうに見ていると、彼女がうっすら目を開く。で、弱々しい声で「……紫帆、さん？」と。

紫帆：ガタン！　と椅い子すから立ち上がる。……槙絵ちゃん！

ＧＭ：「あの……、少し、思い出したことがあるんです」と、彼女は唐とう突とつに言う。「話しておきたいことが……」

紫帆：なに？　柳也さん呼よんできた方がいい？

ＧＭ：「いいえ、今話さないと……」と辛つらそうに言う槙絵。

紫帆：う、うん、わかった。……槙絵ちゃんの側そばに寄よる。

ＧＭ：彼女はボソボソと言う。「……思い出したんです。私は、失敗したんだって」

紫帆：……失敗？

ＧＭ：「そうです。私は失敗したんです。うまくいかなかったんです」

ミナリ：…………気をつけてね。

紫帆：（うなずいて）おそるおそる聞き返します。……何に、失敗したの？

ＧＭ：「〝賢けん者じやの石〟が、うまく適てき合ごうできなかったんです。……もともとの研究が失敗していたのに、無む理り矢や理り移い植しよくしたから適合できなかったんです」

紫帆：い、石って、なんのこと!?

ＧＭ：彼女は紫帆の言葉を聞かずに言う。「でも、本来はそれに対する手しゆ段だんも用意されていました。バックアップもそのひとつ。……でも、ＵＧＮに邪じや魔まされてしまって」

薫：……あの研究所のこと、かな？

紫帆：でも、どうして？　どうして槙絵ちゃんがそんなことを？

ＧＭ：……混こん乱らんする紫帆の手を槙絵が握にぎる。細い手から信じられない握あく力りよくで、ぎゅっと。そしてそのまま彼女は言う。「でも、やっとそれを思い出しました。私の使命を」

紫帆：…………ま、槙絵ちゃん？

ＧＭ：ここでうつむいていた彼女が顔を上げて……。




「お前の情じよう報ほうを───よこせ」




ＧＭ：その声の調子は、そのゆがんだ表情は、まるで今までの槙絵とは違ちがう。何よりも……彼女の瞳ひとみの色は銀色じゃない。

紫帆：ええっ!?

ＧＭ：同時に彼女に握られている手から、電流のような何かが紫帆の体を駆かけめぐる！　……《異い能のうの指先》を使用する！

柳也：む！

ＧＭ：リアクションは〈意い志し〉で。……って、こっちの出目はだいぶひどい。達成値ちは10。

紫帆：でも、わたし３個こしか振ふれないから……。てい！　あぁっ！　７しかいかない！

一同：あ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

ＧＭ：では、紫帆の体を駆けめぐった電流はそのまま槙絵の手へと戻もどっていく。紫帆自身には、大切なものを〝見られた〟という強い違い和わ感が。

紫帆：うう……。

ＧＭ：そして同時に槙絵は機き敏びんな動きで窓まど枠わくを背せにする。

紫帆：キッと睨にらんで、……お前は誰だれだ!?

ＧＭ：ではこちらも油ゆ断だん無く紫帆を見ながら。「……俺おれはＦＨエージェント、コードネーム〝スティング〟。事じ故こによって九条槙絵の人じん格かくに乗っ取られた間ま抜ぬけなエージェントさ」

紫帆：人格に……乗っ取られた!?

ＧＭ：「そうさ」と言って、スティングは使用していた《擬ぎ態たいの仮か面めん》を解とく。槙絵の首の付け根、鎖さ骨こつの間に当たる部分がずるずると解け、その下に機械の体が現あらわれる。

柳也：機械？

ＧＭ：そう、フルボーグというヤツだ。そしてその下には〝賢けん者じやの石〟がはめ込んである。

紫帆：う……。ちょっと処しよ理り能のう力りよくを超こえてきた。二、三歩下がっちゃう。

ＧＭ：「この〝賢者の石〟には、ひとりの人格が宿っている。……もうわかるだろう？　それが〝九条槙絵〟だ。俺はソイツに乗っ取られた、というわけさ」

紫帆：…………。

柳也：ここで登場しよう。紫帆の叫さけび声を聞きつけて出てきたってことで。

ミナリ：私も出ます。

薫：もちろん、僕ぼくも。

ＧＭ：では、キミたちが扉とびらをバン！　と開けると、顔こそ槙絵だが、まるで表情の違う誰かが紫帆と対たい峙じしている。その胸むねには〝賢者の石〟が。

柳也：ではその違和感に反はん応のうして、思わず攻こう撃げきを仕し掛かけようとする。（紫帆に）……なので止めてほしいな（笑）。

紫帆：あ、そういう演えん出しゆつがやりたいんですね（笑）。はい、了りよう解かいしました。

柳也：というわけで扉を開いて、まず目に入ったヤツに対して反はん射しや的に指を弾はじこうとする。

紫帆：ではあわてて柳也さんの手を押おさえて、……待って！　あれ、槙絵ちゃんなの！

柳也：何だとっ!?

ＧＭ：ではそんなやりとりをしていると、スティングの様子がまた変化する。〝賢者の石〟を押さえて苦しそうにし、表情がゆっくりと槙絵のそれに戻っていく。

ミナリ：え……？

ＧＭ：で、目の前のみんなを見て、「兄さん、みなさん、わたしは……？」

柳也：槙絵、なのか……？

ＧＭ：だがそれも一いつ瞬しゆんのこと。再ふたたび彼女はスティングに戻る。そして「……ここまで来ても、まだ制せい御ぎよができんというのか」と忌いま々いましげに言う。

紫帆：あ、安定してないんだ。

薫：では僕が言おう。……〝賢者の石〟を埋うめ込めるフルボーグ、実用化されていたとはね。

ＧＭ：「ふん……、これはタダの試験体だ。実用に耐たえられるかどうかはまだ不明。だからこそいくつもの安全策さくをとっていた。だがすべてあの襲しゆう撃げきで台無しだ」と薫を睨にらむ。

薫：（笑ったままで）その節はどうも。

柳也：待て！　お前は、お前はいったいなんなんだ！　槙絵は一体どうなったんだ!?

ＧＭ：ではその柳也の問いに、スティングは答える。




「お前の妹はこの〝賢者の石〟の中に宿る、かりそめの存そん在ざいだ」

　スティングは、吐はき捨すてるように続ける。

「九条槙絵は、八年前にすでに死んでいる」




柳也：…………こいつっ！

ＧＭ：怒いかりに震ふるえた柳也が動き出す直前、再びスティングの顔が苦く痛つうにゆがむ。「……っ！　こ、これでは満足に動くこともできん。この場はここまでか……」とつぶやき、窓まどを破は壊かいして外へと飛び出す。




　夜の闇やみに飛び出していくスティングを、誰も追うことはできなかった。

　槙絵がかりそめの人格であるという事実、スティングの中にまだ彼女が残っているという事実が皆みなの足を止めていた。




　再び、風が吹ふき始めていた。容よう赦しやなく体を打つ、冷たい風が。





＊　　　＊　　　＊






ミナリ：うーん、思ったよりも複ふく雑ざつな展てん開かいになってきましたね。

紫帆：まさか、槙絵ちゃんの方がかりそめの人格だと思ってなかったからなあ。

薫：でも、これで色々と説明はできるね。前のシーンのスティングがなんだったのか、とかさ。

紫帆：え？　どういうことですか？

薫：ほら、前のシーンのスティングは自分が〝バックアップ〟だと認にん識しきしていたわけじゃないか。つまりそれは、オリジナルのスティングを安定させるための役やく割わりだったんだね。

ミナリ：〝賢者の石〟をフルボーグに埋め込こむから？

薫：そうだろうね。……スティングはきっと、〝賢者の石〟を埋め込めば自分の人じん格かくが不安定になる可か能のう性せいがあることを知っていたんだよ。そうなった時のためにバックアップとして自分の複ふく製せい体たいかなにかを用意していたんだろうね。

紫帆：でも、ＵＧＮによってオリジナルとバックアップが離ればなれにされてしまった……。

薫：（うなずいて）さらに、オリジナルは槙絵ちゃんの人格で安定してしまった。だから、こういう事じ態たいになった。……そんなとこじゃないかな？

ＧＭ：その通り。……さらに言えば、スティングは最初から〝九条槙絵〟に化ける気があったんだよ。だから外見を《擬ぎ態たいの仮か面めん》で槙絵そのものに変えた。それで紫帆のデータを狙ねらうはずだったんだが……。こうなってしまったわけだ。

一同：うーん。







《異能の指先》　相手の記憶を読み取るエグザイルのエフェクト。

フルボーグ　脳以外、人体すべてのパーツを機械に置き換えたサイボーグ。











◆Middle 10◆決けつ断だんの痛いたみ


Scene Player ─── 九条柳也






　重く、痛いたい沈ちん黙もくがペリゴールを支し配はいしていた。

　明らかにされた真実、いなくなった槙絵。

　紫帆も、ミナリも、薫も口を閉とざし、次の言葉を待つ。

　槙絵の、たったひとりの家族である柳也の言葉を。




ＧＭ：では次のシーン。……さっきのシーンの直後だ。

紫帆：じゃあ……みんなの顔を見て、さっき見たことをすべて話す。

ミナリ：…………言葉が出ないわね。

薫：……ふむ。柳也くん、これからどうする？

柳也：（ぽつりと）まずはスティングを探さがさなきゃな……。

薫：探して───それからどうするんだい？

柳也：それは…………。

薫：ごまかしは無しだよ。キミはここで決めないといけない。……槙絵ちゃんの宿ったスティングをどうするのか。彼女の意い識しきの宿ったヤツを、破は壊かいできるのか。

柳也：では薫の言葉にため息をついて言う。……お前は、本ほん質しつをついたことしか言わないよな。

薫：（肩かたをすくめて）やっぱり、槙絵ちゃんと引き合わせないほうがよかったかい？

柳也：いや。……八年前、あの事じ件けんが起きたときから、こういう事態になるのは当然だったんだ。今回のことだけでお前をどうこう言うつもりはねえ。

薫：じゃあ───どうする？

柳也：…………。




　柳也はしばし沈黙した後、低い声で、だがはっきりと、言った。




柳也：ケリをつけるさ。……誰でもない、この俺の手で。

紫帆：ちょ、ちょっと待って！　ケリをつけるって……どうするつもりなの!?

ミナリ：そうです！　〝賢けん者じやの石〟内の人格だって言っても、数日前までは槙絵さんが表に出て安定してました！　なんとかする方法があるんじゃないんですか!?

柳也：…………。

薫：確たしかにキミたちの意見ももっともだ。だったら、もっと詳くわしい人に聞いてみようじゃないか。〝賢者の石〟について、詳しい人に。……と紫帆を見ます。

ＧＭ：お、気づいたね。いつもなら〝賢者の石〟を見ると即そく座ざに反はん応のうする三郎が、今回はまるで姿すがたを現あらわさない。

紫帆：じゃあ呼よびかけてみよう。……三郎！　見てるんでしょ!?　出てきてよ！

ＧＭ：すると、イヤそうな顔をした三郎がするりと現れる。「……なんだよ」

紫帆：三郎に今までのことを話してから聞いてみます。……三郎、槙絵ちゃんは一体何がどうなっちゃったの？

ＧＭ：「……いやな話になるぞ」と三郎はぼそりと言う。

紫帆：それでも───わかることがあったら教えて。

ＧＭ：「…………」三郎はしばらく紫帆たちを見てから、あきらめたように言う。「まず、推測できた今までの経けい緯いから話すぞ」

紫帆：う、うん。

ＧＭ：「まず、スティングというエージェントにＦＨがフルボーグを用意した」

ミナリ：……ＦＨキャラクター用装そう備びにある「フルボーグ」ですね。全身を機械に置き換かえる、ブラックドッグのキャラクター専用のアイテム。

ＧＭ：そう、それ。「このフルボーグに、ＦＨは〝賢者の石〟を埋め込んだ。目的は石の中にある人格だ。……つまりは九条槙絵の」

柳也：…………。

ＧＭ：「人格はつまり経けい験けん……記き憶おくの蓄ちく積せきだ。九条槙絵の記憶を自由に引き出せれば、俺たちの中に忍しのび込めると思ったんだろう」

薫：スティングは《擬態の仮面》で外見を自由に変えられるからね。当人の記憶があれば、そう簡かん単たんには見つからないわけだ。

ＧＭ：さらに言えばスティングは〝オーヴァードであること〟をＦＨ用Ｄロイス、工作員としての力で隠した。これでＵＧＮと言えども、そう簡単に槙絵を疑うことはできなくなるからね。

ミナリ：〝賢者の石〟もフルボーグも、そうやって隠してたのか……。

ＧＭ：その通り。で、三郎は続ける。「だが、事じ故こが起きた。ＵＧＮが研究所を襲しゆう撃げきし、フルボーグの調整が終わらないままスティングは回かい収しゆうされた。───そして、そのフルボーグには九条槙絵の人じん格かくが固定していた」

紫帆：…………。

ＧＭ：「その後アイツは〝九条槙絵〟として俺たちの前に現れ、バックアップの活かつ躍やくによってスティングとしての記憶を取り戻もどした。……いや、正せい確かくには槙絵とスティング双そう方ほうの人格が同時に表に出てきた。さらにふたりの境きよう界かい線せんが消えつつある」

薫：なるほどねえ。片かた方ほうの体験が、もう片方にも影えい響きようを与あたえているってことか。

ミナリ：それで、こんなことに……。

紫帆：でも、どうして槙絵ちゃんが〝賢者の石〟の中にいるの？　だって彼女はオーヴァードじゃない、普ふ通つうの人間だったんでしょ？

ＧＭ：「そこまではわからん。ただな」三郎は今までにないほどに渋しぶい顔になる。「〝賢者の石〟に人格が宿る場合、基き本ほん的に前の持ち主の人格が宿る。……つまり、九条槙絵は石を埋め込まれてから死んだことになる」

紫帆：ええっ!?

薫：……八年前、彼女がさらわれてから何をされたのかは不明だけど。なんとなく、見えてきたようだね。

柳也：…………。

ＧＭ：「そしてスティングの人格だけを消滅させるようなことは不可能だ。奴らはもう融合しかけている。それを切り離すことはできない。ヤツは延々とふたつの記憶の差異に苦しみ続けるだろう」

紫帆：ど、どうにかできないの？

ＧＭ：「……ひとつだけ、ヤツを安定させる方法がある」と三郎。

薫：それは？

ＧＭ：「ヤツの中にいるふたつの人格、その両方を消しよう滅めつさせることだ」

柳也：…………。

薫：確たしかに混こん乱らんしているふたつの人格を０にしてしまえば、安定する。わかりやすい。

ＧＭ：「今のヤツは危き険けんなほど不安定だ。その相手に強い精せい神しん的ショックを与あたえればふたりの人格は崩ほう壊かいし、消しよう滅めつするだろう」

柳也：（少し考えて）……なるほど、確かにショックを与えるネタはあるな。

ミナリ：……それは？

柳也：……槙絵はまだ自分が八年前に死んだことを知らないはずだ。それをあいつに突つきつければ───きっと、槙絵は崩壊する。

紫帆：あっ……。

ＧＭ：そうだね。今の槙絵、スティングは双方の影えい響きようを多大に受けている。片かた方ほうの人格が死を受け入れれば、もう片方もまた崩壊して消えるだろう。

ミナリ：つまりまとめると、スティングを混まじらせたままで槙絵さんを残すか、スティングもろとも槙絵さんを消すか……ということですか。

紫帆：でも……、それって槙絵ちゃんは元には戻もどらないってことだよね？

柳也：そういうことだな。結局は……選せん択たく肢しはそのふたつしかねえってことだ。

ＧＭ：それがこのシナリオ、最後の分ぶん岐きだ。……どちらのロイスをタイタスに変えるか。

紫帆：タイタス？

ＧＭ：柳也にあえてふたつ槙絵に対するロイスを取らせたでしょ？　あれは、〝過か去この槙絵〟と〝現げん在ざいの槙絵〟に対するロイスなんだ。そして、これから先、槙絵をどうするにしてもどちらかのロイスをタイタス化させなければならない。

紫帆：……えーと？

柳也：つまり槙絵とスティングの双方を消す場合、〝過去の槙絵〟を蘇よみがえらせることをあきらめなきゃならないわけだな。だから、〝過去の槙絵〟のロイスがタイタスになる。

ＧＭ：そう。そして、ふたりをそのまま残すのであれば、〝現在の槙絵〟が苦しみ続けることをあきらめないといけない。だから〝現在の槙絵〟のロイスがタイタスになる。

薫：それで柳也くんには槙絵ちゃんへのロイスがふたつあったのか。……そう言えば、シナリオのテーマはタイタスだって言われてたね。

ＧＭ：そういうこと。どっちのロイスをタイタスにするかで展てん開かいが変わるようにしてあるわけだ。むろん、決けつ断だんするのは柳也だが。───さて、どうするね？

柳也：…………俺おれの結けつ論ろんは決まってるさ。




　柳也はそう言って、タバコに火をつける。

　タバコの煙けむりに隠かくされたその目が、暗い光を帯びた。




柳也：───スティングも、槙絵も、両方とも消滅させる。これが俺の結論だ。

ＧＭ：おお、はっきり言い切ったな。

紫帆：ちょ、ちょっと待って！　ホントにそれでいいんですか!?

柳也：……黙だまって紫帆を見る。

紫帆：だって、槙絵ちゃんは柳也さんに会えて、楽しそうにこの店で暮くらしてて、これから学校に行くってあんなにうれしそうだったのに……！　もう、それは続けられないの？

薫：残念だが、それはできないね。もう、すべてを丸く収おさめるのは無理なんだよ。

ミナリ：そうですね……。ついこの間まで、槙絵さんを交えて平へい穏おんに暮らせていたことのほうが奇き跡せきみたいなものなんですよね……。

紫帆：委員長までそんなこと言わないでよ！　わたしは……。

ＧＭ：おっと、それは三郎が口を挟はさもう。「それくらいにしておけ。……今回、決断するのはお前じゃねえんだ」と柳也を指す。

紫帆：う…………。

柳也：そのやりとりを黙って見た後に口を開こう。……八年前、俺の目の前で槙絵はさらわれた。唐とう突とつに、なんの理由もなく、アイツは俺の前から消え去った。




　タバコの火を見つめながら、柳也は語りはじめる。

　少し自じ嘲ちよう気味のその顔は、だがそれ以上の感かん情じようを読み取ることはできなかった。




柳也：それから今まで、俺は戦い続けてきた。理由は槙絵の仇かたきをとるため。……俺はわかっていたんだよ。あんなことがあってから八年も、アイツが生きていられるはずがないってな。

紫帆：…………。




　そして柳也は紫帆の目を見る。少しまぶしそうに、少し皮肉げに。




柳也：失ったものは取り戻もどせない。八年前に失ったものは、今から取とり戻もどすことはできない。

ミナリ：…………。

柳也：柄がらにもなく、希望を見ちまったよ。そんな当たり前のことも忘わすれるとはよ。……そう言って、自嘲気味に笑う。

紫帆：柳也さん……。

柳也：どっちに転んでも、槙絵は助からない。……だったら、俺の結論はひとつだ。

紫帆：でも、まだ……。

柳也：（紫帆の言葉を遮さえぎって）紫帆、お前と俺とでひとつ大きな違ちがいがある。

紫帆：え……？

柳也：俺はＵＧＮなんだよ。ＵＧＮとして───スティングに戻る危き険けん性せいのある槙絵を放置しておくわけにはいかねえんだ。




　それもまた、〝正しい理り屈くつ〟。

　助けたいと思う気持ちが正しいものならば、危険を回かい避ひする理り性せいも同じように正しい。




柳也：そう言った後で、俺は笑う。……お前が槙絵を助けたいと言ってくれるのはうれしい。だが、これはもう別の問題なんだ。

紫帆：…………。

薫：さて、そうなると後は槙絵ちゃんの居い場ば所しよだね。（ＧＭに）調べられるかい？

ＧＭ：もちろん。……というか調べはじめればあっさりとわかる。槙絵＝スティングは混こん乱らんしている最中だ。隠れることもままならないからね。

薫：なるほどね。

ＧＭ：彼女は瀬戸川学園の屋上で立ちつくしているところを発見される。その情じよう報ほうはすぐに薫の携けい帯たい端たん末まつに送られてくるよ。

柳也：（紫帆とミナリに）お前たちは来なくてもいい。これは、俺がケリをつけるべき問題だ。

ミナリ：……私は行きます。柳也さんがＵＧＮとして彼女を消すというのであれば、私はそのサポートをするために。

紫帆：わたしも、行きます。見み届とどけなきゃいけない気がするから。




　彼女たちは決意を込こめた視し線せんで柳也を見る。それを受け止め、柳也はゆっくりとうなずいた。




柳也：わかった。……じゃあ、行くぞ。




　そして四人は夜のとばりの中、学校へと向かう。

　……八年前から苦しみ続けた少女を眠ねむらせるために。







　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆分かたれし魂たましい


Scene Player ─── 七村紫帆






　夜の闇やみの中、灰はい色いろの雲が飛ぶように流れていく。

　混こん沌とんとした空を、彼女はひとりで眺ながめていた。

　苦しむような、悲しむような、どこかゆがんだ表ひよう情じようを浮うかべて。




ＧＭ：ではクライマックスだ。……まずは全員侵しん蝕しよく率りつを上げてくれ。

柳也：これが最後か……。って結局９か！　現げん在ざい94％！

薫：最後まで苦労してるねえ。まあ、僕ぼくもさっきのジェネシフトが効きいてて、[image: ]％だけど。

ミナリ：あれは必要な判はん定ていでしたよ。

ＧＭ：みんな侵蝕率上げたね？　じゃあシーンは学校の屋上からスタートだ。キミたちが扉とびらを開けると、服がぼろぼろになった槙絵がひとり空を見上げている。

柳也：……黙だまって、タバコをつけてから槙絵のほうに進み出る。

ミナリ：柳也さん……。

柳也：（手で制せいして）最初は俺が話す。




　兄と妹は、少しの距きよ離りを置いて向かい合う。

　妹の顔には悲しみが浮かび、兄の顔には何の感情も浮かんでいなかった。




ＧＭ：槙絵は柳也のほうを向いて言う。「……兄さん、来てくれたんですね」

柳也：……ああ。

ＧＭ：「兄さん、私はどうなってしまったのでしょう」と槙絵はうつむく。「もう、自分が何をすればいいのか、何がしたいのか、私にもわかりません」

柳也：…………。

ＧＭ：「あの店で楽しく暮くらしたいという想おもいも、紫帆さんをどこかに連れて行かなければならないという気持ちも、私の中にあります」

ミナリ：……やっぱり、混まじりはじめているんですね。

ＧＭ：「そんなことを考えていたら───ついここに来てしまいました」

柳也：…………。

ＧＭ：「兄さん。私は……いったいどうなってしまったのでしょう？」




　苦しげにつぶやく妹を見て、柳也はほんの少し笑みを浮かべた。

　───彼が浮かべたことのない、優やさしげな笑みを。




柳也：（ゆっくりと息をついて）八年は───長いよな。

ＧＭ：「兄さん……？」

柳也：この八年、いろいろあった。お前を捜さがして、敵てきを探さがして、走り回った。……だからこの間お前の姿すがたを見た時には驚おどろいたさ。

ＧＭ：「そう、ですね。私も驚きました。……あの兄さんが、ずいぶんと歳としを取ってしまって」

柳也：そりゃそうさ。お前があの時いなくなってから、八年も経たった。……だが、お前の時計はあの時で止まったままなんだな。

ＧＭ：うむ、言って欲ほしかったセリフだ、ありがとう（笑）。……槙絵は、黙って柳也を見るよ。その先の言葉を待ち望むように。

柳也：ではこちらも槙絵の目を見て、低い声で言う。




「そうだろう、槙絵。……お前は八年前、あの襲しゆう撃げきの直後に死んだのだから」




柳也：ここで元から持っている槙絵のロイスをタイタスに変える。

ＧＭ：了りよう解かい。……槙絵はそれを静かに受け取って、柳也のほうを見る。その顔に苦しんでいるような、笑っているような奇き妙みような表情を浮かべ、彼女は言う。「やっと、思い出しました。あの日のことを」

柳也：八年前の、あの日か。

ＧＭ：「あの日、兄さんが撃うたれた後に私は……殺されたんですね」

柳也：……ああ、そうだ。




　冷たい風が、兄妹の間を吹ふき抜ぬける。




ＧＭ：しばらく沈ちん黙もくしていた槙絵の片かた目めから、涙なみだがこぼれ落ちる。そして彼女は言う。「……兄さん、助けてください。この苦しみから」

柳也：ああ……まかせろ。

[image: ]

ＧＭ：と同時に槙絵の表情が一変する。「あああああああああああっ！」と絶ぜつ叫きようをあげ、憎にく々にくしげに柳也を見る。

ミナリ：来たっ！　スティング！

ＧＭ：「なんという……、なんということを───！」狂きよう気きじみた表情で、瞬時に槙絵から変わったスティングは言う。

柳也：俺は黙ってスティングを見ているだけだ。

ＧＭ：「もう、もう俺は終わりだ！　あの女に巻まき込まれて、俺の自じ我がが崩ほう壊かいしていく！」

薫：予想通り片方の〝死〟からは逃のがれられないようだね。

ＧＭ：「ああ、そのとおりさ！　……だが！　俺ひとりだけでは終わらん！　せめて、せめてお前たちも道連れにしてくれるっ!!」必死の絶叫をあげるスティング。まさに最後の力を振ふり絞しぼって、キミたちに襲おそいかかる！

ミナリ：瞬しゆん間かん的に反はん応のうしてナイフを抜く！

ＧＭ：では戦せん闘とうだ！　敵はスティングのみ！




◆第１ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では最初のセットアップ。こちらは《ヴァイタルアップ》を宣せん言げん。

ミナリ：私は《フルインストール》。衝しよう動どうで[image: ]％超こえちゃったんで最初から全力で。

柳也：こっちも同じだ。最初は《サポートデバイス》。……頭を完全に戦闘モードに切り換かえる。

ＧＭ：では最初はイニシアティブ14でこちらの行動。……待機。

一同：えっ!?

ミナリ：最初から待機？　手の内を見せてくれない！

薫：うーん、……わからないねえ。

紫帆：次はわたし。マイナーで《光の剣けん》、メジャーで《獣けものの魂たましい》。

ＧＭ：では、三郎が紫帆の側そばに現あらわれる。で、「……やるつもりにはなったのかよ」と聞く。

紫帆：うーん……。まだ、柳也さんみたいには決められないよ。でも───。

ＧＭ：「でも？」

紫帆：でも、見み届とどけなきゃいけないと思うんだ。ここで、柳也さんたちを。

ＧＭ：三郎は紫帆の顔を見る。そして「……そうか」と一言だけ。

紫帆：……うん。

ミナリ：次は私ですね。……このラウンドはこの場所にいたほうがよさそうかな。なら、この場所からワイヤーウィップで攻こう撃げき。マイナーで《氷の加か護ご》、メジャーで《業ごう炎えん》＋《バリアクラッカー》その他！

ＧＭ：むむ、《バリアクラッカー》か……。

ミナリ：冷気をまとわせたワイヤーが……達成値25と言って飛びます！

ＧＭ：なら、こちらは左手に雷らい光こうをまとわせて止めよう。《球電の盾たて》＋《歪ゆがみの体》＋《自動触しよく手しゆ》その他。受けを試みる。

ミナリ：防ぼう御ぎよキャラ！

ＧＭ：だが、《バリアクラッカー》で効こう果か下がってるんだよな。……一いち応おう受けは成功。

ミナリ：あ！　そうか、フルボーグはそれ自体に装そう甲こうや防御力があったっけ……！　ダメージは30点だけど……？

ＧＭ：うん、そのダメージじゃこっちの防御力は超こせないね。ダメージ０だ。さらに《自動触手》の効果でミナリに２点ダメージ。ワイヤーウィップを伝わって、雷撃がミナリを襲おそう。

一同：ああああああああ……。

ミナリ：うう、ＦＨの装そう備びうらやましい……。私も欲ほしい……（笑）。

柳也：うなるとこはそこかよ（笑）。

薫：しかし、今の攻撃でその防御力だとまずくない？

ミナリ：うん、相当出目が良くないとダメージ与あたえられないかも。

紫帆：（しばらく考えて）あ、いや、でもブラックドッグ／エグザイルだと射しや撃げき攻撃は受けられないんじゃ？　そういうエフェクト無かった気がする……。

ＧＭ：む、よく気づいたな。そう、こいつは射撃攻撃には弱いのよ。

ミナリ：てことは、柳也さんが切り札か。

柳也：む。

薫：なるほど。すべて柳也に焦しよう点てんがあたる……よくできているシナリオだな！

ＧＭ：いや、新キャラの薫まで白兵系けいだとは思ってなかったんですがね（笑）。

柳也：で、俺の行動か。……そういう事じ情じようなら組み合わせを全部使う！《黒の鉄てつ槌つい》＋《ドッペルゲンガー》その他！　侵蝕率は18％上がって[image: ]％に！

紫帆：うわ！　一気にそんなところまで！

柳也：ここは全力の出しどころだろ。相手をキッと見み据すえて、そのまま六人に分身。一いつ斉せいに指を弾はじいて漆しつ黒こくの重力球を飛ばす！　命中は30！

ＧＭ：回かい避ひは……惜おしい、28で失敗だ。

ミナリ：危あぶない！

薫：なら、ここで《力の法ほう則そく》を使うよ。相手に気づかれないように伸のびていた僕のイバラがスティングに巻まき付き、柳也くんの重力球を当てやすくする。

ＧＭ：む、コンビっぽい演えん出しゆつだな（笑）。……ではダメージが＋３Ｄされる。

柳也：おお、それはでかい！　ダメージは……51点！　装甲無む視し！

ＧＭ：いってえええええええ！　重力球がスティングの全身にヒットする。偽ぎ装そうが取れ、体のあちこちから機械の部分が見え隠かくれしている。

柳也：その光景を、ギリリとタバコをかみつぶしそうになりながら見ている。

薫：次は僕かー。マイナーで《緑の鞭むち》を使用。メジャーで《ペネトレイト》＋《レインフォース》その他。そのまま巻き付けたイバラで締しめ上げるよ。……達成値ちは30。

ＧＭ：うーん。避よけられるかなあ。一応回避で。……って29で失敗か！　うーむ、惜しいところまではいくんだが。

薫：ダメージは28点、装甲は無視だよ。

ＧＭ：ぐぐ、おとなしく受けておけばよかったか。だが、これでＰＣは全員行動終わったね？　ならばこちらが待機を解かい除じよ。《群むれの主》を使用する！

紫帆：うわ！　来た！

ミナリ：……どんなエフェクトだっけ？

柳也：トループを生み出すエフェクト。まあ、トループなんでそんなには強くないが……（ＧＭの出したコマの数を見て）って、たくさん来たー！

ＧＭ：強くはないが、そこは数でカバーだよ（笑）。六体登場だ。……スティングは手首のスロットから六枚まいの金きん属ぞく製せいカードを取り出し、宙ちゆうに放ほうり投げる。すると、その内の三枚が槍やりの形に、三枚が盾たての形になる。

薫：これはまた……一気に戦力が変わるね。

ＧＭ：いやいや、ここからさ。……これで全員行動終わったのでトループたちの行動！　まずは槍型の三体がＰＣたちに近づいて攻こう撃げき！　対象は……薫に二発、ミナリに一発。

薫：む、僕ぼくか。防ぼう御ぎよは全然できないぞ。

ミナリ：大だい丈じよう夫ぶです。こんな時のために私がいます。……でも。

紫帆：でも？

ミナリ：今回は敵てきがひとりで戦せん闘とうがぬるいなあ、と思った私がバカだった！　矢野さんはそんな人じゃないって知ってるのに！（笑）




　ミナリ、魂たましいの叫さけびであった。




ＧＭ：だから手を抜ぬくのは嫌きらいなんだって（笑）。こいつら性せい能のうはたいしたことないんだけど……ってダイスがすごい！　薫への一発目が達成値45！　空気を切り裂さいて槍が飛ぶ！

ミナリ：《マグネットフォース》でカバーリング！　……でも45には届とどかず、受けられない！

ＧＭ：お、ダメージは30点。

ミナリ：…………し、死ぬのでタイタス昇しよう華かします。スティングへのタイタスを昇華。

ＧＭ：おお、雑魚ざこの攻撃でミナリが倒たおれた。一回も倒せないだろうと思ってたのに。

ミナリ：うう、受けさえ成功していれば……。

ＧＭ：ええと……薫への二発目は16。ミナリには24と言って攻撃だな。

薫：16？　それなら回避できそうだね。……お、ぴったり16で成功。

ミナリ：こっちは《業炎》＋《氷ひよう盾じゆん》だけで受け。……こんどこそ成功。

ＧＭ：ダメージは21点。って、これじゃミナリの防御力を突とつ破ぱできないか。

ミナリ：はい、ダメージ０です。……でも、侵しん蝕しよく率りつが[image: ]％まで伸のびちゃった。

ＧＭ：攻撃はまだ終わらないよ。今度は後ろの盾型トループから弾だん丸がんが飛んでくる。

ミナリ：う、まだ来るのか……。




　とはいえ、盾型のトループは防御重じゆう視しなため、攻撃の達成値ちが伸のびず。

　３回攻撃し、命中が１回。それもミナリに軽く弾はじかれただけだった。




ＧＭ：う～ん、こんなもんか。では全員の行動が終わりだ。次のラウンドに行こう。




◆第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では第２ラウンドのセットアップだ。

ミナリ：再ふたたび《フルインストール》を使います。せめてこのトループがいなくなるまでは立ってないと……。

柳也：ううむ、それにしてもこのトループはどうするか。

紫帆：無視して本体叩たたくとか？

ミナリ：でも、連続して攻撃されるとやっぱり厳きびしいですよ。先に叩かないと。

ＧＭ：まあ相談はしておいてくれ。先にこちらの手番だ。スティングが両手を前に突つき出すと、その手が分ぶん解かい、再さい構こう成せいされて巨きよ大だいな刃やいばとなる。……《ジャイアントグロウス》＋《伸しん縮しゆく腕わん》その他で範はん囲い攻撃！　命中すると武ぶ器きひとつを捕ほ縛ばく（そのアイテムが使用不可となる）されて、さらにダイスペナルティだ。

紫帆：それはわたしが《ミスディレクション》で引きつける！　対象はわたしだけに！

ＧＭ：了りよう解かい。……では達成値は29。

ミナリ：そしてそれを私がカバーリング！　こんどは全力で……受けは成功！

ＧＭ：ダメージは３Ｄ＋43。……67点！　巨大な刃がミナリを両りよう断だんせんと襲おそいかかるよ。

柳也：うおお！　なんだその固定値は！

ＧＭ：《命の剣つるぎ》を使っているからね。こっちも死にものぐるいなんだ。

ミナリ：ええと───現げん段だん階かいで23点ダメージで私のＨＰが14点。リアクティブアーマーを使って９点止めれば生き残る。……よし、13点止めた！　残りＨＰは４点！

一同：おおおおおおおおおっ！

ミナリ：買っておいて良かった！　リアクティブアーマー！

ＧＭ：やるな。だがワイヤーウィップは捕縛で、後で５点のダメージを受けるよ。

ミナリ：う……ほぼぴったり死ぬのか。

柳也：大だい丈じよう夫ぶか？

ミナリ：次の復ふつ活かつは無理そうです。現げん在ざい侵蝕率[image: ]％なんで。……ただ、いつもだったらここでリアクティブアーマーの出目足りなくて死んでるので、ちょっとうれしい（笑）。

薫：せつないねえ（笑）。

紫帆：うーん、次はわたしなんだけど、どうしよう？

薫：あ、なら僕ぼくのところまで待機するのはどうかな。……こっちの攻こう撃げきで多分周囲のトループくらいは倒たおせるよ。ついでに盾たても一体くらい倒せる。

柳也：ああ、《スプリットアタック》か！　それで雑魚を削けずってもらえるのはありがたい！

ＧＭ：となると、全員薫の行動の後まで待機かな？

一同：はーい。

薫：そして満を持して僕が《スプリットアタック》その他で攻撃。対象は槍型トループ三体＋盾型トループ一体。……達成値は29。

ＧＭ：（ダイスを振ふって）うう、いいところまでいったヤツもいるんだが。全員回かい避ひは失敗だ。

薫：では、今度はイバラを広範囲に伸のばしてトループたちを飲み込こむよ。……ダメージは31点。

ＧＭ：ぐあ！　全員死んだ！

紫帆・ミナリ：やった！

柳也：薫いてくれてよかった！

薫：いやあ、そんなに言ってくれるとは。ありがたいねえ（笑）。

ＧＭ：では次の行動だけど。誰だれから行く？

柳也：俺から行こう。範囲攻撃で雑魚ざこは一いつ掃そうしておきたい。《黒の鉄てつ槌つい》＋《因いん果が歪わい曲きよく》その他！　……命中は57！

ＧＭ：57!?　気合い入ってるな！　……全員回避は失敗。なので盾型の一枚がスティングをカバーリングだ。

柳也：そこまでは想定通りだ。……ダメージ37点！

ＧＭ：ちっ、柳也の重力球によってトループは吹ふき飛ばされて消しよう滅めつする。……これで全滅か。

薫：よし、楽になるね。

ミナリ：えーと、私はどうしよう。ワイヤーウィップも無いし……。

柳也：いや、攻撃はいい。もう侵しん蝕しよく率りつも厳きびしいだろ。

ミナリ：それは、そうですが……。

柳也：向こうには防ぼう御ぎよ力りよくもある。後は任まかせておけ。

ミナリ：……わかりました。では行動放ほう棄きで。

紫帆：最後にわたし！　マイナーで接せつ近きんして、《フルパワーアタック》を組み合わせて攻撃！　相手の受け対たい策さくに〝賢けん者じやの石〟を使用！

ＧＭ：おお、そう来るか。ならばドクン、と〝賢者の石〟が鼓こ動どうし、紫帆の瞳ひとみが銀色に染そまる。

紫帆：光の剣けんをぐっと握にぎり、前に立つ槙絵ちゃんを……スティングを見ながら三郎に言う。……これで終わり、じゃないよね。

ＧＭ：「……あ？　どういうことだ？」

紫帆：もし、スティングごと槙絵ちゃんが消えちゃったとしても、終わりじゃないよね。……〝彼女〟はこれから先も生き続けるんだから。

ＧＭ：その言葉に、三郎は少し驚おどろく。「お前……」

紫帆：柳也さんが正しいのか、わたしが正しいかなんてわかんない。だから、この続きを見なくちゃいけない！　そうでしょ!?

ＧＭ：「確たしかにそうだ。お前の言うとおりだ」むしろ静かな調子で三郎が言う。「……だから、お前はここで死ぬわけにはいかない」

紫帆：こくりとうなずきつつ、剣を振る！　……命中は77！

ＧＭ：確かく率りつは低くても受けを試みる！　……ぐぐ、達成値ち60まではいったが失敗。

ミナリ：あ、危ない。

紫帆：ダメージは───81点！




　歯を食いしばって光の剣を振り下ろす紫帆。

　剣の光に照らされたスティングの顔は───深い悲しみに彩いろどられていた。

　まるで、槙絵のように。




紫帆：う……っ！

ＧＭ：こっちは《透とう過か》を使用！　槙絵の顔で動どう揺ようを誘さそう。勢いきおいの減げんじた剣はヤツの作り出したホログラムを切り裂さくのみ。さらにＨＰが少し回かい復ふくする。

紫帆：しまった……。

ＧＭ：息を荒あらげたスティングは言う。「恐おそるべき力よ。だが、お前はそれを使いこなしているわけではなさそうだ」

紫帆：それは何も言えないなあ。銀の目が普ふ通つうに戻もどっていって、ただ敵てきを睨にらむだけ。

ＧＭ：了りよう解かい。では〝賢者の石〟の侵蝕率を上げておこう。

紫帆：あ、２Ｄ10か。……うわ！　19も上がった！　し、侵蝕率が[image: ]％に！（笑）

一同：ええええええっ!?

薫：これは、もう彼女が攻こう撃げきするのは無理だね。

柳也：（苦笑いをしながら）これは笑うしかない出目だな。

ＧＭ：ではラウンドの最後にミナリはダメージを。

ミナリ：私はここで倒たおれます。その前に柳也にロイスを取って、一言だけ。

柳也：…………。

ミナリ：彼女を……お願いします。

柳也：……わかってるさ。




◆第３ラウンド

[image: ]

ＧＭ：それでは３ラウンド目のセットアップだ。

柳也：ここで《灰はい色いろの庭》だ！　これでお前の攻撃順番の前に片かたをつける！

薫：そうだね。あの侵蝕率じゃ紫帆くんはもう事実上攻撃できないし。

ＧＭ：ではこちらのイニシアティブが６下がって８になる。順番としては……柳也が先だね。

柳也：ここで決着をつける。可か能のうな限かぎりエフェクトを組み合わせて、さらに槙絵のタイタスも使ってクリティカル値を下げる。

薫：こっちからも同じく槙絵ちゃんのタイタスを回すよ。……キミの好きなようにするといい、柳也くん。

柳也：そうさせてもらう。……じっとスティングを睨む。

ＧＭ：するとスティングは頭を押おさえ……一時的に槙絵に戻る。「……に、兄さん」

柳也：槙絵……、もうすぐ終わらせてやる。

ＧＭ：だが、その言葉よりも早くヤツはスティングに戻る。そして憎にく々にくしげに、「おのれ……、死人の分ぶん際ざいでこの俺おれをどこまで乱みだせば気が済すむ……っ！」

柳也：…………。

ＧＭ：「死人は死人らしく、おとなしく眠ねむっていろ！　こちらが呼よび出さなければお前は何もできぬ存そん在ざいなのだ！」と、自分の〝賢者の石〟に叫さけぶスティング。

柳也：突つき刺さすような殺気を放ちながら言う。……おい。

ＧＭ：では、危き機きを感じてスティングは振ふり向く。

柳也：……お前は、黙だまれ。




　つぶやきと同時に、無数の重力球が放たれる。

　暗く、深い暗黒が、音もなく敵へと殺さつ到とうする。




柳也：タイタスふたつでクリティカル値が５だ。……命中は58。

ＧＭ：回かい避ひは……17で失敗だ。だが、まだこちらはだいぶＨＰを残しているぞ？

薫：おっと、僕もいるんだ。……《力の法ほう則そく》を使うよ。スティングをイバラで着ちやく弾だん点てんから逃にがさないように貼はり付ける。

ＧＭ：む！

柳也：ダメージは───75点、装そう甲こう無む視しだ。




　柳也の生み出した闇やみがスティングを包む。




柳也：俺は槙絵から目を離はなさずに言う。……おやすみ、槙絵。

ＧＭ：では、彼女を闇が包む直前。彼女は少し寂さびしそうに笑い───。




「ありがとう、兄さん」




　そう───つぶやいた。




ＧＭ：そして無数の重力球がスティングに命中し……彼は倒れる。ＨＰを全部削けずりとられた。

柳也：…………俺はそれを確かく認にんしたら背せを向ける。もう、興きよう味みは無い。

薫：なら、僕が彼女を回かい収しゆうしておこう。死んでるわけではないんだろう？

ＧＭ：うん、確たしかに息はしている。そして、うなされているわけでもない。

紫帆：…………。

ＧＭ：すると三郎が紫帆に声をかける。「……おい。アイツの〝賢けん者じやの石〟、抜ぬき取っておけ」

紫帆：え……？

ＧＭ：「もともとこの事じ態たいは適てき合ごう体たいでも無いのに無茶をして石を融ゆう合ごうさせたことにある。……放ほうっておいたらまた何が起きるかわからねえぞ」

紫帆：でも、そうすると槙絵ちゃんの人じん格かくが……。

ＧＭ：三郎は目を伏ふせて首を振る。「あの中にはもう何もねえ。……お前が吸きゆう収しゆうしても影えい響きようがないくらいに、もうまっさらだ」

紫帆：じゃあ柳也さんの方を向いて。……この石、吸収してしまってもいいですか？

柳也：ああ、好きにしろ。それはもう、抜け殻がらだ。

紫帆：…………。




　戸と惑まどいながらも、紫帆は彼女の石を吸収した。

　前のような力の奔ほん流りゆうは感じられなかった。だが、どこかずしりと重い感覚があった。

　……この重さを忘わすれないでおこう。

　なぜだか紫帆はそう思った。




　柳也はタバコに火をつけていた。

　ゆっくりと息を吸すい込み、ゆっくりと煙けむりを吐き出し、そして空を見る。

　混沌とした空そら模も様ようを見上げるその顔には、やはり何の表ひよう情じようも浮うかんでいなかった。




　紫帆には、それが少し悲しかった───。







《フルインストール》　電気的な刺激で自身の能力を増幅させるブラックドッグのエフェクト。

《サポートデバイス》　自分の行動を支援する装置を生み出すモルフェウスのエフェクト。

《光の剣》　光の剣を生み出すエンジェルハィロゥのエフェクト。

《獣の魂》　肉体の潜在能力すべてを解放するキュマイラのエフェクト。

《氷の加護》　攻撃に冷気を伝わせてダメージをあげるサラマンダーのエフェクト。

《バリアクラッカー》　電気の作用によって相手の防御をはじき飛ばすブラックドッグのエフェクト。

《球電の盾》　電撃によって相手の攻撃をはじくブラックドッグのエフェクト。

《歪みの体》　素手を変形させて相手の攻撃を受け止めるエグザイルのエフェクト。

《自動触手》　防御と同時に相手を切り裂く触手を発生させるエグザイルのエフェクト。

《黒の鉄槌》　重力球を飛ばして相手を攻撃するバロールのエフェクト。

《ドッペルゲンガー》　自分の分身を作り出し、総攻撃をかけるモルフェウスのエフェクト。

《ペネトレイト》　武器の硬度を上げて相手の装甲を貫くモルフェウスのエフェクト。

《レインフォース》　武器の性能を上げてダメージを与えるモルフェウスのエフェクト。

《マグネットフォース》　磁力で攻撃を自分に近づけるブラックドッグのエフェクト。

《氷盾》　氷の盾を作って攻撃を受け止めるサラマンダーのエフェクト。

《ジャイアントグロウス》　肉体の一部を肥大化させて大人数を攻撃するエグザイルのエフェクト。

《命の剣》　肉体そのものを武器と化し、攻撃力を倍増させるエグザイルのエフェクト。

リアクティブアーマー　攻撃に対応して爆発し、衝撃を受け流す防具。一度しか使えないが、ダメージを２Ｄ軽減できる。

《スプリットアタック》　武器を分裂させて一度に多人数を攻撃するモルフェウスのエフェクト。

《因果歪曲》　重力によって攻撃を拡散させるバロールのエフェクト。

《フルパワーアタック》　じっくりと力を溜めて攻撃するキュマイラのエフェクト。

〝賢者の石〟を使用　Ｄロイス〝賢者の石〟は１シナリオに１回、クリティカル値を２下げることができる。

《透過》　自分の肉体を一瞬だけ液体、気体状に変化させることで攻撃を無力化するエグザイルのエフェクト。











　　　ENDING PHASE




ＧＭ：さて、自じ律りつ判はん定ていは大だい丈じよう夫ぶでしたね？

一同：はーい。

柳也：まあ、きっちり二倍振ぶりだったけどな！（笑）

薫：全員そうだったみたいだね。

ＧＭ：うーん、今回はそれほど厳きびしくないはずだったんだけどなあ。カバーリングが多いからミナリは厳しいと思ってたけど。

ミナリ：まあ、私は今まで経けい験けん点てん稼かせいでますからね。

紫帆：わたしと柳也さんは出目が悪かったんだよね。

ＧＭ：まあ何はともあれ生せい還かんおめでとうございます。

ミナリ：あ、そう言えば槙絵さんはどうなったんですか？

ＧＭ：彼女は完全に人じん格かくを喪そう失しつしたよ。今は喋しやべることもできない。ただそちらの言っていることはわかるらしく、言うことは聞く。

一同：…………。

ＧＭ：彼女の今後についてはシーン内でやろうか。……では最初のエンディングから。







◆Ending 01◆残されたもの


Scene Player ─── 八重垣ミナリ






　その日、ミナリはＵＧＮ日本支し部ぶに来ていた。

　スティングであり、九条槙絵であった〝彼女〟を引き渡わたすためだ。

　彼女がこれからどうなるか、それはわからない。だけど───。




ＧＭ：ではミナリのシーンだ。……早さつ速そくだが、槙絵の処しよ遇ぐうを決めてやってほしい。

ミナリ：うーん……、もう少し詳くわしく彼女の現げん状じようを教えてもらえますか？

ＧＭ：うん。彼女がフルボーグであることや、オーヴァードであることは変わらない。だが、姿すがた形かたちは槙絵のままだ。結局《擬ぎ態たいの仮か面めん》がかかったまんま固定されたらしい。

薫：じゃあ、見かけは普ふ通つうなんだね。

ＧＭ：そうだね。そういった意味では普ふ通つうに暮くらせるよ。ただ、やっぱり人格がね。

薫：まっさら、なんだっけ？

ＧＭ：そう。反はん応のうは極きよく端たんに薄うすいし、言葉を発することもない。ただじっとしているだけだ。

紫帆：…………。

薫：だとすると、いったんはＵＧＮに預あずけるべきなんじゃないかな。……今後日にち常じように戻もどすとしても、リハビリは必要だよ。

ミナリ：……そう、ですね。

薫：紫帆くんやミナリくんがいつまでも面めん倒どうを見られるわけでもないだろう？　まあ、僕ぼくとしてもなんとかやってくれるのを祈いのるばかりだ。

ミナリ：…………。

薫：そう暗い顔にならないでくれ。……こんな状じよう態たいだけど、彼女は苦しみから解とき放たれ、まだ生きているんだ。将しよう来らい、キミたちと違ちがう形で再さい会かいするかもしれない。

ミナリ：……わかりました。では、私が責せき任にんを持ってＵＧＮ日本支部に送っていきます。

ＧＭ：了りよう解かい。では、シーンはそこからはじめようか。……ミナリは今、ＵＧＮ日本支部の地下駐ちゆう車しや場じようにいる。彼女を運ぶため、特別に来てもらったと考えてくれ。

ミナリ：では運転手さんにお礼を言いつつ、私は彼女の手を引いて車を降おります。

ＧＭ：すると、そこには医い療りようスタッフと霧谷が待っている。

ミナリ：霧谷さんに挨あい拶さつしてから言います。……今回はウチの支部のわがままを聞いてもらってありがとうございます。

ＧＭ：霧谷はいつもの口調で言う。「事じ情じようは聞きました。遠えん慮りよはしないでください」

ミナリ：これは事じ件けん後ごの彼女に関してのレポートです。……と報ほう告こく書しよを渡わたします。

ＧＭ：では霧谷はそれを受け取りつつ、「どうあれ、彼女はあの時点で止める必要があったでしょう。あのままでは最悪〝賢けん者じやの石〟自体が暴ぼう走そうしてもおかしくはなかった」

ミナリ：……あの、ひとつお願いがあるんですがよろしいでしょうか。

ＧＭ：「なんでしょう？」

ミナリ：なるべく早く、彼女が日常に復ふつ帰きできるように取りはからってもらえませんか？

ＧＭ：……霧谷はじっとミナリを見てから、はっきりとうなずく。「約束します」

ミナリ：…………。

ＧＭ：では、彼女は他の職しよく員いんに手を引かれて連れて行かれるけど。何か声をかけるかい？

ミナリ：…………あ、じゃあひとつだけ。（柳也に）槙絵さんの携けい帯たい電話、私が持ってきたことにしていいですか？

柳也：ああ、構かまわねえよ。

ミナリ：では、彼女に緑色の携帯電話を握にぎらせます。……これはあなたのよ。

ＧＭ：彼女は言われたままにそれを持ち、無む表ひよう情じようでそれを見るだけだ。




　その電話を見ながら、彼女はＵＧＮ職員に連れられて支部の中へと消えていった。

　彼女はそれに特別な意味を見いだすかどうか、それはまだ誰だれにもわからない。




　彼女が見えなくなってから、ミナリはその場を後にした。

　奇き跡せきのような可か能のう性せいを信じつつ、今はミナリ自身の現げん実じつへと。







◆Ending 02◆微び笑しようの意味


Scene Player ─── 千城寺薫






　その頃ころ、薫はホテルの部屋で自分の端たん末まつと向かい合っていた。

　端末の画面には彼の上司、その代理人が映うつっている。




　薫は上じよう機き嫌げんな様子で上司の命令を待つ。

　そう、その命令は彼の望むものでもあるのだ───。




ＧＭ：では次のシーン。薫のエンディングだ。

薫：僕はこれからどうなるのかな？　今のところ、槙絵ちゃんの件けんが解かい決けつしたからこの市に留とどまる理由はないんだけど。

ＧＭ：うん、その辺を解決するシーンだね。……というわけで場所は薫が泊とまっているホテル。キミの携帯端末には現げん在ざい、キミの上司から連れん絡らくが入っている。

紫帆：薫さんの上司……？

ミナリ：どんな人なんですか？

ＧＭ：うーん、シナリオの想定だと適てき当とうにＵＧＮ本部のエージェントだったんだけど。（薫を見て）……もうちょっとアクが強い方がいい気がするんだよね（笑）。

柳也：それは俺も賛さん成せいだ（笑）。

薫：はっはっは、僕はいたって真ま面じ目めなエージェントなのにねえ（笑）。

ＧＭ：まあいいや、次のセッションまでに考えよう。今はその代理人ということで、黒スーツにサングラスの男が映っていると思ってくれ。

薫：うん、了解。では僕はスィートルームのソファーに身を預あずけながら報告を行なうよ。

ＧＭ：では向こうは言う。「……事件の顚てん末まつはこちらでも確かく認にんした」

薫：よくある事件でしょう？　どこにでも転がっているような。

ＧＭ：「事件のあらましはな。……だが、押おさえておかなければならない点がある」

薫：その点とは？

ＧＭ：「ひとつはあのフルボーグだ。あの〝賢者の石〟専せん用ようのフルボーグなど、ＵＧＮにもＦＨにも作れる代しろ物ものではない」

薫：そうなのかい？　ＦＨの技ぎ術じゆつ力りよくならば、多少の困こん難なんならものにできそうなものだけど。

ＧＭ：「それはサンプルがあれば、の話だ」とエージェントは言う。「我われ々われの知っている限かぎり、ＦＨは銀の目となる〝賢者の石〟を入手していないはずだ」……もともと、銀の目に変わる石は鴉からすしか確認されてなかったからね。

ミナリ：なるほど。

薫：つまり、どこかで入手したってことじゃない？　こちらの知らない間にさ。

ＧＭ：エージェントはうなずく。「そう、彼らはあの〝賢けん者じやの石〟を入手したのだ。どこから入手したのか、誰から入手したのか、それが問題だ」

薫：……なるほど。協力者がいる可能性があるっていうことが問題なんだね。

ミナリ：協力者───もしかしてアキューズとか？

薫：可能性はあるねえ。

ＧＭ：で、エージェントは言う。「……千城寺薫、キミに指令を伝える」

薫：はいはい、なんでしょう？

ＧＭ：「七村紫帆を調ちよう査さし、護ご衛えいせよ」

紫帆：う……。

薫：では、にこりと笑えみを深くして言います。……了りよう解かいしました。でも、その前に確認を。

ＧＭ：「なんだ？」

薫：僕の性せい質しつをわかっていて、今回の仕事を振ふったのかな？　僕が好こう奇き心しんでしか動かないことをわかっていて。

ＧＭ：「…………」エージェントは黙だまったままだ。

薫：構かまわず僕は続ける。……もちろん指令は受けるよ。七村紫帆くん、あの子は興きよう味み深ぶかい存そん在ざいだ。あれほどの絶ぜつ望ぼう的な状じよう況きよう下かでもあきらめない……いや、あきらめられない。あれほどもがき、あがくオーヴァードは久ひさしぶりに見た。

ＧＭ：「キミのモチベーションが高くて何よりだ」と仏ぶつ頂ちよう面づらでエージェントは言う。

薫：ええ、そりゃあもう。あれほど面おも白しろい素そ材ざいに、さらに〝賢者の石〟だ。かつてなくやる気になってますよ、僕は。

ＧＭ：「では、キミを正式に鳴島市支部に組み込こむよう、日本支部には要よう請せいをしておく。キミは引き続き彼女の調査を続けてくれ」

薫：せいぜいがんばりますよ。……彼女が壊こわれない程てい度どに、ね。




　そうして通信は切れた。

　だが、話し相手がいなくなっても薫の微笑は消えない。




　楽しくて楽しくてしょうがない、とばかりに薫は笑う。

　まるで子こ供どものように、まるでピエロのように───。







◆Ending 03◆穿うがたれた穴あな


Scene Player ─── 七村紫帆






　遠くに見えるグラウンドでは、部活にいそしむ生徒たちが真しん剣けんな顔で体を動かしている。

　それを教室の窓まどから見て、紫帆は弱くため息をついた。

　どうしても槙絵のことが頭から離はなれない。

　どうしても、彼女を救えたのではないかと考えてしまう。




　……もう、彼女はいないのに。




ＧＭ：では紫帆のシーン。学校のシーンだ。今は授じゆ業ぎようも終わって放課後。

紫帆：……今回のことはショックだからなあ。きっとまだ本調子には戻もどってないと思う。

薫：まあ、そうだろうねえ。

紫帆：だからいつもだと放課後すぐに動き出すのに、今は教室にひとりで残ってぼーっとしてる。自分の机つくえにあごのせて、グラウンドの方とか見て。

ＧＭ：では残っていたクラスメイトが、「紫帆ー、帰らないのー？」と声をかける。

紫帆：うーん、帰るよー。……もうちょっとたったらねー。

ミナリ：で、さらにクラスメイトが言うわけですよ。「あ、そう言えばこの間転校生が来るとか言ってたけど、どうなったの？」

紫帆：う……！

薫：なんて鋭するどい一言！（笑）

ミナリ：いや、必要でしょ。この間紫帆は転校生を案内するって名目で授業抜ぬけてたし。

ＧＭ：まあな（笑）。

紫帆：じゃあ、ちょっと目をそらして言う。……あ、あの子は、その、この学校には来ないことになったんだって。……となんとか喋る。

ＧＭ：「えー、学校案内までしてたのにー？」

紫帆：うん……。せっかくいろんなところを案内したのにな。

ＧＭ：「そっかー。残念だね」などと言いながらクラスメイトは教室を出て行く。……ひとり取り残される紫帆。

紫帆：…………。




　太陽がかげりを見せ、学校から人が徐じよ々じよに少なくなっていく。

　夕ゆう暮ぐれの赤い光を見ながら、それでも紫帆は動かなかった。




ＧＭ：教室に誰もいなくなったので、三郎が現あらわれる。「……おい、一体いつまでここにいるつもりだ」

紫帆：うん……。そうだね、今日の予定もまだ残っているのにね。

ＧＭ：「わかってるなら動けばいいだろう」

紫帆：そうなんだけどさ……。

ＧＭ：……三郎はじっと紫帆を見る。どこか呆あきれたような、そんな表ひよう情じようで。

紫帆：じゃあ三郎から目を離はなして言います。……ちょっとしか一いつ緒しよにいなかったけど、やっぱり結けつ構こうショック大きいみたい。槙絵ちゃんのこと。

ＧＭ：「ショック受けやすそうだからな、お前」

紫帆：いや、そんなところをつっこまなくても……。それよりも、もっと、こう、フォローの言葉とかさあ。

ＧＭ：では半目で紫帆を見ながら、「お前……、俺おれに何を期待してるんだ」

紫帆：はぁ……。まあ、そろそろあきらめてるけど。

ＧＭ：「確たしかにお前を見ていると心配にはなるけどな」

紫帆：え？

ＧＭ：「もしお前が今回みたいな決けつ断だんを迫せまられた場合、しかも迷まよっている暇ひまが無かった場合。……どうなっちまうのかな」

紫帆：…………。

ＧＭ：ふう、と三郎は息をつく。「……まあ、世の中どうにもならんことはある。それくらいは覚かく悟ごしておくんだな」

紫帆：……今は、どれだけ考えても答えは出ないよ。

ＧＭ：「まあいいさ。そのときが来るまでに答えを見つけておけばいい」

紫帆：…………。

ＧＭ：「それに、あの妹だってお前が見てる限かぎりでは楽しそうだったんだ。アイツはあの数日間幸せだった。それだけは間ま違ちがいないだろ」

紫帆：……そう、だね。そう思う。




　それは身勝手な解かい釈しやくかもしれない。真実は違うのかもしれない。

　だが。記き憶おくの中の槙絵は、確かに幸せそうに、楽しそうに笑っていた。

　それがせめてもの救いだ。




　ようやく紫帆は立ち上がり、歩き出した。

　ゆっくりと、だが確かな足取りで───。







◆Ending 04◆タバコの煙けむり


Scene Player ─── 九条柳也






　その日、珍めずらしく柳也は朝早くに目を覚ました。

　暇に任まかせてペリゴールの屋上に上がり、昇ってくる朝日を見る。




　赤あか紫むらさきに輝かがやく太陽を見ながらゆっくり息を吸すい、ゆっくりと吐はき出す。

　……なぜか、胸むねに苦い味が広がった。




ＧＭ：では最後に柳也。

柳也：俺は珍しく早朝に起きて、ペリゴールの屋上でぼーっとしている。何をするでもなくぼーっと。

ＧＭ：了りよう解かい。では、そうしているとこの間までの記憶が脳のう裏りをよぎる。槙絵との生活の記憶だ。

柳也：…………。




　突とつ然ぜんの帰き還かん、八年前の姿すがたのままの槙絵。

　妹に対する苦手意い識しき、携帯電話を与あたえた時の笑顔。

　意識混こん濁だくに苦しむ槙絵の顔、それに対する自分の焦あせりと怒り。

　───そして、最後のほほえみ。




　すべてがないまぜになって柳也の中で渦うずを巻まく。

　延えん々えんと、延々と。




柳也：その感かん情じようのすべてを、俺は皮肉げに笑えみを浮うかべて受け流す。

ミナリ：…………。

柳也：それでつぶやく。……未練だな。




　冷たい風が吹ふき付けた。

　全身に風を浴びつつ、柳也はいつもの癖くせで懐ふところから出したタバコをくわえ、ライターを取り出す。




　ふと───声が響ひびいた。




「兄さん、またタバコなんて吸って。……体に悪いですよ？」




ＧＭ：と、槙絵の声がする。

柳也：…………。

紫帆：…………。

柳也：いや、俺は一いつ瞬しゆん手を止めるがそのままタバコに火をつける。……槙絵のことは割わり切ったし、もうそれについてウジウジ考える歳としでもねえ。

薫：…………。

柳也：そして最後にまたつぶやこう。誰だれに言うでもなく。




「失ったものは取り戻もどせない。死んだヤツにできることはない。……なあ、そうだろう？」




　柳也の吐はき出したタバコの煙が風に吹ふき散らかされていく。

　もうその中にいつもの幻げん視しは見えなかった。





To be continued


















　　　PREPLAY




　さて第一回のセッションが終わり、ＧＭである私は再ふたたび頭をひねっていた。

　考えるネタはもちろん次のシナリオ。次は再び紫し帆ほがメインとなるシナリオである。




　話の焦しよう点てんは考えてある。第一話で柳也に迫せまった決けつ断だん、それに近いようなことを紫帆にもしようという意図だ。これにより柳也の決断との差さ異い、または相そう似じ性せいを出し、彼女の心の動きを表そうとＧＭである私は考えているわけだ。




　また、キャンペーンとしての流れも進めねばならない。個こ別べつの話の他ほかに、全体のお話である要よう素そも入れ込み───私はシナリオを完成させた。





＊　　　＊　　　＊






　そして、プレイ当日。私はまず恒こう例れいとなったシナリオテーマを発表した。




ＧＭ：というわけで、今回のシナリオテーマは〝ジャーム〟です。

柳也：（げっそりした顔で）毎度毎度のことながら、イヤな単語しか出てこねえな。

ミナリ：でも、前にもジャームっていうテーマでやりましたよね。一巻かんの二話目かなにかで。

紫帆：あ、うん。やったやった。

ＧＭ：一巻の時は〝ジャーム化〟だね。今回は〝ジャーム〟そのものだ。

薫：……微び妙みような差だね。

ＧＭ：言葉にするとね。でも、いろいろ違ちがうところはあるのさ。……ふふふ。

紫帆：またいやな笑いを……（笑）。

ＧＭ：では、まずは今回のハンドアウトから読み上げましょう。




▼ＰＣ①：七なな村むら紫帆

ロイス：鳶永拓真とびなが・たくま　　　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：好意／ネガティブ：不安

　半月前、キミのクラスに転校してきた少年。それが鳶永拓真だ。

　陽気で人付き合いがよい彼は、このわずかな期間でクラスの一員としてすっかりなじんでしまった。

　もちろん、キミと彼の仲も悪くはない。というより向こうはどうやらキミに興きよう味みを持っているようで、色々と気にかけてくれる。

　悪い気分ではないのだが、どうするか……？




ミナリ：おー、初めて少年キャラが出てきた。

ＧＭ：まあ、同年代だけどね。

紫帆：興味を持たれている……らしい。

紫帆：とりあえず一いつ般ぱん人じんなのかな。

ＧＭ：とりあえずは。……一般人だといいな！

ミナリ：……たいてい一般人じゃないけどね、こういうのは。

柳也：まあ、そうだよなあ（笑）。




▼ＰＣ②：八や重え垣がきミナリ

ロイス：鳶永拓真　　　推奨感情　ポジティブ：好こう奇き心しん／ネガティブ：猜さい疑ぎ心しん

　今、キミのクラスは文化祭の準じゆん備びの真っ最中だ。

　そんな忙いそがしい中、鳶永拓真という少年がキミのクラスに編へん入にゆうしてきた。

　すぐにクラスに馴な染じみ、ムードメーカーになりつつある拓真だが、キミは彼を無む条じよう件けんで信用することができなかった。

　彼の立ち居い振ふる舞まいが、身のこなしが、何かを隠かくしているように思えるのだ。




紫帆：あ、疑うたがってる。

ミナリ：ほーら、一般人じゃなさそうだ（笑）。

ＧＭ：だから言ったじゃん。「一般人だといいな」、って（笑）。

薫：ところで、文化祭が近いんだね。

ＧＭ：うん。今回は十一月の中ちゆう旬じゆんを想定してます。前の事じ件けんからは一ヶ月くらい経たっている感じかな。

紫帆：なるほどなるほど。




▼ＰＣ③：九条柳也くじょう・りゆうや

ロイス：〝シュヴァリエ〟　　　推奨感情　ポジティブ：執しゆう着ちやく／ネガティブ：悔かい悟ご

　前の事件から一ヶ月ほどたったある日。キミの元に一本の電話が舞まい込んだ。

　電話の主はあの〝アキューズ〟。ヤツはいけしゃあしゃあと、キミに依い頼らいをしたいと言う。

　依頼内ない容ようは〝シュヴァリエ〟なるジャームの調ちよう査さ。

　もちろん、ヤツからの依頼など聞いてやる義ぎ理りはない。だが、ヤツはそれを見み越こしてキミに言う。依頼の報ほう酬しゆうは、キミの妹、槙絵の情じよう報ほうだと。




薫：シュヴァリエ……。（唐とう突とつに）シュバシュバシュバ～。




　シュバシュバシュバ～……。




ＧＭ：って何ですか、かわたなさん！　藪やぶから棒ぼうに意味不明な擬ぎ音おんを！（笑）

紫帆：か、かわたなさんがなんかおかしい！（笑）

薫：いや、疲つかれているだけなんで気にしないでくれ。……ところでそのジャームが登場するときはもちろんシュバシュバと効こう果か音おんが入るんだろうね？




　入りません。




ＧＭ：…………ま、まあいいや（笑）。ともあれ、ジャームを調査しろっていうご依頼だよ。

ミナリ：シュヴァリエって騎き士しって意味でしたっけ？

ＧＭ：うん、騎士とか騎兵って意味だね。

柳也：まあジャームの調査くらいならいいんだが、問題は依い頼らい者しやだな。……アキューズかよ。

紫帆：（眉まゆを寄よせて）正直、会いたくないなあ。

ミナリ：でも、槙絵さんの情報って前の事件でほとんどわかったんじゃ？

柳也：いや、わかんねえことだらけだな。槙絵がなんでさらわれたのか、誰だれに殺されたのか、その辺は全然わかってねえ。

ミナリ：あ、そうか……。

ＧＭ：アキューズはそのあたりを引き合いに出して交こう渉しようしてくる感じだね。

柳也：……ちっ。




▼ＰＣ④：千城寺薫せんじようじ・かおる

ロイス：初島知冬はつしま・ちふゆ　　　推奨感情　ポジティブ：好奇心／ネガティブ：隔かく意い

　キミの上司、ＵＧＮ中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ員いんのひとり、テレーズ・ブルムより指令が下った。

　紫帆と同じような賢けん者じやの石を持っていた少女、初島知冬について調査せよとのことだ。

　ＵＧＮの記録では二年前に彼女は死に、その後石の行方ゆくえはわからなくなった。

　だが、その事件の関係者である少年が今鳴なる島しま市にいるらしい。彼を手がかりにして、石について調査するのが今回のキミの役目だ。




薫：テレーズ・ブルム？

ＧＭ：薫の上司だよ。薫へ出す指令とか、薫自身の設せつ定ていとかを考えると、ちょっと既き存そんキャラクターだと合わなくてね。結局新キャラになったのよ。

ミナリ：いや、でも、この〝ＵＧＮ中枢評議員のひとり〟ってホントですか!?




　中枢評議会とは、ＵＧＮの最高意い思し決定機関のこと。

　評議会は十二名の評議員で構こう成せいされ、彼らの意思によって世界中のＵＧＮが活動している。




ミナリ：これってつまり、ＵＧＮの中で一番偉えらい人ってことですよね？

ＧＭ：まあそうだね。地位としては彼女より上の人間はいないよ。……薫はＤロイス：特とつ権けん階級持ってるから、このくらいの人間の方が上司として向いてるかな、と。

柳也：う～ん、いきなりすごいのが来たもんだ。

薫：ちなみにどんなキャラクターなんだい？

ＧＭ：フランス人の研究者。現げん在ざい十四歳さい。くすんだ金きん髪ぱつがちょっと巻まき毛になっている、外見だけならこまっしゃくれた少女。

紫帆：十四歳！　若わかい！

薫：あー、なぜか僕ぼくは十五歳で想そう像ぞうしてた（笑）。

ＧＭ：変なシンクロが（笑）。……ともあれ、研究畑の人間です。薫との相あい性しようもいいでしょう。

薫：それじゃあ、ＧＭ。僕、初期ロイスとして上司に取ってたんだけど、テレーズちゃんに変えていいかな。特に名前も決めてなかったんだけど。

ＧＭ：ああ、それならいいでしょう。薫は基き本ほん的にこの人から指令を受けていたということで。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：ハンドアウトはこれで全部です。では、皆みなさんキャラクターの成長を行なってください。

一同：はーい。




　お互たがいのハンドアウトを確たしかめつつ、一同は成長方ほう針しんを相談していく。

　そしてしばしの後……。




▼七村紫帆の成長

ＧＭ：というわけで紫帆から成長の報ほう告こくをしてください。

紫帆：はーい。ものすごい迷まよいました。《復ふく讐しゆうの刃やいば》取りたかったんだけど……。

柳也：ありゃ、取らなかったのか。

紫帆：うん、実はクリティカルを下げる《全知の欠片かけら》が組み合わなくて。

薫：あー、なるほど。それは厳きびしいね。

紫帆：というわけで、《獣けものの王》を取りました。これで〝賢けん者じやの石〟と合わせて切り札二枚まい目めです。

ミナリ：絶ぜつ対たい命中のエフェクトかー。それは安心するね。

紫帆：あと《水すい晶しようの目》を取りました。視し覚かく範はん囲いが広がります。最近〈知覚〉判はん定ていが多い気がするし、役に立つかなあと。

柳也：この間も不意打ちの判定とかあったしな。

紫帆：これで三さぶ郎ろうをちょっと飛ばして偵てい察さつさせるとかができます。名付けて三郎アイ！（笑）




　三郎は幻げん影えいなので目はありません。




柳也：三郎アイ！　すごい響ひびきの言葉だな、おい！（笑）

ＧＭ：いや、それって《水晶の目》で自分が見てるだけだから（笑）。

紫帆：そうそう、演えん出しゆつだけなんですがやりたかったのです（笑）。




▼八重垣ミナリの成長

ミナリ：私は《氷雪の守しゆ護ご》を２レベル取りました。これでだいたい防ぼう御ぎよ系けいで取りたいものは取れたかな。あとは攻こう撃げき力りよくをちまちま上げていくだけ。

ＧＭ：ミナリは攻撃力で苦労するからねえ。

ミナリ：当たることは当たるんですけどね。前は命中で苦労したから《バリアクラッカー》で命中をするようにしたのに……ダメージが通らない！（笑）

柳也：どっちかってえとミナリの場合はダイス目によるんじゃないか？

ミナリ：それは言わない約束で！（笑）




▼九条柳也の成長

薫：で、柳也くんは結局何を取ったんだい？

柳也：まず《灰はい色いろの庭》と《サポートデバイス》のレベルを上げた。

ＧＭ：ああ、やっぱり《灰色の庭》上げたか。

柳也：もちろん！　このエフェクトが今、俺おれたちの生命線ですから。

紫帆：（うなずいて）何度も助けてもらってるからなあ……。

柳也：で、最後に《時間凍とう結けつ》を取りました。

一同：ええええええええええええっ!?

ミナリ：《時間凍結》ですか!?　８点も侵しん蝕しよく率りつが上がるうえに行動増ふえるじゃないですか！

紫帆：侵蝕率、大だい丈じよう夫ぶですか……？

柳也：なんか役に立つかもしれないだろ。

ＧＭ：そりゃ、役には立つだろけどねえ（笑）。

ミナリ：うわー！　柳也さん帰ってきてー！

薫：……なんか柳也くんの死し亡ぼうフラグのようだね（笑）。

柳也：いいんですよ！　シーン登場のダイスさえまともなら機き能のうするんですから！（笑）

ＧＭ：そう言っておいて、まともだったことが無いけどなー（笑）。




▼千城寺薫の成長

薫：いろいろ考えたんだけど、一点集中よりも状じよう況きように対たい応おうできるように伸のばすことにしたよ。

ＧＭ：ほうほう。

薫：まず《ギガンティックモード》。いつでも範はん囲い攻撃ができるようになりました。

ＧＭ：うん、それは重要だ。

薫：もうひとつは《地じ獄ごく耳みみ》を。……最初は【社会】を上げようかと思ったんだけど。今情じよう報ほう収しゆう集しゆうはミナリくんに任まかせっきりだしねえ。

ミナリ：でも、私Ｄロイス：起き源げん種しゆなんで高い目もく標ひよう値ちになると苦手なんですよね。

薫：だからこっち取ったよ。これでだいぶ情報収集のダイスが増ふえる。

紫帆：ああ、ありがたい。

薫：これでいろんなことが聞ける！　もっと僕に面おも白しろいことをー！（笑）

柳也：結局そういう目的かよ（笑）。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：では最後にＰＣ間ロイスを。順番は紫帆[image: ]ミナリ[image: ]柳也[image: ]薫[image: ]紫帆の順番で。

一同：はーい。

紫帆：えーと、ミナリに対してはポジティブが〝信しん頼らい〟。……いままで色々あったから。

ミナリ：（うなずいている）

紫帆：ネガティブが……〝不ふ快かい感かん〟。

ＧＭ：いままで色々あったから（笑）。

ミナリ：えええええええええっ！（笑）

紫帆：いや！　違ちがいますよ！　ほら、今回は同じ転校生を巡めぐって立場が違うから……。

柳也：で、〝不快感〟なわけか。なるほどな。

紫帆：そうです。ミナリが疑うたがう方、わたしがかばう方なので。

ＧＭ：で、ミナリから柳也は？

ミナリ：ポジティブが〝尽じん力りよく〟、ネガティブが〝不安〟。すぐにジャーム化しそうだし（笑）。

薫：まあ、キミが心配するのはよくわかるよ（笑）。

柳也：で、俺は薫に対してポジティブ〝連帯感〟、ネガティブ〝食しよく傷しよう〟。

薫：いつも通りだね。

柳也：まだ本部に帰んねえのかよ、と思っている。

薫：ふふふ、僕はそのツンデレ性せいがたまらないのさー（笑）。

柳也：って、なんでそうなるんだ！（笑）

薫：いやあ、前回の妹に対するツンデレは堪たん能のうさせてもらったからねえ。是ぜ非ひアレをもう一度見たいんだ（笑）。

紫帆：か、変わった人だなあ（笑）。

薫：で、僕は紫帆くんに〝好奇心〟と〝憐れん憫びん〟だ。厄やつ介かいな環かん境きように陥おちいった紫帆くんをかわいそうにと思っている。

ＧＭ：了りよう解かい。では、改めてゲームを始めましょう。







《復讐の刃》　防御を棄てて力任せに反撃するキュマイラのエフェクト。

《獣の王》　最大限に殺気を込めて、相手の防御を無効化するキュマイラのエフェクト。

《水晶の目》　光をねじ曲げて、見えない角度のものを見えるようにするエンジェルハィロゥのエフェクト。

《氷雪の守護》　周囲に氷を這わせることによってダメージを軽減するサラマンダーのエフェクト。

《時間凍結》　ごくごく短時間の時間を止め、その間に自分だけが動くバロールのエフェクト。

《ギガンティックモード》　武器を巨大化させて多人数を攻撃するモルフェウスのエフェクト。

《地獄耳》　領域内の情報を半自動的に集めるオルクスのエフェクト。











　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆転校生


Scene Player ─── 八重垣ミナリ






　職しよく員いん室しつでその少年を最初に見たとき、ミナリは〝軽そうだな〟と思った。

　目の前では担たん任にんの教きよう師しがその少年───転校生・鳶永拓真の説明をしている。

　その説明を話半分で聞きながら、ミナリは横目で彼を見た。

　すらりとした長身に、細身の体。どことなく野や性せい味みのある顔に、いたずらっぽい笑え顔がおが浮うかんでいた。




ＧＭ：では、最初のオープニングはミナリから。

ミナリ：（ハンドアウトを見て）半月前のシーンですか？

ＧＭ：そうそう、鳶永拓真が転校してくるシーンからだね。……というわけで、今ミナリは職員室にいる。転校生を先に紹しよう介かいするから、と担任の先生に言われたのだ。

ミナリ：はい。

ＧＭ：紹介されたのはひとりの少年。……それなりに長身で、髪かみを後ろに流しており、野生動物を思わせるような精せい悍かんな顔つきには、楽しげな笑みが浮うかんでいる。

ミナリ：……初めて見る顔だな、と思いながら先生に先を促うながします。

ＧＭ：「八重垣、こっちが鳶永拓真。今日からクラスに入ることになった」

ミナリ：……ずいぶん変わった時期ですね。

ＧＭ：「家の事じ情じようということらしい。で、こんな時期なんでな。先にお前にだけは話しておこうと思ったんだ。クラス委員として、鳶永の手助けをしてやってくれ」

ミナリ：それは……構かまいませんが。

ＧＭ：すると先生が拓真に「彼女がクラス委員の八重垣ミナリだ」と言うと、拓真は右手を差し出して「……鳶永拓真です。よろしく」

ミナリ：八重垣ミナリです。何かわからないことがあったらいつでも聞いてください。……素す直なおに手を握にぎります。

ＧＭ：では、先生が「あ～、それから八重垣。そろそろ文化祭で何をするか決めないとまずいぞ。明後日が提てい出しゆつ日びだ」と言う。

薫：おお、文化祭。

ミナリ：えーと……これって、こっちで決めちゃっていいんですか？

ＧＭ：うん、どんなことをするかはＰＣで相談して決めてもらって構わんよ。まあ、後でね。

ミナリ：では先生には了りよう解かいの意を伝えておいて、拓真くんと一いつ緒しよに職員室を出ましょう。

ＧＭ：了解。では歩き始めるとすぐ、拓真がミナリに声をかける。「……な、ちょっといい？」

ミナリ：そっちには目を向けずに言う。……何ですか？

ＧＭ：「今日の夜って空いてる？　食事にでも行かない？」

ミナリ：…………は？

ＧＭ：「デートの誘さそいだよ。ちょっと固そうだけどいいな～、と思って。……どう？」拓真は悪びれもせずに言う。

柳也：しょ、初手からミナリをナンパか（笑）。

薫：今までに無いパターンだねえ（笑）。

ミナリ：では、ものすごいため息をついてから言います。……バカなことを言わないで。

ＧＭ：すると彼はしまった、とばかりに顔をしかめて。「あー、もしかしてアンタ外見通りだったりする？　俺まずいこと言ったか？」

ミナリ：……初めて会って五分で呆あきれ果はてたのは久ひさしぶりです。

紫帆：久しぶり？

ミナリ：柳也さんと合わせてふたりめ。

柳也：俺かよ！　……まあ、反はん論ろんできねえけど（笑）。

ＧＭ：「しまったなー」とか言いながら、拓真は歩いているけど。

ミナリ：……無む視しして早足で教室に向かいます。どうせ教室についたら終わりだし。

ＧＭ：了解。では、ミナリが数歩を踏ふみ出したその瞬間─しゆんかん──。




　ずぶり、と。

　ミナリは背せ中なかから透とう明めいな刃は物ものを刺さされたような感覚に襲おそわれた。

　殺気や攻こう撃げき的な気配ではない。あまりにも強い違い和わ感。その感覚の強さゆえに、攻撃されたかと勘違いするほどの。




ＧＭ：そんな感覚が突とつ如じよミナリを襲おそう。……キミの背はい後ごから。

ミナリ：……っ！　あわてて背後を見る！

[image: ]

ＧＭ：だが、その時にはもうその感覚は消える。そして後ろを歩いていた拓真がミナリに気づいて足を止めた。「……おっと」

ミナリ：彼以外に人の姿すがたは？

ＧＭ：遠目にはちらほら。いないわけじゃないけど、基き本ほん的には拓真ひとりだ。拓真はさっきと同じように笑って、「ん？　今日の夜、つきあってくれる気になった？」と。

ミナリ：（ため息をついて）いえ、なんでもないわ。……今はそう言ってごまかしておこう。

ＧＭ：了解。では、キミたちは教室に入り───。




　こうして、鳶永拓真はクラスの一員となった。

　ノリがよく、器用な彼はすぐにクラスメイトたちの心をつかみ、環わの中にとけ込んだ。

　……最初の自じ己こ紹しよう介かいの時に、ミナリに袖そでにされたことを自分から発表したのがクラスメイトに受けたのかもしれないが。




　だがミナリは拓真に対する警けい戒かいを解といていなかった。

　あの違和感が、エージェントとしての勘が告げるのだ。

　彼は危き険けんである、と。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：とまあ、そんなオープニングなわけだが。

柳也：やっと男子の高校生が出てきたかと思えば、こんなキャラか（笑）。

薫：ミナリくんとはまさに相あい性しよう悪わるそうだねえ（笑）。

ミナリ：対たい極きよくみたいな性せい格かくですからね。

ＧＭ：で、シーン中にちょっと話が出たけど……文化祭、何する？

紫帆：う───ん、どうしようか。

ミナリ：順当に言えば喫きつ茶さ店てんとか、お化け屋や敷しきだけど……。




　相談を始める一同。

　喫茶店にして柳也を引ひっ張ぱり出す、適てき当とうな展てん示じにしてごまかす、などアイデアはたくさん出たが、最後にはこうまとまった。




ＧＭ：それじゃあ演えん劇げきをやるってことでいいのね？　題目は『三さん銃じゆう士し』で。

紫帆：その一ひと幕まくを切り出してやる感じで。……王おう妃ひの首くび飾かざりを取り返すシーンとかかな。

薫：しかし『三銃士』とはまた渋しぶいね。

ミナリ：だってＧＭが「どれだけ成功したか判はん定ていで決める」って言うから。なるべくアクション性せいが高いものにしたかったんです。

柳也：ミナリはともかく、紫帆は〈芸術：演えん技ぎ〉あたりは全然ダメだろ（笑）。

紫帆：はーい、能のう力りよく値ち１です（笑）。

ＧＭ：開き直ってるな（笑）。ともあれ了りよう解かいだ。……じゃあ次のシーンに。







『三銃士』　アレクサンドル・デュマ著の小説。十七世紀のフランスを舞台とし、主人公は銃士見習いの青年ダルタニャン。彼がアトス、ポルトス、アラミスの〝三銃士〟と共に活躍する様を描いたもの。











◆Opening 02◆苦い取引


Scene Player ─── 九条柳也






　その日、その電話が来るまで、柳也はいつも通りの日にち常じようを送っていた。

　槙絵の一いつ件けんからも柳也は変わらず、惚ほうけた毎日を過すごしていたのだ。

　だが、そんな日々も一本の電話であっさりと崩くずれ去る。

　───仇きゆう敵てきからの電話で。




ＧＭ：では次は柳也のシーン。侵しん蝕しよく率りつ上げてね。

柳也：（ダイスを振ふって）うおっ!?　最初から９点も上がった！

薫：お、また来たね（笑）。

ミナリ：そうそう、柳也さんの１シーン目はこれが無いと（笑）。

柳也：お約束にしないでくれ（笑）。

ＧＭ：では槙絵の一件があってからしばらく。柳也には静かな日常が戻もどってきていた。

柳也：なんにも変わらず、カウンターに脚あし投げ出してぼーっとしてるぜ。タバコ吸すいながら。

薫：……なんというか、稼かせぐ必要のない喫茶店っていいねえ（笑）。

柳也：まあ、俺の本ほん職しよくは支し部ぶ長ちようだからな。喫茶店は趣しゆ味みのようなもんだ。

ＧＭ：でも、支部長としての書類仕事もミナリがやってる気がするんだが。

柳也：まあ……、俺は戦せん闘とう専せん門もんだからな（笑）。

ミナリ：支部長としてもやる気無いじゃないですか！（笑）

薫：かなりの穀ごく潰つぶしだね（笑）。

ＧＭ：では柳也がぼーっとしているある日。ペリゴールの電話が鳴る。……ジリジリジリン。

柳也：あ～……。放置しよう。

紫帆：放置っ!?（笑）

柳也：ＵＧＮからの連れん絡らくは携けい帯たい端たん末まつだろ？　店にかけてくるなんてロクなもんじゃねえ。で、四分くらい放っておいてまだ鳴ってたら取る。

ＧＭ：それはスゴイな（笑）。もちろん放置してても電話は鳴るぞ。ずーっと鳴る。

柳也：じゃあ取るさ。……あー、もしもし？　電話間ま違ちがってませんか？




　ひどい第一声もあったものである。




ＧＭ：「……やる気のない様子は相変わらずか」淡たん々たんとしたアキューズの声がする。

柳也：む、この間ヤツにはヒドイ目にあわされたからな。さすがに顔をしかめて言おう。……ちっ、お前かよ。いったい何の用だ。俺おれにはお前と話すことなんざ欠片かけらもねえぞ。

ＧＭ：「コーヒーを届とどけて欲ほしい」

柳也：出前かよ!?　ウチはやってねえぞ！

ＧＭ：「冗じよう談だんだ」

柳也：…………こ、こいつ、微び妙みように扱あつかいづらくなったな（笑）。

ＧＭ：「本題はこちらだ。……お前に仕事を頼たのみたい」

柳也：お前が、俺に……仕事だと？

ＧＭ：「そうだ」

柳也：おいおい、何の冗談だ。俺はお前と違ってワーカホリックなわけじゃねえ。しかもお前からの仕事？　なんでそんなもんを受けなきゃならん。

ＧＭ：アキューズは動じずに言う。「報ほう酬しゆうはお前の妹の仇かたき。……その情じよう報ほうだ」

柳也：む……。それは沈ちん黙もくするな。

ＧＭ：「なぜお前の妹があのような姿すがたになったのか───それを知りたくはないか？」

柳也：ちょっと待て。まず確かく認にんさせろ。……なんでお前がそんな情報を持っている？

ＧＭ：「お前の妹が宿った〝賢けん者じやの石〟をＦＨに渡わたしたのはこの俺だからだ」彼の声の調子は変わらない。

紫帆：えええええええええっ!?

薫：これはまた……びっくりだねえ。

ＧＭ：「これ以上の情報はお前がこちらの依い頼らいを解かい決けつしたら教えよう」と言うアキューズ。

柳也：断ことわれば……その情報は手に入らないってことか。

ＧＭ：「その通り」

柳也：…………。

ＧＭ：…………。

柳也：ちっ、断る理由がねえな。終わったこととは言え、槙絵をあんな風にしたヤツには興きよう味みがある。渋しぶ々しぶアキューズに言う。……俺は何をすればいい？

ＧＭ：「……今、お前の携帯端末に画が像ぞうを一枚まい送っておいた」と言うアキューズ。

柳也：とりあえず引き寄よせて電でん源げんを入れる。

ＧＭ：そこにはひとりの少年の姿が映うつっている。……比ひ較かく的長身の、精せい悍かんな顔立ちの少年だ。

ミナリ：ん……？

ＧＭ：で、アキューズは続ける。「その少年のコードネームは〝シュヴァリエ〟。れっきとしたジャームだ。七村紫帆に興味を持ち、この鳴島市にやってきた」

柳也：……ＦＨのジャームか？

ＧＭ：「いや、そうではない。……その少年の調ちよう査さがお前に頼みたい仕事だ」

柳也：それだけか？　……ならなんでお前が自分で動かない。

ＧＭ：「さあな。俺はこれをお前に依頼しろ、と言われただけだ」

柳也：雇やとい主の意向、か。……ちっ、お前のバックにいる奴やつらは一体何を考えている？

ＧＭ：「それは俺にもわからない。だが、俺の雇い主も七村紫帆に興味があるようだ」

薫：……紫帆くん、モテモテだね（笑）。

紫帆：（いやーな顔で）うわあ、大人気ー。

ミナリ：ホントにうれしくなさそうね……（笑）。

ＧＭ：「俺から話せるのは以上だ」

柳也：まあいい、仕事の方は受けるさ。と言っても、俺は面めん倒どうなことは嫌きらいでね。いつ終わるかなんざわからんぞ？　……と、揺ゆさぶってみよう。

ＧＭ：「そう長くはかかるまい。……その少年はジャームだ。すぐにでも事じ件けんは起きる。お前が本業として動かなければいけない事件がな」

柳也：……ちっ、少しはあわてるそぶりくらいしろよ。

ＧＭ：「では、期待している」




　そう言い残して、アキューズからの電話は切れた。

　渋い顔のまま柳也は受話器を戻もどし、つぶやく。

「……やれやれ、せっかく暇ひまだったんだがな。これで台無しだぜ」







◆Opening 03◆彼の行く道


Scene Player ─── 千城寺薫






　鼻歌でも始めそうなほど上じよう機き嫌げんで、薫は机つくえを片かた付づけ、椅い子すを引き、怪あやしげな器具を準じゆん備びする。

　彼のいるのは喫きつ茶さ店てんペリゴール。店主である柳也は外出中。

　その間に───是ぜ非ひともやっておきたいことがあった。




ＧＭ：では薫のオープニング───。

薫：（言葉を遮さえぎって）ＧＭ！　超ちようやりたいシーンがあるんですが！

ＧＭ：お？　まあ最後にテレーズからの依頼があればこっちはＯＫですけど。

薫：うん、それはやる。……で、そのために紫帆くんに協力してもらいたいんだけど。

紫帆：え？　わたし？

薫：そうそう。……実は、紫帆くんの〝賢者の石〟に《サイコメトリー》を使いたいんだよ。

紫帆：え？　石に？

薫：前回の事件も石が焦点になったからね。なるべく情報を集めておきたいんだ。

紫帆：まあ、それくらいならいいですが……。

薫：では場所は……そうだね喫茶店ペリゴールで。柳也くんが外出している時を狙ねらおう。

ＧＭ：わかりました。じゃあシーンはペリゴールで。ふたりとも侵蝕率を上げてください。

薫：うん。紫帆くんを適てき当とうな椅子に座すわらせて、僕ぼくはその正面に立って言う。……紫帆くん、是非僕に協力してもらいたいことがあるんだ。と言ってさっきの話を。

紫帆：えーと、わたしも情報は欲しいんで、協力するのはＯＫなんですが……。でも、石はわたしの心しん臓ぞうに埋うまってるんですよね。（ＧＭに）これってエフェクト使えるんでしょうか？

ＧＭ：う～ん、まあＯＫにしよう。ただし、その分目標値は高めに設定させてもらうけど。

薫：というわけで、どうだい紫帆くん！　痛いたくないしすぐ済すむよ！

紫帆：こ、こう何というか。プレイヤー的には全然ＯＫなんだけど、あまりにも薫さんがうさんくさくて迷まよってしまう（笑）。

ミナリ：気持ちはよくわかる（笑）。

薫：じゃあ真ま面じ目めな顔になって言おう。……紫帆くんもわかっていると思うが、最近の事件はキミの〝賢者の石〟を中心に起きている。

紫帆：は、はい。それはわかります。

薫：だから石について調べることは必要なんだ。……どうだい？　わかってくれるかい？

紫帆：まあそれでもわたしも〝賢者の石〟については色々知りたいと思ってましたし。三郎は当てにならないし。……お願いします。

薫：よし！　じゃあこっちの椅子に座って。で、後ろ向いてくれるかな？

紫帆：は、はい。……なんか不安だなあ（笑）。

薫：で、僕は後ろに立って紫帆くんに言うよ。実は───僕は心しん霊れい手しゆ術じゆつが得意でね。

紫帆：…………え？（笑）




　心霊手術とは、患かん者じやにまったく傷きずを付けずに患部を摘てき出しゆつする手術のこと。

　……もちろん薫の設せつ定ていにそんな単語はひとつも出てこない。




一同：ええええええええええっ!?（笑）

ＧＭ：突とつ然ぜんなんですか、それは！　前のセッションじゃ一言も言わなかったのに!?（笑）

薫：（聞いてない）だから僕のイバラはその気になればキミの肉体を透とう過かして心臓の〝賢者の石〟を調べることができるのさ！

紫帆：うさんくささが倍ばい増ぞうしたー！　さっきの説得力もキューッと下がるんですが！（笑）

薫：大だい丈じよう夫ぶ！　僕のイバラは遺い伝でん子しの間を通り抜ぬけるから！

紫帆：何が大丈夫なのか全然わかりません！（笑）

薫：というわけで逃にげかける紫帆くんの後頭部をわっしとつかみ、そこからイバラがするすると彼女を覆おおっていくよ。

紫帆：ろ、ろーぷ！　ろーぷ！（笑）

薫：は～い、これはセメントルールだからロープブレイクありませ～ん。

ミナリ：も、もう何がなんだか……（笑）。

柳也：あー、ＧＭ。その、いいのか？

ＧＭ：えーと、紫帆がホントにイヤなら止めるけど。

紫帆：いや、これはこれで面白いので！（笑）

柳也：紫帆がいいならいいや（笑）。

薫：というわけで判はん定ていします。……って実はダイス１個こだけだけど。

ミナリ：１個ですかっ!?

薫：えい。……あ、ファンブル。

一同：ファンブル振ふったああああああああああっ！（笑）




　ダイスの神様は盛もり上げるのがお好きなようである。




薫：では《サイコメトリー》を始めた瞬間、僕の頭の中にオソロシイほどの情じよう報ほう量りようが流れ込こんでくる。……こ、この闇やみは───う、宇う宙ちゆう!?

ＧＭ：ここぞとばかりに適てき当とうなことを言わないでください（笑）。

薫：ああああああああああっ！　ぼ、僕が吸すい込まれる───っ！　た、助けてーっ！（笑）

紫帆：わたしも後頭部つかまれっぱなしー！　助けてー！（笑）

柳也：わかったわかった。俺が帰ってくるよ。……登場して侵しん蝕しよく率りつ２％上じよう昇しよう。

ＧＭ：では柳也が帰ってくると、薫が紫帆の後頭部つかんで面おも白しろくけいれんしている（笑）。

薫・紫帆：た・す・け・てー（笑）。

柳也：おい！　何してんだ薫っ！　……と叫さけんで薫に重力弾だんぶち当てて吹ふき飛ばす。

ＧＭ：ではそれで接せつ触しよくが切れて、薫も紫帆も自由になる。薫は脇わきから重力弾食らって、変な体たい勢せいで吹っ飛ぶけど（笑）。

柳也：ったく……。紫帆、大丈夫か？

紫帆：た、助かりました……。

薫：ふふ……。イバラの城しろからお姫ひめ様さまを助ける、さしずめ柳也くんはナイトだね？（笑）

柳也：…………おい、もう一回食らいてえのか？

薫：（あっさり立ち直って）それはごめんこうむるよ。まあ、今日は重要なことがわかったからよしとするさ。……ふふ、宇宙、か。

ミナリ：いや、それはファンブルが見せた幻げん影えい……（笑）。

薫：ではそろそろシーン終わっていいかな。

ＧＭ：ちょっと待って！　ハンドアウトに書かれているオープニングやってない！（笑）

紫帆：あ！（笑）

ミナリ：こっちに夢む中ちゆうになってすっかり忘わすれてた（笑）。

ＧＭ：というわけで間ま違ちがった宇宙の真理に迫せまっちゃった薫はですね（笑）。

薫：なんだかよくわからないが、すごいパワーだった！（笑）

ＧＭ：薫が宿にしているホテルに帰ったところから再さいスタートします。帰ってきたら携けい帯たい端たん末まつに着信のサインが出ている。

薫：おや？　とりあえず開こうか。

ＧＭ：すると画面の向こう側にはテレーズ・ブルムが映うつる。

薫：ふむ、テレーズちゃんからか。

ＧＭ：「薫？　まだ鳴島市にいるんでしょ？」と、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、それこそ人形のような少女が言う。まあ、白衣は着てるけど。

薫：ふふ、人形のようでいて人形より美しいキミは宝たからだよ。




　意味がわからない。




ＧＭ：「……頭膿うんでるの？」と眉まゆをひそめるテレーズ（笑）。

薫：はっはっは、これは申し訳わけない。たった今、〝賢者の石〟の秘ひ密みつに触ふれてきたのでね、高こう揚ようしているんだよ。
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ＧＭ：「接触!?」と声が上がるテレーズ。「早さつ速そく報ほう告こくしてちょうだい！　何を見たの!?」

薫：宇う宙ちゆうの───真理を。

ＧＭ：「…………」硬こう直ちよくする彼女（笑）。

柳也：まあ、気持ちはわかる（笑）。

ＧＭ：「……う、宇宙？」

薫：もっと具体的に言えば、宇宙のような底知れぬ何か。……そう、あまりに広大でその全ぜん貌ぼうは誰だれにもつかめない。例えるなら水中から見た海、闇やみから見た闇───。

ＧＭ：「要は接触に失敗したってこと？」と半目になってテレーズは言う。

薫：簡かん潔けつに言わないでいただきたい。

ＧＭ：「簡潔に言わないでどうするのよ」と呆あきれて言う。「……まったく、急いでやってもらいたいことがあるのに」

薫：ふむ。……やり過すぎない程てい度どに、程ほど々ほどに頑がん張ばらない程度に頑張りますよ。

ＧＭ：「……あえて突つっ込むのはよすけど」と言うテレーズ。「薫には至し急きゆう〝初島知冬〟という子について調べて欲ほしいの。今彼女に関するデータを携帯端末に送ったわ」

薫：では違うウィンドウにデータを開いて。（ハンドアウトを確かく認にんしつつ）初島知冬、……〝賢者の石〟の持ち主？

ＧＭ：「彼女は私たちＵＧＮが唯ゆい一いつ確認できた、あの石の持ち主よ。……七村紫帆と同じ、ね」

薫：つまり、眼めが銀色に染そまる、と？

ＧＭ：「そう。確認ができているだけで研究はできてないけどね」

薫：それはどういう？

ＧＭ：「彼女は二年前に死んでしまったから。……その後、彼女の持っていた石はどこへともなく消えてしまった。ＵＧＮが彼女を確認できたのはその直後」

薫：散歩にでも行ったのかな？〝賢けん者じやの石〟は人じん格かくを持って移い動どうできるらしいからねえ。

ＧＭ：「移動するのっ!?」

紫帆：まただまされてる！（笑）

ＧＭ：おかしいなあ。どっちかと言えばこっちがワガママ言うキャラにして薫を振ふり回そうと思ってたんだが（笑）。

柳也：薫の方に振り回されてるぞ（笑）。

ＧＭ：まあいいけど（笑）。ではテレーズはちょっと白衣を直してから、「……と、とにかく、彼女の石を持っている可か能のう性せいが一番高いのが鳶永拓真って子なの」

ミナリ：む……。

ＧＭ：「初島知冬とも仲がよかったようだし、彼女が死んだ前後から行方ゆくえ不明になっている。……そしてその彼が鳴島市に現あらわれた」

薫：ほう？

ＧＭ：「一いつ刻こくも早く、彼から初島知冬の石について聞き出して」とテレーズは言う。ちょっと焦あせった様子も見えるね。

薫：ふうむ、しかし中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいも石にはご執しゆう心しんだねえ。テレーズちゃんまでそんな様子で。

ＧＭ：「……色々あるのよ、事じ情じようが」と彼女は視し線せんをはずして眉まゆをひそめる。

薫：……？

ＧＭ：「実は、あの紫帆って子が〝賢者の石〟を手に入れてから世界中の……あ、いや」なぜか彼女は喋っている最中に口ごもる。

薫：ん？　世界中？

ＧＭ：「……いや、今は調査の方が先ね。その調査の結果次し第だいで薫にも事情を教えてあげる。……いいわね、なるべく早くよ！」

紫帆：うう……、気になる。

薫：ふふ、僕にも〝賢者の石〟は興味がある素そ材ざいなのでね。ご期待に添そえるようにやりましょう。

ＧＭ：「あと、宇宙とかはもういいから」（笑）。

薫：ふふん、あの闇の謎なぞもそのうち明らかになりますよ（笑）。

ＧＭ：いや、そこでうまくまとめられても俺が困こまるんですが（笑）。……というわけでシーン切ります。







◆Opening 04◆文化祭の準じゆん備び


Scene Player ─── 七村紫帆






　両手に容よう量りよういっぱいの紙かみ袋ぶくろを持ち、背せ中なかにはち切れんばかりのリュックを背負い、さらに両りよう腕うでにいくつかの段ボールを積み上げ、紫帆は学校前の坂を歩いていた。

　内ない容よう物ぶつはすべて文化祭の資し材ざい。こういう作業は〝何でも屋〟の本ほん領りよう発はつ揮きだ。ただ……。

　どう考えても自分の質量の二倍以上ある荷物を抱かかえ、紫帆は少し後こう悔かいぎみだった。




ＧＭ：というわけで次のシーン。……なんかオープニングが終わった気もするけど、最後のオープニング（笑）。

紫帆：さっき登場したからもうミドルフェイズのような気が（笑）。

薫：は、すいません（笑）。

ＧＭ：まあともかく。拓真が転入してきてから数週間くらい経たちました。

紫帆：今は文化祭の準備真っ最中？

ＧＭ：うん。あと一週間もすれば本番だからね。……で、紫帆たちのクラスは演えん劇げきで『三さん銃じゆう士し』やるわけだが。

紫帆：あー、わたし裏うら方かたやってる気がする。〝何でも屋〟してるから。買い物慣なれしてるし。

柳也：ああ、納なつ得とくのいくチョイスだな。

薫：でも、せっかく演劇なら役者やりたいよねえ。

紫帆：うーん……、まあそれはそうなんだけど。

ＧＭ：（しばらく考えて）……じゃあ展てん開かいを思いついたので。今は裏方ということで。

紫帆：はーい。

ＧＭ：というわけで紫帆は今、文化祭の買い出し……その帰りだと思ってくれ。

紫帆：じゃあ小道具といらない段だんボールの回かい収しゆうと、発はつ泡ぽうスチロールと……。

ＧＭ：まあそんな風にあちこちで領りよう収しゆう書しよ作って買い物をしていくとあら不思議。ずいぶんと荷物が大きくなってしまった。

紫帆：回収している段ボールが四つ目になったところでハッと気づくわたし（笑）。

ＧＭ：ということで、苦く闘とうすること三十分、紫帆は巨きよ大だいな荷物で前もろくに見えない状じよう態たいのまま学校前の坂を上っている。

紫帆：キュ、キュマイラ筋きんをちょっと使ってなんとか！（笑）

ＧＭ：で、あっちにヨタヨタ、こっちにヨタヨタしながら歩いていると三郎が声をかけてくる。「……あのよ、前から思ってたんだが」

紫帆：い、今話しかけないで！

ＧＭ：「お前……実はものすごく頭悪いんじゃないか？」

紫帆：だから話しかけないでって！

ＧＭ：と声を上げた瞬しゆん間かんに積み上げた荷物が───グラリ、と。

紫帆：わ、わわわわわわわ！




　紫帆の目の前で、上に積み上げた荷物のバランスが崩くずれていく。

　だがその時───ひょい、と手が差し添えられた。




ＧＭ：「おーっとっとっと」と声がして、後ろからひょいと手が伸のびる。「おいおい、危あぶねえぞ」と見れば拓真が。

紫帆：ご、ごめん……。……って拓真くん？

ＧＭ：「ありゃ？　紫帆か。誰かと思った」と拓真は紫帆の姿すがたを上から下まで見て。「……持ちすぎだろ、それは」

紫帆：いやいや！　これでも割わりとがんばって商店街から来たんだから。

ＧＭ：「商店街からここまで……」と街の方を見る拓真。ここからだと商店街はだいぶ遠くに見える。「タクシーとか使えばよかったんじゃねえ？」

紫帆：え!?　…………そ、そのお金もったいなかったから。

ＧＭ：「後はほら、携けい帯たいで他のヤツ呼よぶとかさ」

紫帆：…………それは素すで思いつかなかった（笑）。

ＧＭ：「マジで思いつかなかったのか……」拓真も悪いこと言ったかなー、という顔に。

紫帆：うう……。

ＧＭ：「と、とにかく戻もどるんだろ？　俺おれもいくつか持つよ」と慌あわてて段ボールをひとつ、ふたつ受け取る。

紫帆：ん、ありがとう。ホント通りかかってくれて助かったー。

ＧＭ：「たまたまだけどなー」と拓真は段ボールを抱かかえてもしっかりした足取りで歩きつつ、「でも、なんで紫帆が買い出しなんてやってんだ？　普ふ通つうこういうのってもっと力のあるヤツの役目じゃねえの？」

紫帆：あ、それはね……。と、〝何でも屋〟についての説明をしよう。

ＧＭ：「ほ～。いつも朝ホームルームの前に紫帆の周りに人が集まってたのはそれか」

紫帆：うん、そうそう。頼たのみ事があったら鳶永くんも使ってよ。

ＧＭ：「拓真でいいよ。クラスの連中にもそう呼よんでもらってるしな」

紫帆：あ、そうなんだ。……確たしかにもうすっかり馴な染じんじゃった感じだよね。

ＧＭ：「文化祭直前だったからな。みんなのテンションも上がってたし、いい時期に来れたと思うよ」拓真は楽しそうに言う。

紫帆：拓真くん、ノリもいいもんね。

ＧＭ：「こう見えても結けつ構こう器用なんでな。色んなことができるんだよ」と言った後で彼はにやりと笑って、「……というわけでどうだ？　今日学校終わった後でも、ふたりで飯とか」

柳也：またか、こいつは（笑）。

紫帆：それは笑って流そう（笑）。……あはははは、まあ文化祭終わったら考えるよ。

ＧＭ：「ちぇー」と拓真は言うが、顔はそんなに気にした風でもない。

薫：まあ、みんなに同じこと言ってそうだしねえ（笑）。

ＧＭ：と、紫帆と拓真が練習場所である体育館に行くと、人だかりができている。「おい、大だい丈じよう夫ぶか！」とか、「誰か先生を……！」とか、剣けん吞のんな雰ふん囲い気きのセリフも飛び交かっている。

紫帆：えっ!?　どうしたの？　何かあった？　……と荷物を置いてから聞きに行こう。

ＧＭ：すると、役者のリーダーである……えーと、笹ささ塚づかくんにしよう。演えん劇げき部ぶだけど、クラスの出し物にもつきあってくれるような男子生徒。

ミナリ：面めん倒どう見みがいい感じの男子ですね。

ＧＭ：そうそう、髪かみの毛短く刈かり込こんだ体たい格かくのいい生徒ね。今そう決めた。今回の劇は彼主しゆ導どうで行なわれていることにしよう。その彼が言う。「七村！　それから拓真！　お前ら、役者やってくれ！」

紫帆：えっ!?

ＧＭ：「今さっき練習してた山やま田だと渡わた辺なべが舞ぶ台たいから落ちて、怪我けがしたんだ」

ミナリ：あ、じゃあ登場します。山田くんと渡辺くんの様子を見て、……骨ほねに異い常じようはなさそう。ただ強く捻ひねってるから役者は無理ね。

紫帆：で、でも、今ふたりを交こう換かんさせるのは無理じゃない？

ＧＭ：笹塚くんは続ける。「セリフは多分なんとかできる。ただ、代わりができるのは運動神しん経けいのいいヤツじゃないと無理なんだ。……だから頼む！　七村！　拓真！」

紫帆：うーん、〝頼む〟って言われると弱いなあ。

薫：〝何でも屋〟、だからねえ（笑）。

紫帆：よし、わかった！　わたしでよければやるよ！

一同：おおおおおおおおおっ！

ミナリ：ちなみに拓真くんは？

ＧＭ：彼は明らかに硬こう直ちよくした状じよう態たいで、ギギッと首をミナリの方に回す。「……え？　お、俺？」

柳也：どう見てもいやがってるぞ（笑）。

ミナリ：でも、拓真にかける情じようは無いので私は何も言わない（笑）。

紫帆：わたしは後ろからポンと背せ中なかを叩たたいて、……よろしくね。

ＧＭ：ではそれが最後のダメ押おしになったのか、彼の首がカクンとうなだれる。同時に他のクラスメイトが「じゃあ拓真、まずはこの台本を……」とか、「衣い装しよう調節しなきゃいけないからこっちきてー」とか言いつつ、彼を持って行く。

ミナリ：やれやれ、大丈夫かしら。

紫帆：（困こまったように笑って）まあ、なんとかなるんじゃない？

ＧＭ：では、そう言って紫帆が去っていく拓真を見たその時───。




　一いつ瞬しゆん。去りゆく拓真の背中に重なるように、少女の幻げん影えいが見えた。

　紫帆の見知らぬ、悲しそうな顔の少女がこちらをのぞいていた。




ＧＭ：髪を肩かた口ぐちよりちょっと短めにした少女が紫帆を見ている。思し慮りよ深ぶかそうなその顔は、今はなぜか悲しそうに沈しずんでいる。

紫帆：……え？

ＧＭ：体の輪りん郭かくはぼやけていてよくわからない。ただ、その少女が悲しんでいるのはダイレクトに伝わってくるよ。……ちなみにミナリには見えず、紫帆にだけ見える。

ミナリ：紫帆、どうしたの？

紫帆：い、いや、その。……ちょっと目をこすってみますが。

ＧＭ：するともう幻影は消えてしまう。で、同時に紫帆の周りにもクラスメイトが台本だのなんだのと詰つめかけてくる。

紫帆：うーん、まあ気にはなるけど目の前の問題の方が先かな。

ＧＭ：了りよう解かい。では、紫帆はあわただしく演劇の準じゆん備びを始めるところでシーンを閉とじよう。





＊　　　＊　　　＊






紫帆：役者になったー！

薫：いやあ、せっかくこういう機会なんだから役者にならないとねえ。

柳也：いつもとは違ちがう服着られるしな。

紫帆：ところで委員長も役者なの？

ミナリ：そうね、役者で。ええと……王おう妃ひ役かな。誰だれもやらないからやってるとか。

ＧＭ：ちなみに紫帆は景気よく主役ね。拓真は……アラミスあたりで。

ミナリ：アラミスってどんな役？

紫帆：三さん銃じゆう士しの中の美形役。ただし悲観主しゆ義ぎ者しやですぐ「出家する」と言い出すような人。

ＧＭ：だいぶ偏へん見けんが入ってる気もするけど、だいたいそんなもんだ（笑）。

薫：しかし主役交代か、それは責せき任にん重大だ。

紫帆：しばらく授じゆ業ぎよう中ちゆうでも台本読んでますよ（笑）。







キュマイラ筋　キュマイラシンドロームに発症している人間が持つ筋肉、らしい。詳しいことはアライブ１巻を参照のこと。











　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆鳶永拓真という少年


Scene Player ─── 九条柳也






　柳也、薫、ミナリの三人はペリゴールで顔をつきあわせていた。

　それぞれがそれぞれに情じよう報ほうを得、捜そう査さを開始する前に情報交こう換かんを、という話になったのだ。




ＧＭ：というわけでミドルフェイズ。最初のシーンは柳也。

柳也：よいしょ！　ってまた10％上じよう昇しよう！　うおおおおおお！　なぜだあああああああっ！

薫：いやあ、そう叫さけばれてもねえ（笑）。

ＧＭ：ホント苦労するな、キミは（笑）。

ミナリ：えーと私、柳也さんから拓真くんに関する情報が欲ほしいのですが、このシーン登場していいですか？

薫：ああ、そうなると僕ぼくも出た方が良さそうだねえ。

ＧＭ：了りよう解かい。ではペリゴールの中で、今三人が集まっているところからスタートだ。

薫：ではお茶などをいただきながら、……いやあ柳也くん、この間は助かったよ。もう少し遅おそければ、僕はあの深遠な闇やみに飲み込まれていただろう（笑）。

柳也：……いっそのこと飲み込まれてしまえ、お前なんか（笑）。

ミナリ：で、話があるということですが。……と先を促うながそう。

薫：そうそう。ちょっとふたりに話があるんだよ。

柳也：まあ、聞こうか。

薫：実は───今回の件けんで中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいが動いているんだ。

柳也・ミナリ：…………は？

薫：しかも実働しているのはこの僕！（笑）

柳也：ちょ、ちょっと待てええええええっ！　いーのか、いきなりそんな話して！（笑）

薫：（真ま面じ目めな顔で）これが前ぜん提てい条じよう件けんなのさ。知っておいてもらわないと話が進まない。

ミナリ：そ、そうなんですか？

薫：いや、冗じよう談だんなんだけどね。




　どっちなんだ。




ミナリ：く……悔くやしい……振ふり回されてるのが悔しい（笑）。

紫帆：（机つくえに突つっ伏ぷして）笑いすぎておなか痛いたい……！（笑）

柳也：ま、そろそろ真面目に話せや。な？（笑）

薫：はいはい。……ということで聞いた情報を説明しましょう。〝賢けん者じやの石〟、初島知冬、鳶永拓真について。拓真くんの写真とかは持ってていいのかな？

ＧＭ：いいですよ。テレーズの送ってきた資し料りようについてきてたということで。

薫：じゃあそれも出すよ。……で、この僕に調ちよう査さが依い頼らいされてきたってことなのさ。

ミナリ：顔写真を見て思わず立ち上がります。……鳶永拓真!?　本当ですか!?

ＧＭ：ちなみに薫の持ってきた顔写真はミナリの知っている拓真本人だ。

柳也：……アキューズからの写真も同じか？

ＧＭ：同じだよ。服は違ちがうけどね。

ミナリ：拓真くんが……。とちょっと言葉を失ってます。

薫：知っているのかい？　ミナリくん。

ミナリ：はい、同じクラスで……。と知っていることを話します。そんなに多くは無いけど、初めて会った時の奇き妙みような感覚くらいは。

薫：ふうむ、その彼が紫帆くんのいる高校に転入ねえ。……がぜん興きよう味みがわいてきたよ。

ミナリ：やっぱり……今回も〝賢者の石〟がらみなんでしょうか？

薫：たぶんそうなんだろうねえ。中枢評議会もあの石には目をつけているらしいよ。紫帆くんの状況もモニターしているらしいし。世界がどうとかとも言ってたけど。

ミナリ：えっ!?

薫：ま、詳しいことは僕も知らないけどねー。

柳也：俺はふたりが会話をしている間、ずっと拓真の写真を見てる。

ミナリ：……柳也さん？

柳也：で、いかにも何か知ってますと言わんばかりに。……コイツ鳶永って言うのか。

ＧＭ：ああ、つっこんで欲しいのか（笑）。

柳也：だってアキューズとの話は自分からするのも微び妙みようじゃないですか（笑）。

薫：それは確たしかに（笑）。では柳也くんに、……何か知っているのかい？　と聞いてみよう。

柳也：あー、まあな。……と言いながらミナリの方をちらりと見る。

ミナリ：……？

柳也：で、ため息をついて。……ミナリ、すまん、怒おこるなよ。

ミナリ：（半目で）その言葉を聞いたのは五回目で、怒らなかったことは一度も無いです。

柳也：だから先に念押ししてるんじゃねえか。……で、懐ふところから写真を取り出して机に置く。

薫：おや、これは？

ミナリ：あらかじめ調査してあったんですね。珍めずらしいことするじゃないですか、柳也さん。ちょっと見直しました。

柳也：あ～、それは置いておいてだなあ（笑）。

薫：明らかに何かごまかしているね（笑）。

柳也：俺が知っているのはこいつが〝シュヴァリエ〟と呼よばれているジャームだっていうことさ。……と言う。アキューズから聞いたとは言わずに！（笑）

ミナリ：ジャーム……。ＵＧＮではもう拓真くんをマークしていたんですね……。

柳也：ま、まあ……。

薫：ミナリくん、ミナリくん。柳也くんが歯切れ悪い時は絶ぜつ対たい何か隠かくしてるよ（笑）。

柳也：いやあ、何も無いさ。……さーて、コーヒーでも淹いれようかな（笑）。

ミナリ：ちょ、ちょっと柳也さん！　なんで奥おくに引ひっ込こむんですか!?（笑）

柳也：いいんだよ。重要なのはこいつがジャームであることと、紫帆に興味があることだ。

ミナリ：確かにまずいですね。紫帆は拓真くんと仲良さそうですし。

柳也：とりあえず、紫帆のガードはしておけ。

ミナリ：はい。

薫：この辺で文化祭の話がしたいなあ。というわけでミナリくんに話しかけよう。……あー、ところでミナリくん。なんか最近ペリゴールに来る時間が遅いような気がするけど。どうしたんだい？

ミナリ：い、いえ？　別に何も？

柳也：俺はきっと紫帆から話を聞いていそうだな。（紫帆に）それでいいか？

紫帆：いいですよ。普ふ通つうに話してそうですし。

柳也：じゃあ薫に。……どうもコイツ、今演えん劇げきやっているらしいんだよ。文化祭で。

ミナリ：わ！　柳也さん！　わざわざ言わないでください！

柳也：役やく柄がらについては聞き出せてないんだけどな。……ミナリをいなしながら言う。

薫：な～るほど。じゃあ柳也くん、ちょっと鳶永拓真くんに接せつ触しよくする名目で我われ々われも文化祭に行こうじゃないか（笑）。

ミナリ：来ないでください！

柳也：（わざとらしく）いやあ、部外者が無理なく入れるのは文化祭だけだからなあ（笑）。

ミナリ：うっ……！　それはそれとして来て欲ほしくないんです！

薫：なんか必死だねえ。

ミナリ：で、私が柳也さん相手にオタオタしている間に薫さんが鞄かばんからはみ出している台本を見つける感じで。ちなみに王おう妃ひの部分に蛍けい光こうペンでチェックが入っている（笑）。

ＧＭ：自分で状じよう況きようをコントロールしてきたか（笑）。

薫：ここはミナリくんの提てい案あんに乗ることにしようか。……あれ？　これは？

柳也：お、じゃあ俺もミナリを避さけて薫の方に回る。……ん？

ミナリ：な、何を見てるんですか！　プライバシーの侵しん害がいですよ！　いくら上司といえども守られるべきプライバシーの侵害が……（笑）。

柳也：（無む視しして）お前もしかして……王妃役なのか？　『三さん銃じゆう士し』の王妃っていやあ、ヒロイン役のひとりだろ？　こう、運命に流されるはかなげな感じの。

ミナリ：何か……文もん句くでもあるんですか？　とすごい顔で睨にらむ。

柳也：いやぁ、別に？　（視線をそらして）そう、か。王妃か……（笑）。

ＧＭ：うわ、わざとらしいな！（笑）

柳也：こいつは面おも白しろいことになってきやがったな……（笑）。

紫帆：それ、いつもオープニングで言ってるセリフ！（笑）

薫：というわけで柳也くん、文化祭には行くだろ？

柳也：そりゃあなあ。こいつを逃のがす手は無いだろう。

ミナリ：来ないでください！　単に余あまってたからこの役を振ふられただけで！　別にやりたかったわけじゃないんですよ！

柳也：（横向きながら）あー、あー、わかってるって。

ミナリ：全然話聞いてないじゃないですか！（笑）

薫：うーん、久ひさ々びさにそんなウキウキした柳也くんを見たよ（笑）。

ＧＭ：俺おれもそう思う（笑）。……ではこんなところでシーンを切ろう。







◆Middle 02◆舞ぶ台たいの上で


Scene Player ─── 七村紫帆






　そして、文化祭がやってきた。

　学校のあらゆるところが展てん示じ場じようとなり、それぞれのクラス、クラブ、団だん体たいがこの日のために用意してきた出し物を行なっている。

　そんなお祭り騒さわぎの中、紫帆たちは舞台袖そでで自分たちの出番を待っていた。

　本番開始まであと十分───。




ＧＭ：というわけで文化祭当日。演えん劇げき組は今舞台の袖で出番待ちをしている。あと十分で前のクラスの出し物が終わって、キミたちの出番だ。

紫帆：じゃあもう衣い装しように着き替がえてスタンバイかな？

ＧＭ：そうだね。台本の最終チェックをしたり、息を整えたりと、さまざまだ。

紫帆：じゃあわたしはポーズを取りながらセリフの練習を。

ＧＭ：おお、意外と落ち着いている。じゃあ三郎が声だけで、「結けつ構こう平気そうだな、お前」

紫帆：ん？　まあ、ここまで来ちゃうとね。どうせ今日だけだし。

ＧＭ：「こういう時のノリはいいんだな。……いや、流され上手なだけか」

紫帆：ノリがいいっていうか……ひとりで化け物と対たい峙じすることに比くらべればね？

ＧＭ：「……そりゃそうか」と納なつ得とくした声を出す三郎。……ちなみにミナリはどんな感じ？

ミナリ：結けつ構こうガチガチですよ。ひたすら書き込こまれた台本を見てぶつぶつ言っている。

薫：ほう、こっちも意外と言えば意外だね。

ＧＭ：で、拓真はもっとひどい。完かん璧ぺきに棒ぼう立だちで、何かをブツブツつぶやいている（笑）。

柳也：おいおい、大だい丈じよう夫ぶか！（笑）

紫帆：一いち応おう緊きん張ちようほぐしに行こう。……拓真くん、どう？　やれそう？

ＧＭ：「……え？　あ、えーと……。え？」まるで会話にならない（笑）。

紫帆：緊張しない、緊張しない。たった一時間のことなんだし、背せ筋すじまっすぐにして偉えらそうにしてればすぐ終わるよ。

ＧＭ：「お、お、お、おう」と背筋は伸のびるものの、伸びたまんま固まる拓真（笑）。

紫帆：う～ん……（笑）。

ＧＭ：彼はギクシャクと動きながら、引きつった笑いを浮うかべて言う。「……いやあ、俺、こういうの苦手なんだって今回初めて知ったよ」

紫帆：みんな同じだよ。わたしだって不安は不安だし。

ＧＭ：「噓うそだろ？　どっちかっていうと紫帆はやる気じゃん」

紫帆：やる気っていうか……いいやこれで、みたいな開き直りというか（笑）。

ミナリ：では私もため息をついて。……あなたのそういうところは正直にうらやましいわ。

ＧＭ：「同感だ……」と同じようにため息をつく拓真。

紫帆：まー、なんとかなるって！　……とふたりの背せ中なかをバチーンと叩たたく。

ＧＭ：というところで会場のアナウンスがキミたちのクラス名を告げる。……さあ、本番だ！

薫：お！　もちろん僕も見に行くよ。

柳也：俺も俺も。なるべく前の方で見る。

ＧＭ：ＯＫ。では登場の侵しん蝕しよく率りつを上げておいてね。……では自分の演えん技ぎがどれぐらいお客さんにうけたかどうかは判はん定ていで決めてもらおう！

紫帆・ミナリ：はーい。

ＧＭ：判定は二回。セリフ回しの部分を〈芸げい術じゆつ：演技〉か〈交こう渉しよう〉で。アクションの部分を〈運動〉か〈白兵〉で。アクションは役やく柄がら的に紫帆だけね。

紫帆：はーい。

ミナリ：では私から。【社会】のダイスは３個こ、侵蝕率のボーナスは無し。……ここでジェネシフト？（笑）

ＧＭ：確たしかそうすればダイスは増ふえるけどさ、やるのかよ（笑）。

ミナリ：冗じよう談だんです、もともと起源種ですから（笑）。では……達成値ち６！

ＧＭ：おお！　きちんとできてるじゃないか。文化祭レベルなら６もあれば十分だ。

ミナリ：やった！　じゃあ悪役に翻ほん弄ろうされる王おう妃ひを、ちゃんとかわいそうに思えるくらいには演技できたということで。

薫：……ほう、ミナリくんもやるじゃないか。いつもの彼女と全然違うよ。

柳也：うーむ、俺は面おも白しろくねえなあ（笑）。

紫帆：じゃあ、次はわたし。まずはセリフ回しから。ダイスは１個だけ！　いっきまーす！　……達成値４！

ＧＭ：あ、少しとちったかも（笑）。

紫帆：役名じゃなくて名前を言っちゃうとか。……行こう、拓真くん！　あ、違ちがった！（笑）

柳也：ああ、ありそうだな（笑）。

薫：で、とうの拓真くんはどうなんだい？

ＧＭ：あー、真ま面じ目めに苦手なんだよね。ダイスは１個。……ってファンブルしたよ、おい（笑）。

ミナリ：うわー、全然ダメだそれ（笑）。

ＧＭ：もう、まともに言えたセリフは無いってくらいにひどい。出番が来てみんなの視し線せんが集中すると、「しゅ、出家します！」しか言えないくらい（笑）。

柳也：そりゃひどいわ（笑）。

ＧＭ：基き本ほん的にガチガチで棒立ちだしね。目が白黒してるよ（笑）。……まあ、柳也や薫が見ていても何か企たくらんでいるようには見えないね。
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薫：……こう見ると普ふ通つうの人だね。

柳也：あれが演技だとしたらたいしたもんだな（笑）。

薫：ところで柳也くん、ひとつ案があるんだけど。

柳也：なんだ？

薫：ここで《ワーディング》を張はれば、彼がオーヴァードかどうかはわかるんじゃないかな。

紫帆：えっ!?

柳也：…………やめとけ。

薫：どうしてだい？

柳也：確かにわかるが、向こうにもばれる。その結果一いつ般ぱん人じんに被ひ害がいが出たら元も子もない。

薫：ふうん……、まあキミが言うならそうしておくよ。キミは情じように厚あつい男だね。

柳也：黙だまって見てろっての。

ＧＭ：ではとりあえず何もせずに見てるわけだね。……では劇げきは進み、クライマックスのアクションシーンだ。ここがばっちり決まれば途と中ちゆうがどうであろうと体てい裁さいは整う（笑）。

ミナリ：ひどい言い方だ（笑）。

紫帆：でもすでに三さん銃じゆう士しのひとりがボロボロだから、そのくらいの方がいいのかも（笑）。……で、判定は〈白兵〉ですよね？

ＧＭ：その通り。〈運動〉でもいいけど〈白兵〉にする？

紫帆：技ぎ能のうあるから〈白兵〉で。ダイスは５個！　……よし！　達成値は12！

ＧＭ：おお、さすが！　ではクライマックスのアクションはばっちり決まる。

紫帆：ジャンプして奇き声せいを上げながら蹴けったりします。『三銃士』なのに（笑）。

柳也：おい！　いいのかそれで！（笑）

紫帆：（拳こぶしを握にぎって）いいんですよ！　文化祭の劇は目立って受けが取れればいいんです！




　力説するしのさん。そういうものらしい。




ＧＭ：ともあれ劇は好こう評ひようの内に終わるよ。最後のアクションにはかなりの拍はく手しゆをもらえた。

紫帆：よっし！

ＧＭ：後で「主役の跳とび蹴りが良かったです」とか言われるけどな（笑）。

紫帆：それもまたよし（笑）。

柳也：じゃ、劇も終わったんで俺らは帰るか。

薫：そうだね。……調ちよう査さはおいおいやっていこう。

ＧＭ：了りよう解かい。ではカメラはそのまま舞ぶ台たい裏うらに。着き替がえの終わったクラスメイトたちが「終わったー！」「けっこうよくなかった？」「やった甲か斐いあったよなー」とはしゃぐ中、拓真がひとりで魂たましいの抜ぬけきった顔になっている（笑）。

ミナリ：ど、どんよりしてる……（笑）。

紫帆：拓真くんだってちゃんとやれたよ！　一週間で十分できたって！

ＧＭ：そのフォローの言葉にも反はん応のうせずに、拓真はぼそりと「俺は二度と舞台なんて立たない……」と（笑）。

柳也：周りの連中も言うだろ。「紫帆の言うとおり一週間なんだからしょうがないって」とか。

薫：（クラスメイトになって）「でも口を開けば出家ばかりってのはどうかと思うんだよ」（笑）

紫帆：いや！　あれはあれでキャラが立ってたよ！

ミナリ：紫帆……それはまるでフォローになってないわ（笑）。

ＧＭ：そうやって口々に言っていると、だんだん拓真の目に光が戻もどってくる。で、「……お、ま、え、ら[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　ここまでやったんだから今日の打ち上げ、俺の分はおごってくれるんだろうな！」と笑え顔がおで叫さけぶ。

紫帆：あ！　じゃあわたしもわたしも！

ＧＭ：紫帆がそう言うと、笹塚くんも同意する。「お前らふたりはこの一週間で無理させたからな。そのくらいは出すよ。お疲つかれさま」

紫帆：へへへへ……。〝何でも屋〟ですからね。

ミナリ：ま、跳び蹴りはやり過すぎだと思うけど（笑）。

ＧＭ：拓真も「蹴られた相手が呆ぼう然ぜんとしてたしなー」と元の調子を取り戻した様子で言う。

紫帆：ちょこちょこしたミスはご愛あい嬌きようってことで。……本ほん職しよくじゃないからね。

ＧＭ：笹塚くんもミナリに言うよ。「逆ぎやくに委員長の方はうまくやってたなー。別人みたいだったぜ。セリフ合わせしてた時は正直心配だったけど」と感心したように。

ミナリ：ふっふっふ、本番に強いんです。私は。

ＧＭ：ではそんな話をしていると誰だれかが「じゃあ打ち上げに行こうぜー！」と言う。

紫帆：行こう行こうー！

ミナリ：……羽目をはずしすぎない程てい度どにね。




　興こう奮ふん冷めやらぬまま、お互たがいの疲れをねぎらいながら三々五々に移い動どうを開始する紫帆たち。

　紫帆もまた歩き出そうとしたその時。

　前を歩く拓真の背せ中なかに、またあの少女が見えた。

　悲しそうな顔でこちらに何かを訴うつたえている、少女の幻げん影えいが。




ＧＭ：幻影はまた一いつ瞬しゆんで消えてしまう。ただ、前に見た少女と同じ子であることはわかる。

紫帆：あ、あれ？　また？

ＧＭ：で、紫帆が足を止めるとクラスメイトが、「……どうしたの？　早く行こうよ」と。

紫帆：あ、ごめん！　すぐ行くからー！　……気にはなるけど、今はしょうがないよね。

ＧＭ：うむ。では紫帆が再ふたたび移動したところでシーンを切ろう。







◆Middle 03◆終わる祭り、始まる宴うたげ


MasterScene






　その夜。紫帆たちのクラスメイトである笹塚雄ゆう平へいはひとりで学校への道を歩いていた。

　打ち上げに参加し、盛もり上がった面子メンツだけで二次会、三次会を敢かん行こう。だが、さすがに疲ひ労ろうがたたり、彼は三次会のカラオケを途中で断だん念ねん。今はひとりで寮りように帰る途と中ちゆうだった。

　そう……たったひとりで。




ＧＭ：ではここでマスターシーンを。時間はその夜。打ち上げも無事済すんで、もう解かい散さんした後。

ミナリ：私たちは寮に帰ってる時間帯かな。

ＧＭ：そうそう。で、一部の悪い生徒が夜通し遊んだりするわけだ。

紫帆：ああ、カラオケに徹てつ夜やで行ったり。

ＧＭ：そうそう。そして、カラオケには行ったんだけど途中で体調が悪くなって帰ってくる男子生徒がひとり。……笹塚くんだ。

紫帆：おや。

ＧＭ：彼は疲れてはいるものの、満足した顔で歩いてくる。色んなトラブルがあったものの劇げきは十分成功したと言える。役者をまとめていたのは彼だから、カタルシスはあるんだろう。

柳也：主役級ふたりが突とつ然ぜん交代じゃ苦労もしたろうしな。

ＧＭ：うん。……で、その上じよう機き嫌げんの彼が道を歩いている最中にピタリと足を止める。




　もう十一月だというのに、どこか生ぬるい風を感じて彼は立ち止まった。頭の上では街灯が音もなく彼の姿すがたを照らしている。

　そして鼻を鳴らし、誰ともなくつぶやく。

「なんだ、このにおい？　……血、か？」




ＧＭ：そう言った瞬しゆん間かん、笹塚の体が後ろからガシリと押おさえられる。その影はまるで赤い泥どろで作った人形のようだ。……ただし大きさは人の二倍以上あるが。

ミナリ：……従じゆう者しや!?

ＧＭ：さあね。その化け物は笹塚を羽は交がい締じめにしつつ、四本ある腕うでで口を押さえつける。そして───。




　電灯の暗がりからひとりの少年が姿を現あらわす。その少年───鳶永拓真は級友である笹塚を前に、なんでもないようにこう言った。

「悪いな、笹塚。別に恨うらみがあるわけじゃないんだが……死んでくれ」

　つい数時間前、一いつ緒しよに演劇を楽しんでいたのと同じ口調で拓真は言う。

　そして拓真は笹塚の顔の前に拳こぶしを差し出す。

　拳からは奇き妙みように輝かがやく雫しずくがしたたり落ち、笹塚の口から体内へと吸きゆう収しゆうされ───。




「ああ、ああああああああああああああっ!!」

　夜の街に絶ぜつ叫きようが轟とどろいた。

　見る間に笹塚の肉体が変へん異いをはじめ、人ではないモノに変わっていく。




紫帆：……っ！

ＧＭ：その様子をじっくり見て、拓真は満足そうにうなずいてくるりと背中を向ける。

ミナリ：笹塚を羽交い締めにしていた化け物は？

ＧＭ：いつの間にかヤツの姿は無い。……そして、その場に残されるのはただひとり。




　もはや笹塚雄平はどこにもいない。そこにいるのは一匹ぴきの化け物───ジャーム。

　ジャームは怒いかりとも苦しみともつかぬ叫さけびを上げる。

　高らかに、彼の咆ほう哮こうが夜の街へと轟いた。







◆Middle 04◆失った友


Scene Player ─── 千城寺薫






　その場所は惨さん憺たんたる状じよう況きようだった。

　街灯はへし折れ、ガードレールは曲がり、アスファルトはヒビが入っている。

　その中心には一匹のジャームが……次の破は壊かい対象を求めて首を巡めぐらせていた。




ＧＭ：というわけで次のシーン。さっきのマスターシーンの直後。……薫は強い《ワーディング》を感知する。

薫：ほう？　もちろん現げん場ばにやってくるよ。

ＧＭ：了りよう解かい。現場はさっきのシーンと同じく学校近くの街路。薫が駆かけつけてくると、夜の闇やみに隠かくれるように一匹のジャームがあたりのものを破壊しまくっている。

薫：おやおや。どんな様子かな？

ＧＭ：自分の破壊衝しよう動どうがまるで抑おさえられない様子だ。目に見えるモノすべてにそのかぎ爪づめを振ふり下ろしている。さらに……。

柳也：さらに？

ＧＭ：彼自身の体も、変へん異いに耐たえられてないみたいだね。動けば動くほど、体のあちこちが崩ほう壊かいをはじめてる。

薫：ふうむ。……取り押さえたいけど、判はん定ていはいるかい？

ＧＭ：いや。彼は自分の力でもう崩壊寸すん前ぜんだからね。薫なら簡かん単たんに無力化できるだろう。

薫：うん、じゃあイバラで体を拘こう束そくするよ。で、締め上げて意い識しきを断たち切る。

ＧＭ：了解。では全方位からイバラが彼を締め付け、ジャームはあっさりと気き絶ぜつする。

柳也：じゃあここで登場するか。俺おれも《ワーディング》は感知してるしな。

ミナリ：同じく。

ＧＭ：では薫がジャームを確かく保ほしたところで柳也とミナリがやってくる。

ミナリ：私は……彼が笹塚くんだって見てわかるんでしょうか？

ＧＭ：わかるよ。ジャームには破やぶれた学生服が付着しているし、あたりに彼の持ち物は落ちているし、手がかりはたくさん残っている。

ミナリ：それは…………さすがに落ち込こみますね。

柳也：薫に事じ情じようは聞いておこう。……何があった？

薫：（肩かたをすくめて）僕ぼくだってわからないよ。《ワーディング》を感知してやってきたらこのジャームがいたので拘束した、それだけさ。

柳也：犠ぎ牲せい者しやの様子は？

ＧＭ：完全にジャーム化している。復ふつ帰きはどう考えても無理だ。

ミナリ：彼は外的要よう因いんが無ければジャーム化なんてしないはずです。

薫：しかし、これは鳶永拓真くんの仕し業わざなのかねえ？

柳也：残念ながら俺たちはまだヤツの能のう力りよくを知らないからな。なんとも言えん。

ミナリ：（ＧＭに）ちなみにさっきまで拓真くんはどうしてました？

ＧＭ：う～ん、ミナリだと適てき当とうに拓真を監かん視ししてそうだよなあ。……《ワーディング》を感知する十五分前にミナリは拓真の姿すがたを見失っている。それから行方ゆくえはつかんでいない。

ミナリ：……ではそう報ほう告こくします。状況を考えても、もっとも怪あやしい人物かと。

柳也：ヤツだけに焦しよう点てんを当てるのは危き険けんではあるが、注意しなきゃいけないのも確たしかだな。……よし、ミナリ。お前は紫帆とヤツについて調べろ。

ミナリ：わかりました。

柳也：こっちはこっちで事じ件けんそのものについて調べる。

薫：じゃあ、このジャームはこっちで捕ほ獲かくしておこう。その後で僕も情じよう報ほう収しゆう集しゆうに参加するよ。

ミナリ：では最後に笹塚くんに言葉を。……セリフ合わせ、つきあってくれてありがとう。助かった。

柳也：…………。

薫：…………。

ＧＭ：では、ここでシーンを切ろう。







◆Middle 05◆幻げん影えいの少女


Scene Player ─── 七村紫帆






「おい！　……おい！　起きろ！」

　疲つかれた頭で紫帆はぼんやりと目を開ける。まず最初に目に入ったのは三郎の姿。彼は相変わらず不ふ機き嫌げんな様子で紫帆を睨にらんでいる。

　だが───三郎の表情はいつもよりけわしかった。




ＧＭ：じゃあ次は紫帆のシーンかな。

紫帆：はーい。

ミナリ：あ、じゃあ出ます。事件について伝えないと。

ＧＭ：ではさっきのシーンの続き。時間は深夜一時近く。場所は紫帆たちの部屋かな。

紫帆：うん、多分今日は疲れ切って寝ねてると思う。

ＧＭ：了解。では三郎が「おい！　起きろ、おい！」と紫帆に言う。残念ながら実体は無いので体を揺ゆらしたりはできないのであった（笑）。

紫帆：朝弱いわけじゃないのですぐ起きますよ（笑）。……うーん、なに～？

ＧＭ：「さっき《ワーディング》を感知した。警けい戒かいのために一いち応おう起きておけ」と三郎。

紫帆：え？　《ワーディング》？　……寝てたからなあ。

ＧＭ：（呆あきれたように）「《ワーディング》がかかっても起きないのはどうかと思うぞ」

紫帆：う～ん、気をつけるよ。

ミナリ：この辺で登場します。少し焦あせった表ひよう情じようでドアを開ける。で、紫帆の姿を確かく認にんして。……よかった、まだ無事ね。

紫帆：う、うん。今起きたところだけど……。

ＧＭ：三郎もミナリに言うよ。「さっきの《ワーディング》のことか？」

ミナリ：ええ。さっき、笹塚くんがジャーム化したわ。

紫帆：えっ!?

ミナリ：容よう疑ぎ者しやは鳶永拓真。コードネームは〝シュヴァリエ〟。……私たちがマークしていたジャームよ。

紫帆：ちょ、ちょっと待って！　た、拓真くん!?　あ、あの拓真くん？

ミナリ：鳶永拓真よ。……クラスメイトで、出家をしたがっていたあの拓真くん（笑）。

柳也：そこで面おも白しろくしてどうする（笑）。

紫帆：う～ん、委員長の言うことでもすぐには信じられないだろうなあ。……本当に拓真くんがやったの？

ミナリ：彼がやったという確証は無いわ。でも、柳也さんや薫さんからの情報、アリバイが無いことを考えると、一番の容疑者であることは間違いない。

紫帆：…………そんな。さっきまでクラスのみんなであれだけ盛り上がってたのに。

ミナリ：じゃあちょっと自じ嘲ちよう気味に笑って、……私も気を抜ぬいたわ。もしかしたら彼はジャームでもなんでもないんじゃないかって思ってた。

紫帆：わたし、ジャームどころかオーヴァードだとも思ってなかった……。

ＧＭ：「そういうそぶりは無かったな」と三郎も同意する。

紫帆：あ！　そこで委員長に伝えよう。拓真くんの背せ中なかに見えた女の子の幻影のことを。……わたしの目の錯さつ覚かくだとも思ったんだけど、二回も見たし。こういうことになれば無関係じゃないと思う。

ミナリ：幻影……、紫帆にしか見えない……。となるとやっぱり〝賢けん者じやの石〟がらみかしら。

紫帆：ん？

ミナリ：ここで紫帆に初島知冬の話を伝えます。……というわけで、鳶永拓真は〝賢者の石〟を持っている可か能のう性せいが高い。だとすれば、紫帆の見た女の子は初島知冬さんなんじゃないかしら。

柳也：ああ、紫帆にとっての三郎と同じようなもんか。

紫帆：うーん、そうなのかなあ。……どう？　三郎は聞いたことある？

ＧＭ：「初島……知冬か？　……どこかで聞いた覚えがある気がするな」

紫帆：聞いたことあるの!?

ＧＭ：「ちゃんと覚えているわけじゃねえが……石を持っていたヤツだった気がする」

紫帆：またそんな曖あい昧まいな……。

ミナリ：でも、三郎の記き憶おくにヒットしたことも十分収しゆう穫かくよ。とにかく、情報収集を続けましょう。あなたは身辺に気をつけて。

紫帆：う、うん。




　返事はしたものの、紫帆にはまだ拓真が犯人という事実が信じられなかった。

　文化祭で見せた彼の顔と、ミナリに聞いた情報が錯綜する。

　そして───彼女が真実と対面するのはしばしの後となる。

　信じたくない真実と。







◆Middle 06◆過か去この疵きず


Scene Player ─── 千城寺薫






　次の日。早朝から薫はネットを使って情じよう報ほうを集めていた。

　ホテルの部屋に端たん末まつを複ふく数すう台持ち込み、並へい列れつで初島知冬に関しての情報をかき集める。

　そして数時間後、薫の手元には十分な情報がそろいつつあった。




ＧＭ：では次のシーン。シーンプレイヤーは薫。

薫：う～ん、知冬くんについて調べた方が合流はしやすいよね。まずはそこからかな。

ＧＭ：なるほど。知冬について自力で調査すると。

薫：うん、《地じ獄ごく耳みみ》を使用して調べるよ。……よし、クリティカルして14。

ＧＭ：了りよう解かい。では、薫は自分の端末に集められた情報をまとめると以下のことがわかる。

薫：モニターの前でニコニコと……さ～て、こんなところかな～？　正直に話してねえ～？

柳也：…………ひとりで寂さびしいヤツだな（笑）。

薫：言わないでくれ、今自分でもそう思ったんだから（笑）。

ＧＭ：ではわかったことをまとめます。……初島知冬、二年前に死し亡ぼうした少女。享きよう年ねん十四歳さい。

薫：当時の写真は入手できるかい？

ＧＭ：もちろん。で、鳶永拓真と仲が良かった。交こう際さいしてたかどうかは不明だけど。

薫：ふむふむ？

ＧＭ：二年前に暴ぼう走そうしたジャームに襲おそわれて死亡した、とのこと。その時に〝賢者の石〟を使った形けい跡せきがあり、また遺い体たいからもそういった痕こん跡せきが発見できたんで彼女が石を持っていた、とＵＧＮが判はん断だんしたわけだね。

薫：ＵＧＮは彼女の石を直ちよく接せつ確かく認にんしたわけじゃないんだよね？

ＧＭ：そうだね。彼女の遺体から石は発見されなかった。……そこで拓真が出てくるわけだ。

薫：ふむ？

ＧＭ：彼女がジャームに襲われた時、その場にはどうやらもうひとりいたらしい。

ミナリ：襲しゆう撃げきしたジャームと彼女以外にもうひとり、ということですか？

ＧＭ：そう。知冬とそのもうひとりがジャームに襲われた、というシチュエーションだ。そして知冬は死亡し、もうひとりは行方ゆくえ不明になった。……それが鳶永拓真。

薫：だから知冬くんの石は拓真くんが持っている、と考えているわけだね。

ミナリ：そのジャームが持って行った、ということは無いんですか？

ＧＭ：無い。そのジャームはその後ＵＧＮが倒たおしており、やっぱり石は持っていなかった。

薫：ふーむ。初島知冬くんはＵＧＮのチルドレンだったのかな？

ＧＭ：いや、エージェントでもイリーガルでも無い。……というかこの事じ件けんが起きるまでＵＧＮは知冬がオーヴァードだということに気づいていなかった。

紫帆：あ……、もしかしてまひろさんと同じ？

ＧＭ：そうだね。事件が起きるまでオーヴァードであることは隠かくしていたんだろう。

薫：で、ＵＧＮが知った時には死んでしまっていたというわけか。……ふうむ、悲しいねえ。

ＧＭ：情報はこんなところだけど、紫帆とミナリは出る？

紫帆・ミナリ：はい、出まーす。

ＧＭ：ではホテルの人に連れられて薫の部屋にやってくるミナリと紫帆。

紫帆：……相変わらずここに来ると緊きん張ちようするなあ。

薫：僕はふたりを迎むかえよう。……やあ、ふたりとも。

紫帆：そ、その節はとてもとてもお世話になりました。……というか大変でした（笑）。

薫：ああ、《サイコメトリー》以来か。どうやらトラウマを残してしまったようだ（笑）。

ＧＭ：そりゃ残すでしょう、アレは（笑）。

薫：まあそれはいいんだ。……紫帆くん、ミナリくんから現げん在ざいの状じよう況きようは聞いたかい？

紫帆：あ、はい。一いち応おう。

ミナリ：一通りのことは説明しました。それで薫さん、初島知冬の外見資し料りようはありませんか？

薫：今調べたところだよ。プリントアウトしようか。

ＧＭ：プリンターから出力されてくる知冬の外見は、紫帆が見た幻げん影えいの少女と同じだね。

紫帆：やっぱり……。

ミナリ：実は───紫帆が鳶永拓真にダブるようにして少女の幻影を見たと言うんですよ。

紫帆：その子の姿すがたはこの初島知冬という少女にそっくりなんです。……なんか、悲しそうな表ひよう情じようをしてました。

薫：ふうん？　彼女が〝賢けん者じやの石〟の前の持ち主だとすると、意い志しが宿っていてもおかしくはないよねえ。前例があるわけだし。……と紫帆を見る。

紫帆：（うなずいて）三郎、ですね。

ミナリ：そうなると、なんとかその知冬さんらしき少女とは接せつ触しよくを取りたいね。

紫帆：うん……。

薫：他ほかに気になるのはどうして拓真くんがこの街にやってきたか、ということだね。……まあ、この辺は追って調べよう。

ＧＭ：了解。では、この辺でシーン切ろうか。

ミナリ：おっと。その前にアイテムを調達したいんですがいいですか？

ＧＭ：またリアクティブアーマーかい？

ミナリ：そうです。前回役に立ちましたから、またＵＧＮづてで入手しようかと。

ＧＭ：ＯＫ。では判定をしておいてくれ。

ミナリ：……よし、11で成功。日本支し部ぶからリアクティブアーマーを貸たい与よされました。

ＧＭ：じゃあ改めてシーン切ろう。







◆Middle 07◆再ふたたび、襲しゆう撃げき


Scene Player ─── 九条柳也






　その時、柳也はある種の勘かんが働いていた。

　まだ戦場にいたころ、命の危き険けんと隣となり合わせで鍛きたえてきた勘だ。

　この勘が意味するところはひとつ。すなわち───敵てきの襲撃。




ＧＭ：というわけで次のシーン。柳也のシーンだ。

柳也：はい。

ＧＭ：まず最初に───判はん定ていをひとつしてもらおう。

柳也：お？　シーン始まってるんですか？

ＧＭ：うん。ぶっちゃけて言うと次の襲撃が起きるシーンなんだが、柳也が犠ぎ牲せい者しやを助けられるかどうかの判定をしてもらいたい。

柳也：うお！　責せき任にん重大だ！　……判定の方法は？

ＧＭ：〈運動〉か〈知覚〉。簡かん単たんに言えば、《ワーディング》を感知してから現げん場ばにどれだけ早く行けるかの勝負だ。

柳也：（キャラシートを見て）〈知覚〉は絶ぜつ望ぼう的だな。〈運動〉で勝負か。……目標値ちは？

ＧＭ：重じゆう傷しようだが助けられるのは７、無傷で助けるんなら12。

柳也：無傷の場合はクリティカル必ひつ須すか……。だが使えるエフェクトも無い。

ＧＭ：うむ、判定してくれ。

柳也：侵しん蝕しよく率りつのボーナス足してダイスは４個こ。えいっ！　……よし！　達成値は13！

一同：よおし！

ＧＭ：お、やるな。では改めてシーンをはじめよう。……文化祭の次の日、夜。カメラが当てるのは途と中ちゆうで主役を交代した渡辺くんだ。

紫帆：またクラスメイト!?

ＧＭ：その通り。展てん開かいは笹塚くんとほぼ同じだ。学校に近い場所でひとりになったところを化け物に襲おそわれる。ただし拓真本人は出てこない。化け物が羽は交がい締じめにしたまま、謎なぞの液えき体たいを渡辺くんに飲ませようとする。

柳也：で、俺おれがその前に間に合うわけだな。

ＧＭ：そうそう。シーンとしては強ごう引いんに口を開けさせられている渡辺くんに、今まさに液体が入ろうとする───その直前だ。

柳也：駆かけつけるなり指を弾はじいてその液体ごと化け物をぶっとばす！

薫：お、アグレッシブだね。

柳也：侵蝕率が上がってイライラしてるんだよ！　今回の出目も９だったんだよ！（笑）

ＧＭ：八つ当たりか（笑）。じゃあなんらかの形で攻こう撃げきしてもらおうか。10点以上ダメージを与あたえると、その化け物は渡辺くんから吹ふき飛ぶよ。

柳也：10点か。じゃあ《黒の鉄てつ槌つい》だけで。……よし、12点。これが武ぶ闘とう派はの意地ってヤツよ。

ＧＭ：ＯＫ。では柳也の指が弾はじかれると重力弾だんが発生。それは狙ねらい違たがわず化け物の頭を打ち抜ぬき……その勢いきおいで化け物を吹き飛ばす。

柳也：追つい撃げきするために化け物に詰つめ寄よるぜ。

ＧＭ：いや、その必要はない。化け物は打ち抜かれ、吹き飛ばされると同時に真っ黒な液体になって消え去る。……柳也ならこれが従じゆう者しやであるとわかるだろう。

ミナリ：やっぱり。

柳也：ふう、実は今の今までアキューズがやっぱり関かかわってるんじゃないかと冷や冷やしてたんだ。一安心だな（笑）。

ＧＭ：それが心配だったのか（笑）。

柳也：とりあえず紫帆たちのクラスメイトの様子は？

ＧＭ：パニック症しよう状じよう一歩手前。《ワーディング》がかかってたんで動けたりはしないが。

柳也：なら、悪いが気き絶ぜつしてもらおう。……今の内ならまだフォローもしやすい。

薫：そうだね。

ＧＭ：了りよう解かい。では渡辺くんは気絶した。で、これでこのシーンは終わりなんだけど。

ミナリ：なんだけど？

ＧＭ：実は同時多発で同じような襲撃があるんだ。あと三回、紫帆のクラスメイトを狙って。

一同：なにいいいいいいいいっ!?

ＧＭ：なので、順番に柳也と同じ判定ひとり一回ずつをしてもらおう。

一同：…………。




　この判定で紫帆、薫が目標値12をクリア。ミナリは12には及およばなかったもののなんとか７をクリア。連続襲撃は重傷ひとり、軽けい傷しよう三人という結果に終わった。




　ジャーム化こそ防ふせいだものの、犠牲者が出たことは紫帆たちの心に重くのしかかった。

　そして、もどかしいまま夜が明ける───。







従者　ブラム＝ストーカーのオーヴァードが生み出す疑似生物。そのオーヴァードの血が媒体となっている。











◆Middle 08◆いくつかのピース


Scene Player ─── 千城寺薫






　夜が明けて、薫はペリゴールへと戻もどった。

　紫帆もミナリも柳也も、みなそれぞれが疲ひ弊へいした顔をしている。

　相手の襲しゆう撃げきに備そなえて、夜通し警けい戒かい態たい勢せいだったのだ。仕方がないと言えば仕方がない。




ＧＭ：では次のシーン。

柳也：とりあえず全員ペリゴールに集合だな。これからどうするかを考えなきゃならん。

薫：そうだね。残りの情じよう報ほう収しゆう集しゆうもしておきたいし。

紫帆：じゃあ疲つかれた顔してペリゴールに行きます。

ミナリ：同じく。

ＧＭ：では早朝のペリゴールだ。朝日が上がってくる中、疲れ切った顔のキミたちがいる。

柳也：いきなり俺は毒づくぜ。……ちっ、まさか一ひと晩ばん中じゆうかけずり回ることになるとはな。

ミナリ：従者使いの実力を過か小しよう評ひよう価かしてました。多方向の同時攻こう撃げきとは……。

紫帆：わたしたち、人数の面だけはどうしようもないもんね～。……と机つくえに突つっ伏ぷして言う。

柳也：ともあれ、こうなると本人を叩たたくしかねえぞ。

薫：……ということで僕ぼくは拓真くんについて調べるよ。〈情報：ＵＧＮ〉でいいかい？

ＧＭ：了解。ではテレーズあたりが裏うらで調べていた情報を回す感じで。

薫：頼たのみますよ、テレーズちゃん……っと。お、クリティカルして達成値ちは20。

ＧＭ：ではＵＧＮがＦＨから奪うばってきたデータを回そう。……名前は鳶永拓真。コードネームは〝シュヴァリエ〟。このコードネームはＦＨでつけられたものだそうだ。

薫：ああ、そういえばＵＧＮは彼がオーヴァードかどうか確かく認にんしてなかったっけ。

ＧＭ：そうそう。ちなみにコードネームがついているからと言って拓真はＦＨに所しよ属ぞくしているわけじゃない。むしろ勧かん誘ゆうされて断ことわっていたりする。

薫：ほう？　どうしてかわかるかい？

ＧＭ：「面おも白しろくないから」だそうだよ。彼の行動指し針しんは好こう奇き心しんを満たすこと、らしいから。

柳也：そりゃまた豪ごう快かいな理り屈くつだな。

ＧＭ：で、ＦＨのデータによれば彼は確たしかに〝賢けん者じやの石〟を持っている。しかも目が銀色になるおまけ付きだ。そして───データにははっきりと〝ジャーム化〟という一文が。

紫帆：ホントに……ジャームなのかな……。

ミナリ：…………。

薫：彼のシンドロームについてはわかるかい？　ブラム＝ストーカーとかさ。

ＧＭ：ご名答。ＦＨのデータにも〝強力な従者を使用〟と書いてあるよ。

ミナリ：これでほぼ確定、か……。

ＧＭ：それからＦＨの情報によれば拓真の〝賢者の石〟は紫帆やまひろとは違う特とく徴ちようがひとつある。……それは形けい状じようだ。

紫帆：形状？

ＧＭ：彼の石は紫帆のように固体ではない。彼は血けつ液えきすべてが〝賢者の石〟なんだ。

ミナリ：血液すべて!?

柳也：む、むちゃくちゃ言うな……。

ＧＭ：正確には血液中に〝賢者の石〟が溶とけている、というべきかな。ともあれ、彼の石は血液そのものだ。だからこそ彼はブラム＝ストーカーの力に目覚めたのかもしれないが。

薫：ああ、だから拓真くんの血を飲んでしまった彼はジャーム化してしまったのか。

ＧＭ：そういうことだ。

薫：じゃあその辺のことをみんなに話そう。……拓真くんが犯はん人にんなのはほぼ間ま違ちがいないね。

紫帆：…………ちょっと黙だまって聞いてよう。

柳也：うーん、だがそれだと腑ふに落ちないことがいくつかあるぜ。

薫：ほう？

柳也：この事じ件けんが〝賢者の石〟がらみであることは理り解かいした。だが、拓真は一体何をしたい？　紫帆を襲撃して石を抜ぬこうって目もく論ろ見みならわかるが、なぜ他の生徒を襲おそう？

ミナリ：そうですよね……。

柳也：もうひとつはヤツがどこで紫帆のことを知ったか、ってことだ。紫帆の情報はそう簡かん単たんに手に入るものじゃねえだろ。ＦＨにも所属してないようなヤツが入手できるものか？

一同：うーん……。




　頭を捻ひねる一同。だが、そう簡単に柳也の提てい示じした疑ぎ問もんを解決する案は出てこない。




薫：いろいろわからないことは多いね。紫帆くんのことを知ったきっかけはともかく、拓真くんの目的くらいは知っておきたいけど。

柳也：このまま闇やみ雲くもに護ご衛えいじゃ、こっちが保もたねえからな。

紫帆：うん、襲うならわたしを襲って欲ほしい。……周りの人を巻まき込こむのはキツイよ。

ミナリ：……ん？

柳也：どうした、ミナリ？

ミナリ：いえ……、今の紫帆の言葉を聞いて思いついたことがありまして。

薫：ほうほう？　この際さいだ、何でも聞かせて欲しいね。

ミナリ：今回の事件で襲われているのは、全員紫帆や私のクラスメイトですよね？　もしかして───紫帆に近しい人物を狙ねらっているのでは？

一同：あっ!!

ＧＭ：よく気づいたな。ではミナリは最初の被ひ害がい者しやである笹塚くんをはじめとして、襲しゆう撃げきされたクラスメイトはこの文化祭期間、紫帆に近しい人物であったことに思い当たるよ。

ミナリ：犯人の狙いは紫帆に精せい神しん的負ふ担たんをかけること。……システム的に言えばロイスをタイタス化させようとしているのでは？

柳也：なるほどな。それはありそうな話だ。

ミナリ：この考えが正しければ、ガードしなければならないのは彼が転校してから現げん在ざいまでの間で紫帆に近しい人物、ということになります。

柳也：…………いや、それってお前のことじゃねえの？

ミナリ：え？

柳也：紫帆に近い人物、だろ？　まず思いつくのは同部屋の八重垣ミナリ、じゃねえのか？

ミナリ：…………そ、そうですね。これから私も自分の身辺には気をつけます。

柳也：ああ、そうしろ。

紫帆：…………ホントにそうなのかなあ？

薫：ん？　紫帆くんは何か違う意見があるのかい？

紫帆：うーん、委員長の言うことは確たしかにつじつまが合ってそうな気がする。でも、そうすると拓真くんはなぜ被害者をジャーム化させるんだろう？

ミナリ：え？　えーと……紫帆に殺させるため、とか？

薫：いやあ、それは無いねえ。現に最初のジャームを止めたのは僕だもの。

柳也：紫帆に強いショックを与える……いや、それもねえか。素す直なおに殺せば済すむ話だ。

ミナリ：う、うーん……？

柳也：だああああああっ！　わっかんねえなあ！　マジで愉ゆ快かい犯はんなんじゃねえのか！

薫：可か能のう性せいとしては否ひ定ていしきれないね。……ちょっと共感すらしてしまう（笑）。

紫帆：共感しないでください（笑）。

ミナリ：ダメですね。彼の目的を完全に推すい理りしきるのは無理のようです。

柳也：本人の居場所を探さがすしかねえか。……ちなみにアイツ、文化祭以い降こうも学校来てるのか？

ＧＭ：もちろん休んでるよ。寮りようにも帰ってないらしい。もう三日目とかかな。

ミナリ：となると、警けい察さつに協力してもらうのはいいかもしれません。補ほ導どう名目で人も動いているでしょうし、目もく撃げき証しよう言げんを聞くくらいならそんなに手間はかかりません。

柳也：そうだな、頼たのむ。

ミナリ：では一巻かんでも登場した警察のコネクション……ヤマさんに連れん絡らくを。

ＧＭ：ああ、ヤマさんか（笑）。では〈情じよう報ほう：警察〉で判定してくれ。

ミナリ：コネクションの効こう果かも含ふくめてダイスは５個。……よし！　達成値ちは16！

ＧＭ：む、調子いいな。薫に続いてミナリもクリティカルか。では電話に老刑事のヤマさんが出るよ。「……アンタから電話ってことは、またろくでもないことだな？」

ミナリ：ええ、残念ながら。

ＧＭ：ヤマさんはゆっくりため息をつく。「で、今度はなんだ？」

ミナリ：では鳶永拓真の情報を。……人を探さがしています。昨夜の傷しよう害がい事件の容よう疑ぎ者しやです。

ＧＭ：「……わかった、少し待て」そして三十分後、再ふたたびミナリの携けい帯たいに彼からの連絡が。

薫：おお、仕事早い。

ミナリ：とりあえず電話は取りましょう。……はい、八重垣です。

ＧＭ：「二箇か所しよで目撃があったぜ」とヤマさんは言う。「一件は鳴島駅近くの繁はん華か街がいだ。こっちは複ふく数すう証言がある。どうやら今の寝ね床どこらしいな」

柳也：よし、隠かくれ家の手がかりだな。

ＧＭ：「もう一件は瀬せ戸と川がわ学園の男子寮付近。……ただ目撃した時間が真っ昼間だ。まともに授じゆ業ぎように出ていたわけじゃないだろう」

紫帆：男子寮？

ミナリ：授業には出てないわけだから……次の標ひよう的てきでも定めていたのかしら？

薫：何にせよ、学内で何か仕込みをしていたんだろうね。

ミナリ：ありがとうございます。……それからいつもの話ですが、もし彼を見つけてもうかつに近ちか寄よらないように。我われ々われに任まかせてください。

ＧＭ：「ああ、それはよくわかってるよ」とヤマさんは言って連絡を切る。

柳也：よし、ここからは二手に分かれて行動する。俺と紫帆、ミナリと薫でチームだ。

ミナリ：……私が襲おそわれた時の対たい策さくですか。

柳也：可能性は十分にあるからな。で、俺と紫帆は繁華街を当たる。ミナリと薫は学校を当たれ。もし襲しゆう撃げきを受けたら《ワーディング》を張はれ。そうすればもう片かた方ほうにも伝わる。

ミナリ：わかりました。

紫帆：…………。




　紫帆の心にはまだ幾いく多たの疑ぎ問もんが渦うず巻まいていた。

　なぜ拓真がこんなことを？　あの幻げん影えいの少女は？　文化祭で見せていたあの笑え顔がおは？

　なぜ、なぜ、なぜ───？







◆Middle 09◆心の渇かわき


Scene Player ─── 八重垣ミナリ






　……やっぱり来た、か。

　学校へと戻もどる最中、自分に向けられた殺気を感じ取り、ミナリは静かに武ぶ器きを取り出した。

　周囲を警けい戒かいしつつ、いつでも動きが取れるように重心を変える。

　───殺気の主である赤い泥どろ人形は、すぐに姿すがたを現あらわした。




ＧＭ：では次のシーン。……ミナリのシーンだ。

柳也：む、襲撃か？

ＧＭ：その通り。見事に予想されてしまったよ。

ミナリ：ひとりで行動しなくてよかった（笑）。

ＧＭ：というわけでミナリと薫が学校へ行く最中、不自然に人が少なくなる場所がある。

ミナリ：では速度をゆるめてちょっと警戒を。

薫：僕も殺気を感じ取って言おう。……どうやらキミの考えは的中したらしいね。

ミナリ：ええ。……残念ながら。

ＧＭ：ではそちらは〈知覚〉を振ふってもらおうか。襲撃を予想していたのでダイスボーナスを３個こあげよう。こっちは〈隠おん密みつ〉で判はん定ていする。キミたちが勝利すれば不意打ちを防ふせげるよ。

ミナリ：う～ん、一回クリティカルして13。

薫：こっちは９。……あんまり役に立たなかったかも。

ＧＭ：（ダイスをじゃらじゃらと取り出す）……こっちの出目がよかったな。達成値29。

柳也：なんかすごい数のダイス振ったぞ（笑）。

ＧＭ：ミナリの警戒にもかかわらず、背はい後ごから突とつ然ぜん巨きよ大だいな腕うでが振り下ろされる！

ミナリ：くっ！

ＧＭ：《かりそめの剣けん士し》＋《血族》＋《アドレナリン》その他で攻こう撃げき。……達成値は34。

ミナリ：（少し考えて）不意打ちだから無理に防ぼう御ぎよしても傷きずが大きくなるだけですね。だからそのまま食らいます。

ＧＭ：ＯＫ。ではダメージが30点。巨大なハンマーで殴なぐられたように吹ふき飛ぶミナリ。

ミナリ：《リザレクト》してＨＰが２点に。あわてて体たい勢せいを立て直します。

ＧＭ：現れた化け物……赤い泥人形のような従じゆう者しやはそのまま戦せん闘とうに入る。

柳也：ミナリ、どうする？　助けに行くこともできるが。

ミナリ：……いえ、従者だけなら大だい丈じよう夫ぶです。薫さんもいてくれますし。合図の《ワーディング》は張はりますから、まずそうだったら来てください。

薫：そうそう、柳也くんは来たければ後で来るといい。侵しん蝕しよく率りつやばいんだろう？

柳也：む……、わかった。

紫帆：ならわたしも様子を見てるね。

ＧＭ：了りよう解かい。では従者とミナリ、薫で戦闘だ！




　戦闘が始まった。

　従者は高いイニシアティブを生かし、その腕で薫を攻撃。《リザレクト》まで追い込む。

　だが、ヤツの活かつ躍やくもここまで。ミナリ、薫の攻撃が高い達成値ちでヒットし、従者のＨＰはあっさりと０になった。




ＧＭ：うわ、結けつ構こうＨＰあったのに。もう死んだ！

薫：ふふふ、僕ぼくの手からイバラが自動的に敵てきに伸のびて、その体を貫かん通つうするよ。

ミナリ：あっさり終わりましたね。……ちょっとあっさりすぎる気もするけど。

ＧＭ：ではもう一回ここで〈知覚〉を振ってもらおうか。

ミナリ：……んー、出目悪いですね。４です。

薫：お、僕はクリティカルだ。達成値16。……イバラが何かに反はん応のうしたかな？

ＧＭ：そういう演えん出しゆつで行きますか。敵を倒たおしたのにイバラが勝手に暗がりへと向かっていく。

薫：おっと、まだ誰だれかいるようだね。……出てきたらどうだい？　残念ながらキミは見つかってしまったよ。

ＧＭ：するとあきらめたようにため息をつきながら柱の陰かげから拓真が出てくる。

ミナリ：……拓真くん。

ＧＭ：「ここで見つかるつもりはなかったんだが」とちょっとばつが悪そうにしているよ。

ミナリ：教えて。今回の事じ件けん、あなたが犯はん人にんね？

ＧＭ：「その通り。……元々隠かくすつもりはないけどな」

ミナリ：そしてあなたは初島知冬から受け継ついだ〝賢けん者じやの石〟を持っている。……そうね？

ＧＭ：彼は肩をすくめる。「よく調べているなあ。まあ、その通りだよ」

紫帆：その辺で駆かけつけていいですか？　どうしても拓真くんとは話をしておきたい。

ＧＭ：了解。では《ワーディング》を感知して紫帆が駆けつけると、拓真とミナリたちが対たい峙じしている。

ミナリ：紫帆……。

ＧＭ：拓真はため息をつく。「あー、紫帆まで来ちまったよ」

紫帆：……拓真くん。ホントに、キミがこんなことをしたの……？

ＧＭ：「ああ、俺おれがやった。笹塚も、他の連中も、俺がやった」

紫帆：……っ！　どうして！　どうしてこんなことを！

ＧＭ：「……俺はさ、心のどっかに穴あなが開いてるんだ」と、唐とう突とつに拓真は言う。

紫帆：穴……？

ＧＭ：「俺はその穴を埋うめたくてしょうがない。理屈じゃなく、本ほん能のうとしてそう思うのさ」そう言って彼は紫帆の目を見て笑う。「お前にもあるだろ？　すべてを破は壊かいしたいと思う気持ち、とかさ」

紫帆：……っ！




　紫帆は言葉を飲み込こみ、無む意い識しきに右手を心しん臓ぞうの上に置く。

　拓真の言う〝破壊衝しよう動どう〟。それはこの街を滅ほろぼしかけた、紫帆が持つ心の疵きず。




ＧＭ：「それと同じさ。……俺は飢うえているんだよ。その穴を埋めるものを、常つねに飢えているのさ」拓真の表ひよう情じようはいつもと変わらない。逆ぎやくにそれが不気味でもあるが。

薫：ふうむ、彼の衝動は〝飢き餓が〟ってことかな？

ＧＭ：そういうこと。「俺の心は好こう奇き心しんに飢えている。……だから俺はこの街に来たんだ。俺と同じ石を持つオーヴァードと会うために」拓真は紫帆から目を離はなせない。

紫帆：……こっちも拓真くんから目を離せずに硬こう直ちよくしてます。

ミナリ：紫帆と会ってどうするの？　そんなに〝賢者の石〟が欲ほしいの？

ＧＭ：「違ちがうよ。俺が思ったのは〝コイツをジャーム化させたら面おも白しろそうだな〟ってことさ」

紫帆：……え？

ＧＭ：「だいたい俺からしてみれば、今のお前の方が不自然に見えるんだよね」

薫：ほう？　それはどういうことだい？

ＧＭ：「なんで自分の衝動を抑おさえる必要があるんだ？　衝動ってのはつまり自分が望んでることだろ？　それをわざわざ抑えるなんてのは不自然だ」

紫帆：そ、そんな理由でみんなを襲おそったの？

ＧＭ：「そうだ」と彼はなんてことなさそうに言う。「それでお前がジャーム化したらどんなことになるか見てみたかった。……まあ、あんまり成功してないけどな。アイツらはお前にとってそこまで大切な人間でもなかったみたいだし」

ミナリ：なっ……！

紫帆：そんな……ショックを受けてないなんてことないよ！

ＧＭ：その紫帆の言葉に、拓真は「ほお？」と目を細める。……すると、まるで体の中身を引きずり出されるような、おぞましい違い和わ感が紫帆を襲う。

ミナリ：それって、私が最初に彼と会った時の！

ＧＭ：うん、同じものだ。で、拓真は続ける。「いや、お前は口で言うほどショックを受けていないな。お前の心にはヒビが入っていない」

紫帆：え……？

薫：どうして───キミにそんなことがわかるんだい？

ＧＭ：「俺にはそういう力があるってことだ。〝心の疵〟を見る力がな」……具体的に言うと彼はタイタスが増ふえたかどうかがわかるんだよ。

薫：なるほど……、ソラリスあたりの力だね。

ＧＭ：そういうこと。まあ、誰を殺せばタイタスになるかまではわからないんだけど。「笹塚に関してはそれなりに自信もあったんだが。やれやれ、ヤツも役に立たねえな」

ミナリ：それはぶち切れる！　……何も知らないお前が彼の価か値ちを決めるな！

ＧＭ：「おっと。委員長に怒おこってもらってもしょうがないんだよ」

ミナリ：ここで笹塚くんにロイスをとってタイタスにする！　……お前は人を化け物に変えたんだ！　ただ殺すだけじゃない！　彼の魂たましいの尊そん厳げんを踏ふみにじった！

ＧＭ：「本当は紫帆にそう言って欲ほしかったんだけどねえ」と、肩かたをすくめる。

紫帆：…………あれ？

薫：どうした？　紫帆くん。

紫帆：……いや、ちょっと、もしかして……。

ミナリ：どうしたの？

紫帆：えーと、拓真くんは「好奇心を満たすためにわたしをジャーム化させようとした」？

薫：そう言ってたね。

紫帆：でも、それだと「どうして笹塚くんたちをわざわざジャーム化させようとしたか」は説明付かないんじゃない？

ミナリ：あ……。

薫：（少し考えて）確たしかにそうだね。そこについては彼も言げん及きゆうしてない。

ＧＭ：……そこについて聞いてみるかい？

紫帆：うん。……拓真くん、どうして笹塚くんをジャーム化させたの？

ＧＭ：すると拓真はきょとん、とした顔になる。「…………なに？」

紫帆：狙ねらいがわたしなら彼らをただ殺せばいいだけなのに、わざわざジャーム化なんてことをしたのは───どうしてなの？

ＧＭ：拓真は硬こう直ちよくする。何か答えようとしているんだけど答えられない、そんな感じだ。

紫帆：…………？

ＧＭ：そして彼が硬直するのと同時に───。




「私の……声を……聞いて……」




ＧＭ：どこからともなく声がする。……ただし紫帆だけに。

紫帆：えっ？

ＧＭ：そして紫帆の目にだけ、拓真と重なるように少女の幻げん影えいが見える。

薫：初島知冬くん、か。

ＧＭ：彼女は悲しそうな顔で何かを訴うつたえかける。「伝えなければならないことが……」

紫帆：つ、伝えること……？

ＧＭ：だが、その幻影もすぐに薄うすれていく。彼女の声もノイズ混まじりになり、うまく聞きとれない。

紫帆：ま、待って！　まだ何も話してないのに!?

ＧＭ：彼女は必死な様子で最後に言う。「私の……〝賢けん者じやの石〟に触ふれて……真実を……」




　その言葉と共に、少女は再ふたたび虚こ空くうへと消えていく。

　ただ、悲ひ哀あいの表ひよう情じようだけを残して。




紫帆：あ……、あ……、消えちゃった。

ミナリ：と言っても紫帆にしか見えないのか。……って拓真くんの様子は？

ＧＭ：動どう揺ようしたままだ。知冬のことは見えていないようだね。

薫：本人には見えてないのか。これはまた不思議だね。

ＧＭ：で、拓真はうめくように「ジャーム化でもなんでも、俺のやることは変わらない。……そう、変わらないはずだ」と言う。

紫帆：拓真、くん。

ＧＭ：彼は強ごう引いんに笑えみを作ると、「……悪いけど、ここで戦うつもりは無い。俺の目的はお前らを倒たおすことじゃないんだ」そう言って、体全体を赤い泥どろが覆おおう。

紫帆：待って！




　紫帆の叫さけびも届とどかず、拓真はその姿すがたを赤い闇やみの中へと消した。

　疑ぎ問もんは氷ひよう解かいし、だが新たな謎なぞが現あらわれる。

　───何かがずれている。何かが間ま違ちがっている。

　その思いだけを握にぎりしめて、紫帆は拓真が消えた闇を見つめていた。







《かりそめの剣士》　従者に白兵用の武器を持たせるブラム＝ストーカーのエフェクト。

《アドレナリン》　肉体能力を活性化させる脳内物質を分泌させるソラリスのエフェクト。

〝心の疵〟を見る　具体的にはソラリスの《止まらずの舌》を使用している。なお、判定は省略している。











◆Middle 10◆衝つき動かすもの


Scene Player ─── 九条柳也






　紫帆たちからの報ほう告こくを受けて、柳也はいったん捜そう査さを中止してペリゴールへと戻もどった。

　鳶永拓真の抱かかえる衝しよう動どう、初島知冬の訴うつたえる真実。それらが新たな謎を生んでいた。

　だがその時、薫がいつもの調子で切り出した。

「ひとつ、アイデアがあるんだけど」




ＧＭ：では次のシーン。

柳也：とりあえず合流するか。かなり情じよう報ほう出たしな。

薫：了りよう解かい。それじゃあペリゴールかな。

ＧＭ：うん、ではさっきのシーンから十五分後。キミたちはペリゴールに集まっている。

ミナリ：では前のシーンであったことを報告します。

紫帆：わたしも知冬さんのことを。

ミナリ：本当に拓真くんは知冬さんのことが見えてないのかしら？

ＧＭ：その言葉に三郎が出てくる。「いや、あれは見えてねえな。完全に認にん識しきの外にあった」

紫帆：三郎……。

ＧＭ：「もともと〝賢者の石〟の中に宿る意い識しきってのは希き薄はくなんだ。ああやって姿を現せるだけでも十分に強いほうなのさ」

紫帆：って、三郎は知冬さんが見えてたの!?

ＧＭ：「見えた」なぜか不ふ機き嫌げんそうに三郎は言う。「アイツ、お前の石に向かって直ちよく接せつメッセージを飛ばしてやがった。だから俺にもヤツの姿が見えた」

ミナリ：では何か思い出しました？　彼女のことは。

ＧＭ：「……確たしかに俺の知っているヤツだな。もっとも、俺が記き憶おくしている姿は子こ供どものころだし、〝初島知冬〟とは微妙に名前が違ったが」

紫帆：じゃあ……本当にまひろさんと同じ……。

ＧＭ：「そうだ、お前と同じ〝賢者の石〟を持っている。……死んだ、とは思ってなかったが」微び妙みように三郎は元気がない。

柳也：しかし、その初島知冬が必死に何かを訴えようとしているってことだが、それはどうやったら聞けるんだ？

紫帆：〝賢者の石〟に触れて、とは言ってましたけど……？

ミナリ：拓真くんの〝賢者の石〟って彼の血けつ液えきそのものですよね。

柳也：つまり、拓真自身をもう一回捕つかまえなきゃならんってことか。ったく、振ふり出しに戻った気分だぜ。

薫：……いや、そうでもないんじゃない？　彼の血があればいいわけだよね？　だとしたら、ひとつアイデアがあるんだけど。

ミナリ：何か、いい方法が？

薫：彼の血を飲んでジャーム化した子を使うのはどうだろう？

ミナリ：さ、笹塚くんを？

薫：そうそう。拓真くんの血を受けてジャーム化したのなら、体内に〝賢者の石〟を宿しているわけだよね。それを通じて接せつ触しよくできないかな。

一同：おおおおおおおおおー。

ＧＭ：……ふうむ、面おも白しろい。正直想定してなかったが、確かにその通りだ。拓真の使う《抱ほう擁よう》を受けたキャラクターはＤロイス：賢者の石を受け継つぐ設せつ定ていになってるしな。

柳也：ああ、だからジャーム化するのか。石の適合者じゃないから。

ＧＭ：そういうこと。……ただ、かなり薄うすまっているのも確かだからね。その方法で行くのならそれなりに厳きびしい判はん定ていをクリアしてもらおう。

薫：それは仕方ない。ちなみにどんな判定だい？

ＧＭ：紫帆の〈ＲＣ〉か〈知覚〉で目標値ち15。単たん純じゆんに向こうのメッセージが聞き取りにくいから、それを受け取れるかどうかの判定だ。

柳也：（紫帆に）どうだ？　やれそうか？

紫帆：なんとかなると思います。《水すい晶しようの目》も取ったし。……というか取っててよかったなあ（笑）。

ミナリ：大だい正せい解かいだったね（笑）。

薫：では捕ほ獲かくしている笹塚くんの血液を一部持ってきてもらおう。テレーズちゃんの部下にでも頼たのめばいいかな？

ＧＭ：そうだね。では一時間ほどして、ペリゴールに目的のものが届とどけられる。シャーレに入った血液。よく見れば、奇き妙みように輝かがやいているのがわかる。

薫：それを丁てい寧ねいに机つくえの上に置いて、紫帆くんの方を見よう。……どうだい？　大だい丈じよう夫ぶかい？

紫帆：……はい。

ミナリ：なんとなく不安な顔になってます。どうしても一巻かんの時の共鳴現げん象しようを思い出すから。

柳也：ああ、そうだな。下手すれば紫帆がジャームに近づくことになるのか。

ミナリ：なので声だけはかけます。……気をつけて。まずいと思ったらすぐに接せつ続ぞくを切って。

紫帆：うん……、わかった。

ＧＭ：三郎が紫帆に言う。「じゃあコイツの上に手を置いて意識を集中しろ。後は向こうのメッセージをお前が受け取れるかどうかだ」

紫帆：うん。……深しん呼こ吸きゆうしてから手を置きます。そして目を閉とじて集中する。

ＧＭ：では───判定を。

紫帆：《水晶の目》＋《全知の欠片かけら》を組み合わせて……、よし！　24で成功！

柳也：よし！

ＧＭ：了りよう解かい。では、紫帆の全身を浮ふ遊ゆう感が襲おそい───。




　目を開ければ、そこは白い空間だった。

　空も、地面も、まるで雲のように曖あい昧まいな、そんな世界。




ＧＭ：そしてその世界に紫帆と三郎がぽつん、と立っている。

紫帆：……お？

ＧＭ：程ほどなくして、「ありがとう、ここまで来てくれて」と声がしてキミたちの側そばに知冬が現あらわれる。前に見た通り、体の輪りん郭かくがぼやけているのは変わらないが。

[image: ]

紫帆：知冬さん……。

ＧＭ：「でも、紫帆なら来てくれると思っていた」と彼女は微笑ほほえむ。

紫帆：え……？　わたしのこと知ってるの？

ＧＭ：「ええ、私は……」と彼女は何か言おうとするが、体がぼやけてしまう。「ごめんなさい、今は時間がないから」

紫帆：あ、うん。拓真くんの、ことだよね？

ＧＭ：知冬はうなずく。そして彼女が何かをすくい上げるかのように両手を動かすと、その上に輝かがやく球体が。「これを受け取って……」

紫帆：これは……？

ＧＭ：「記憶の欠片。……拓真が暴ぼう走そうしてしまった時の」

紫帆：……黙だまって受け取ります。

ＧＭ：紫帆がその光る球体に手を触ふれた瞬しゆん間かん、大量のイメージが頭の中に流れ込こんでくる。高速で再さい生せいされる映えい画がを見ているみたいな感じだ。




　それは、どこかで見たことがある風景。どこかで見た話。




　鳶永拓真は普ふ通つうの少年だった。器用でノリが良く、少し軽いところが玉たまに瑕きず、そんな中学生だった。




ＧＭ：そして初島知冬は身を隠かくすために拓真の住む街にやってきて……ふたりは知り合った。




　拓真は知冬の優やさしさに惹ひかれた。知冬は拓真の明るさに憧あこがれた。

　だが───彼らの前に一匹ぴきのジャームが現れる。




ＧＭ：そのジャームはどこからか知冬の〝賢けん者じやの石〟を狙ねらって現れたジャームだ。……そしてそのジャームが知冬と拓真に鉢はち合あわせてしまう。




　知冬は重じゆう傷しようを負いながらもジャームを撃げき退たいする。

　だが……彼女は拓真を守ることができなかった。

　拓真は、知冬を守るためにジャームの前に立ち───そして命を落とした。




ＧＭ：そこで瀕ひん死しの知冬は決意する。……〝賢者の石〟を使って拓真を救おうと。

ミナリ：それって、紫帆と同じ……。

ＧＭ：幸運にも、いやもしかしたら不運にも、拓真は〝賢者の石〟と適てき合ごうした。だが───。




　崩ほう壊かいはここから始まる。拓真を助けるために知冬は力を使い切って死し亡ぼうした。

　取り残された拓真は───悟さとってしまったのだ。その身に宿した、ソラリスの力で。




柳也：悟る？　なにを？

ＧＭ：自分が徹てつ底てい的に他人と違ちがうことに。……オーヴァードと呼よばれる存そん在ざいの中でも、自分はさらに異い質しつであることに。

薫：〝賢者の石〟、か。

ＧＭ：そして彼は絶ぜつ望ぼうする。




　彼には帰る場所はない。彼には共に歩く人がいない。

　彼は〝ひとりでいる〟ことに耐たえられなかったのだ。

　そして───彼はジャームとなった。




ＧＭ：ここで記憶はとぎれる。そして知冬は言う。「……拓真を止めてあげて」

紫帆：彼は……やっぱり暴走しているの？　ジャームになってしまったの？

ＧＭ：悲しそうに知冬はうなずく。「彼をあんな風にしてしまったのは私。でも、私では拓真を止められない。でも、あなたなら……」

紫帆：…………。

ＧＭ：「彼を止めて───救ってほしい」

紫帆：わたしが……？

ＧＭ：知冬はゆっくりとうなずく。「あなたにならできる。だって紫帆は……その石を受け継ついだ人だもの」

紫帆：わたしに、できるかな……？

ＧＭ：「あなたになら、きっと……」という言葉と共に、彼女の体がゆっくりと薄うすくなっていく。

紫帆：あっ！　ち、知冬さん！

ＧＭ：「……最後に、拓真の場所を……」そう言うと、紫帆の頭の中に拓真のいる場所が浮うかんでくる。鳴島市の東南側にある繁はん華か街がい、その雑ざつ居きよビルの一室だ。

紫帆：……わかったよ。

ＧＭ：彼女はちょっと微笑ほほえんで消えてゆく。……そして紫帆は気がつけばペリゴールにいる。

紫帆：ちょっと息をつこう。……話できたよ、とみんなに言う。

ミナリ：どうだった？

紫帆：やっぱり拓真くんのことだった。……と言って、さっき見たことを説明する。

薫：ふうむ、確たしかに興きよう味み深ぶかい話だね。特に拓真くんの境きよう遇ぐうと暴走した理由が。

ミナリ：紫帆のケースによく似にてますね。

柳也：違うのは順番だけか。拓真の場合は先に知冬と出会い、失った。紫帆の場合は先に襲おそわれて、後に三郎や俺おれたちと出会った。

紫帆：…………。

薫：その通り。それゆえに彼は〝孤こ独どく〟に耐えられず───ジャーム化した。となると、彼の行動の理由もわかるね。

ミナリ：なぜ犠ぎ牲せい者しやをジャームにしようとしたか、ですか？

薫：そう。孤独に耐えられずジャーム化したのならば……。

紫帆：拓真くんは、仲間が欲ほしかった───。




　それが、鳶永拓真の根底にあるものなのだろう。

　彼の血を、〝賢者の石〟を受け継げる仲間。それを求めて彼は凶きよう行こうを繰くり返していた。




薫：おそらくは拓真くん自身も自分の気持ちに気づいてないんだろうね。

ＧＭ：その通り。……彼の衝しよう動どうは〝飢き餓が〟なんだが、意味が異ことなっている。

ミナリ：心に開いた穴あなは好こう奇き心しんじゃなくて、仲間を求める気持ちだったんですね……。

紫帆：……わたし、拓真くんに会いに行きたい。

柳也：ああ、どっちにせよもう一度顔を合わせなきゃならんからな。

紫帆：ううん、そうじゃない。……わたし、ひとりで拓真くんのところに行く。




　決意を込めて、紫帆は言う。

　彼を止める前に、手て遅おくれになる前に、どうしても話しておきたかった。




ミナリ：そんな！　危き険けんすぎる！

紫帆：でも、そうしないと拓真くんとはきっときちんと話せない。……どうしても伝えておきたいの。知冬さんのことと、わたしのことを。

ミナリ：あなたの……？

紫帆：わたしも同じ境遇だったんだってことや、知冬さんが心配してたことを伝えたい。……無む駄だかも知れないけどね。

ミナリ：…………。

紫帆：あ、でも、拓真くんの狙ねらいはわたし自身じゃないから、結けつ構こう大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……。

ミナリ：それでも……。

柳也：いや、確かに危険は危険だが、今はヤツも動どう揺ようしている。そんなに悪い手でもねえ。

紫帆：どうしても……拓真くんとは、きちんと話をしておきたいんです。話したら、ちゃんとけじめはつけます。彼がやったことを曖昧にはしません。

柳也：（ミナリに）ってことだ。……コイツにとっちゃ、拓真はまだ友達なんだよ。

ミナリ：…………。

柳也：だからこそ、この手順は必要なんだ。たまには信用してやれよ。

ミナリ：私の友達に……紫帆に何かあったら恨うらみますよ。

紫帆：大丈夫、ちゃんと戻もどってくるから。約束する。

ミナリ：（ため息をついて）本当に無茶ばかり……。わかった、十分に気をつけてね。

紫帆：うん。




　そして紫帆はひとり、拓真のもとへと向かう。

　真実を伝えるために、知冬のことを知ってもらうために。





＊　　　＊　　　＊






柳也：よし！　俺ここで知冬にロイス取ろう。……〝遺い志し〟と〝憐れん憫びん〟で。こいつは真ま面じ目めにかわいそうなヤツだ。

ミナリ：私は紫帆に。〝庇ひ護ご〟と〝不信感〟で。

薫：しかし、知冬くんの姿すがたが拓真くんに見えないのはなんでだろう？

ＧＭ：ああ、それは単たん純じゆんな理り屈くつだよ。

紫帆：え？

ＧＭ：ロイスを持ってないから。彼にはもう、知冬の姿が見えないんだ。

ミナリ：ああ、ジャームだから……。

薫：ロイスを持てない彼が、孤独をいやすためにロイスを求めているわけか。

紫帆：…………。







◆Middle 11◆真実と約束


Scene Player ─── 七村紫帆






　鳴島市東南、アクアパークに近い雑ざつ居きよビル。

　コンクリートがむき出しの暗い部屋の中に、拓真はいた。

　その顔にとまどいを浮うかべ、何かをつぶやき続けている。




ＧＭ：では次のシーン。……とりあえず紫帆だけで行くの？

紫帆：うん。この方がきちんと話聞いてもらえそうだから。

ＧＭ：まあ、確たしかにその通りだな。では、紫帆は知冬に教えてもらったビルにたどり着く。

紫帆：じゃあ階かい段だんを上がって、扉とびらを開けて。

ＧＭ：そうすると真っ暗な部屋の中、外からのかすかな光に照らされて拓真が座すわっている。まだ動揺は抜ぬけていないようだ。紫帆が入ってくると、「誰だれだっ!?」と声が。

紫帆：……紫帆、だけど。

ＧＭ：拓真は目を丸くする。「紫帆？　……なんでここに？」

紫帆：知冬さんに教えてもらって来たの。……ちなみにわたしひとりだから、安心して。

ＧＭ：「知冬……？　バカな、アイツは二年前に死んだんだ。何を言っている？」

紫帆：暗い中でもはっきりと拓真くんを見る。……キミの〝賢けん者じやの石〟には前の持ち主である知冬さんの意い識しきが宿ってる。わたしはその知冬さんに教えられてきたの。

ＧＭ：「そんなバカな……」

紫帆：わたしがここにいることがその証しよう拠こだよ。

ＧＭ：彼は言葉に詰つまって紫帆を見る。「…………」

紫帆：じっと───彼の目を見ます。

ＧＭ：そしてゆっくりとため息をつく。「お前はホントに俺が答えられないことばかり言うよな。……ホントにひとりで来たのか」

紫帆：うん。拓真くんと話がしたくて。

ＧＭ：彼は窓まど枠わくあたりに立つ。「……俺はお前と戦うつもりはない。仲間がいないんなら、好きなように話せよ」ちょっと疲つかれた様子で。

紫帆：拓真くんが石を受け継ついだ時の記き憶おく……見たよ。




　言葉を選んで、ゆっくりと紫帆は話し出す。




紫帆：わたしも、同じだった。わたしも何がなにやらわからないうちに殺されて、〝賢者の石〟で生き返って……、でもそこからが違ちがった。

ＧＭ：「……何がだ？」

紫帆：わたしには何が起きたかを教えてくれた人がいた。受け入れてくれた人がいた。

ＧＭ：「…………」

紫帆：力を使う時もひとりじゃなかった。暴ぼう走そうしかけた時も助けてもらった。……この力で人を助けることもできた。

ＧＭ：彼は肩かたをすくめる。「ああ、だから俺はお前を堕おとそうと思ったわけだ。そうすりゃ自分の好こう奇き心しんを満たせるだろうと……」

紫帆：───ちがうよ。




　まだごまかそうとする拓真に、紫帆は静かに言葉を投げる。




紫帆：ちがう。……キミには別の理由があった。

ＧＭ：拓真は絶ぜつ句くしたまま、紫帆の顔を見る。……いや、紫帆から目を離はなせない。

紫帆：キミは仲間を探さがしていた。側にいてくれる人を探してた。だから───。

ＧＭ：「待て！」とそこで拓真が止める。「待ってくれ……」

紫帆：…………黙だまって相手を見ます。

ＧＭ：「お前の……お前の言葉はホントに厳きびしいな。魂たましいに突つき刺ささる感じがする」

紫帆：拓真くん……、キミは〝好奇心〟を満たしたいわけじゃない。

ＧＭ：彼はここで大きく息を吸すい、そして吐はく。「ああ、お前の言うことは真実だ。……多分な。自分だって半はん信しん半はん疑ぎだが、言い返せる材料が無いのさ」

紫帆：……うん。

ＧＭ：「俺は〝仲間〟を求めてた、ってことか……」彼は遠くを見るように言う。




　街のかすかな光が、拓真の顔を照らし出す。彼はどこか疲れたように、寂さびしそうに微笑ほほえんでいた。

　まるで───普ふ通つうの人間のように。




ＧＭ：「……で、お前はどうしたいんだ？　まさかその話をするためだけに来たのか？」

紫帆：半分はそう。……知って欲ほしかったの。知冬さんやわたし、拓真くん自身のことを。

ＧＭ：「……もう片かた方ほうは？」

紫帆：これからのことを───決めて欲しい。

ＧＭ：いぶかしげな顔になって紫帆を見るよ。「……どういうことだ？」

紫帆：全部知った後で、自分の行動を決めて欲しい。その上で止めなきゃいけない時は、わたしたちが止める。

ＧＭ：「…………」




　しばしの間、紫帆と拓真はお互たがいから目を離はなさずにたたずんでいた。

　にらみ合っているわけでもなく、見つめ合っているわけでもない。

　ただ、お互いの姿すがたを焼き付けるように。ふたりは立ちつくしていた。




ＧＭ：しばらく黙だまった後に、拓真は言う。「わかった。……だが少し、考える時間をくれ」

紫帆：……時間？

ＧＭ：「長い時間は待たせない。……明日の深夜、学校の体育館に来てくれ」

紫帆：しばらく黙ってからコクリとうなずきます。……わかった、待ってるから。




　その言葉と共に、紫帆と拓真の邂かい逅こうは終わった。

　紫帆は彼に背せを向け、拓真は闇やみの中でたたずむのみ。




紫帆：う～ん、そのビルを出た後にちょっとみんなと話したいなあ。

ＧＭ：じゃあ変へん則そく的ではあるがシーンを続けようか。紫帆がビルを出て、海かい浜ひん公園前駅に向かっていると三人が待っている。




　心配した顔のミナリと、微び笑しようをうかべた薫と、仏ぶつ頂ちよう面づらの柳也。……紫帆にとっての仲間たち。




薫：では片手を上げて出で迎むかえよう。……やあやあ、待ってたよ。

柳也：俺はタバコ吸すってる。

ミナリ：紫帆、大だい丈じよう夫ぶだった？

紫帆：うん、なんともないよ。……でも、見み逃のがしちゃった。

柳也：今すぐにケリがつくとは思ってないさ。……どうだったんだ？

紫帆：じゃあ……。




　拓真とのやりとりを紫帆はつぶさに話して聞かせる。

　その話を聞き、ミナリは困こまった顔になり、柳也は眉まゆを寄よせ、薫は笑えみを深くした。




薫：（唐とう突とつに）う～ん、紫帆くん。キミはスゴイね。いや、本当にスゴイよ。

紫帆：え、な、なんでですか？

薫：つまりキミは拓真くんを救いたいんだろう？

紫帆：……はい。

薫：普通そうは考えない。なぜならば彼はジャームだ。もう僕ぼくたちとは違ちがう存そん在ざいなんだよ。

紫帆：でも……わたし、拓真くんとは転校してきてから仲良くしてるし、ジャームとかなんとか言われても、その、あんまり実感わかないから。

ミナリ：一ヶ月とはいえ、クラスメイトだったんだしね。

薫：だが、キミの周りの環かん境きようは彼の行動によって重大な危き機きに瀕ひんしている。そこについてはどう考えているんだい？

ＧＭ：ここで三郎が出てくる。「そうだな。……その白衣の言うことももっともだ」

紫帆：三郎……。

ＧＭ：「アイツを救う方法は無いぞ。そりゃお前が付きっきりになってやれば多少は落ち着くかもしれんが、ヤツの暴走が完全に止まることはない」

紫帆：…………。

ＧＭ：「それがジャームだ。ヤツは理り性せい的に見えても、衝しよう動どうによって支し配はいされているんだ」

紫帆：うん……、そうかもね。

ＧＭ：「もしかしたらお前からは手を引くかもしれん。ショックは大きかったみたいだしな。……だが、どこかでまた同じことをするだろう。お前のクラスメイトにしたようなことを」

紫帆：うん……、拓真くんを放ほうっておくわけにはいかないのはわかるよ。

ＧＭ：「なら、どうするつもりだ？」

紫帆：まず止めるよ。……知冬さんにもそうお願いされたし、やっぱりけじめは付けなきゃいけないから。

ＧＭ：「じゃあ、ヤツを素直に許すつもりは無いってことか？」

紫帆：うん、そのつもり。……ちょっと、自信はないんだけどね。

ＧＭ：「まったく……」と言って三郎は首を振ふる。「行き当たりばったりもいいところだな」

紫帆：でもね……。




　深く静かに心を定めて、紫帆は決意の言葉を口にする。




紫帆：……何がどうなっても後こう悔かいしない覚かく悟ごはできてるから。

ＧＭ：「……そうか。なら、俺おれがとやかく口を出すことじゃないな」と三郎。

紫帆：みんなはどうする？

ミナリ：聞くまでも無いでしょう？

薫：お付き合いさせてもらうよ。

柳也：そうだな。お前の覚悟ができてるなら、俺はそれでいい。




　四人はうなずき、そして時を待つ。

　答えは───明日の晩ばんに。







　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆祭りの続き、宴うたげの終わり


Scene Player ─── 七村紫帆






　そして約束の時がやってくる。深夜零れい時じ、瀬戸川学園体育館。

　数日前、ここで文化祭を楽しんだことを紫帆は思い出す。




　もう、あの時は戻もどってこない。もう、あの楽しさは壊こわれてしまった。

　だからこそ───この場所で決着を。




ＧＭ：ではクライマックスだ。全員登場してもらおう。

一同：はーい。

柳也：侵しん蝕しよく率りつとしてはそこそこだな。やっぱり戦せん闘とうに参加しなかったのが大きい。

紫帆：こっちは結けつ構こう伸のびてきちゃったなあ。後半の出目が高かったから。

ＧＭ：まあ、それぞれだね。……さて、約束の時間になるが。

ミナリ：こっちは早めに来て待ち受けます。罠わなでも張はられると怖こわいので。

ＧＭ：信用無いなあ。……って当然か（笑）。

薫：彼が敵てきであることは確たしかだからね。

ＧＭ：では深夜の体育館。風の声だけが聞こえてくる静せい寂じやくの中、キミたちは彼を待っている。目の前には文化祭で演えん劇げきをやった舞ぶ台たい。……もう何もかも片かた付づけられて面おも影かげすら無いけど。

紫帆：…………。

ＧＭ：そして約束の時間ぴったりに、大きな扉とびらが開かれて拓真がやってくる。「……よお」

ミナリ：油ゆ断だん無く警けい戒かいしています。

柳也：俺は紫帆の後ろで様子を見ている。

薫：僕も笑みを浮うかべて見ているだけだ。……さあ、紫帆くん。ここはキミの役目だよ。

紫帆：はい。……じゃあ拓真くんの方に少し歩み寄よりながら。

ＧＭ：向こうはばつの悪そうな顔のまま、両手をポケットに入れて同じく少し近寄る。で、ある程てい度どの距きよ離りをあけたところで足を止めて、「……お前に言われたことを考えてみた」と。

紫帆：……うん。

ＧＭ：「冷静に考えても否ひ定ていする要よう素そは無かった。俺は仲間が欲ほしかった……んだと思う」

紫帆：うん。それで……キミはどうする？　これから。

ＧＭ：「あー、その、だな」と拓真はあっちこっちに視し線せんを移うつしながらつぶやいた後、深しん呼こ吸きゆうをしてから紫帆の目を見て、言う。「俺は───」




「俺は───お前に仲間になってほしい」




ＧＭ：いつものような軽い様子はそこには無い。拓真は真しん剣けんな目で紫帆を見ている。

紫帆：…………。

ＧＭ：「どう、だ……？」

紫帆：……拓真くん。わたしもね、キミと一いつ緒しよにいるのなら楽しいと思うよ。けど───。




　視線に力を込こめ、言葉に決意を込め、紫帆は彼を拒きよ絶ぜつする。

「キミはわたしの友達を傷きずつけた、殺してしまった。……それをただ許ゆるすことはできないよ」




ＧＭ：拓真はただ黙だまって紫帆を見ている。

紫帆：それにキミはこれからも仲間を求め続ける。わたしが側そばにいても、その気が無くても。

ＧＭ：その言葉に、拓真は大きくため息をつき、右手で頭をかく。「……つくづくお前の言うとおりだ。俺にはこの感かん情じよう……いや衝しよう動どうを止められない」

紫帆：…………。

ＧＭ：「認にん識しきしていなくても俺は衝動を止められなかった。……そして認識してしまったからこそ、俺の衝動はさらに拡かく大だいする」




　どこか自じ嘲ちよう気味に、少年はつぶやき続ける。




ＧＭ：「止められないんだ。……百人殺しても、千人殺してもいい。たったひとりの仲間を生み出すためならば、どんなことでもしようっていう衝動が」拓真は右手で自分の顔を覆おおいながら言う。……その向こうから見える瞳ひとみには、ぎらついた光が見える。

柳也：様子が変わってきやがったな。

ＧＭ：そして同時に、拓真の影かげから例の赤い泥どろ人形が四体現あらわれる。ずるずるとはい出るように。

紫帆：拓真くん……。
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ＧＭ：「自身の衝動に依よって動く。それがジャームって生き物だ。だから───」




「だから、こんな手だって使うのさ！」

　言葉と共に、拓真はポケットに入れっぱなしの左手を握にぎりしめる。




　ドンッ!!　ドンッ!!　ドンッ!!　夜のしじまを爆ばく音おんと赤い炎ほのおが切り裂さいた。

　同時に───拓真の従じゆう者しやが三体、外に向かって駆かけだしていく。




ミナリ：爆発!?

ＧＭ：そう。爆音が聞こえてきた方向からミナリにはそっちに何があるかわかるよ。

ミナリ：あんまり聞きたくない気もするけど……、何があるの？

ＧＭ：男だん子し寮りようと女子寮と教きよう職しよく員いん用の集合住じゆう宅たく。

柳也：なにいいいいいいいっ!?

ミナリ：貴様っ!!　と身み構がまえる。

ＧＭ：拓真は奇き妙みような笑いを浮かべて言う。「焦あせるなよ、委員長。この爆発は派は手でに音と火が出るようになっちゃいるが、たいした被ひ害がいは出ない。ただ驚おどろかせるために作ったもんさ」

薫：……でもそれだけじゃないだろう？

ＧＭ：「そうだ。……パニック状じよう態たいで避ひ難なんしてきた生徒に、俺の従者を向かわせた。放ほうっておけばお前の大事な仲間はあの泥人形どもに喰くい殺されるぜ」

紫帆：まさか！

ＧＭ：「追いかけるなら止めはしない。……ただ、俺を放置するんなら俺は逃にげるぜ」

ミナリ：そこまで……っ！

ＧＭ：「そうさ！」そう叫さけんで拓真は紫帆を見る。「俺は手しゆ段だんを選ばない！　紫帆、お前がイヤと言おうがあきらめない！　お前が拒こばむなら、お前を殺してでも俺の側にいてもらう！」




　狂きよう気きに顔を歪ゆがめ、拓真は叫び続ける。その姿すがたはクラスメイトである鳶永拓真ではない。

　ここにいるのは、孤こ独どくに絶ぜつ望ぼうし続けるひとりのジャーム。




柳也：ちっ、どうする!?

薫：止めるしかないんじゃない？　あの従者をさ。

ＧＭ：……それじゃあ戦せん闘とうのルールを説明するよ。

一同：はーい。

ＧＭ：まず、このままだと従者は１ラウンドで学校のみんなのところまでたどり着き、２ラウンド目から殺さつ戮りくを開始する。

柳也：１ラウンドで従者を全ぜん滅めつさせろっていうのか!?

ＧＭ：いや、もしキミたちが行けば移い動どうには２ラウンドかかることになる。

ミナリ：従者は本体の命令で動くから……３ラウンド目の拓真くんの行動が回ってきたらアウトってことか……。

ＧＭ：問題はまだあるよ。今、ゆっくりとだけど各建物に火が回っている。さて、ここで《ワーディング》を使って非ひオーヴァードを無力化したらどうなるでしょう？

柳也：げ……、もしかして無力化されたまんま火に巻まかれるとか？

ＧＭ：その通り。だから事実上《ワーディング》は使えない。使えないってことは、キミたちが学校のみんなの前で戦えば……。

薫：正体がばれるかもしれない、ってことか。そりゃさすがにマズイねえ。

ＧＭ：ちなみに従者を追いかける場合は、倒たおした次のセットアップに好きな戦場に移動できるよ。もちろん従者を無む視しして本体に直ちよく接せつ攻こう撃げきを加えてもいいけど。

紫帆：２ラウンド目の拓真くんの行動までに倒たおせればＯＫ、か。

ＧＭ：さて、どうする？

一同：うーん。




　それぞれのケースについて相談する一同。個こ別べつに戦闘するか、みんなで拓真を叩たたくか。

　議ぎ論ろんの末、出た結論は───。




ミナリ：私と柳也さん、薫さんが従者を追って、紫帆がここで拓真と戦う。

紫帆：それしかないかぁ……。わたしは攻撃の準じゆん備びに時間がかかるから。

柳也：本当は拓真の前にはミナリがいいんだが。こっちはボスと従者のふたりいるしな。

薫：まあ時間かけると学校のみんなに正体がばれるからね。その危き険けん性せいだけは避さけたい。

ミナリ：（真ま面じ目めな顔で）ポリ袋ぶくろかぶって、「ＵＧＮ仮か面めん！」とかでごまかせないですか？




　ごまかせません。




柳也：ミナリィィィィィィィィィッ！　雰ふん囲い気きぶちこわすなよおおおおおおっ！（笑）

ミナリ：いや、冗じよう談だんです、冗談ですよ！（笑）

ＧＭ：まあいいや（笑）。ではその方向でＯＫだね。

紫帆：うん。……がんばります。

柳也：じゃあ舌した打うちをひとつして、拓真の横を通り過すぎつつ従者を追うぜ。

薫：同じように後を追うよ。

ミナリ：紫帆に一言だけ残して後を追う。……すぐ戻もどるから、なんとか耐たえて。

紫帆：うん。そっちも気をつけて。

ＧＭ：では三人が体育館を出たところで戦闘に移うつろう。敵てきは拓真とその従者が四体だ！




◆第１ラウンド

ＧＭ：（コマを配置して）こんな感じかな。
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紫帆：うう、完全に分かれてる……。せっかく前回で四人の連れん携けいが取れたのにー。

薫：作戦にやられてるねえ。

ミナリ：とりあえずセットアップからですか？

ＧＭ：うん、こっちは何もなし。

ミナリ：何もなし……？　ともかく私は《フルインストール》。

柳也：俺おれは何もなしだ。まだ侵しん蝕しよく率りつが[image: ]％超こしてないから何もできない。

ＧＭ：よし、では最初の手番。紫帆からだね。

紫帆：……迷まようけど、マイナーで《光の剣けん》、メジャーで《獣けものの魂たましい》。みんなが来るまで保もたせなきゃいけないから、振れるダイスを上げておく！

ＧＭ：紫帆の手に輝かがやく光が集まり、剣の姿すがたとなる。それを見て拓真が言う。「……そうか、お前も武ぶ器き使つかいだったっけな」

紫帆：……そういう拓真くんは？

ＧＭ：「俺も、色々と準備に時間がかかるたちなんだよ」と言って、行動するよ。マイナーは従じゆう者しやに命令を出す。メジャーアクションは……《ダブルスクラッチ》を使用。

ミナリ：うわ、また渋しぶいエフェクトを……！

ＧＭ：そして《赫あかき剣》と《赫き鎧よろい》を同時に使って、右手に深しん紅くのロングソード、体に赤黒い鎧をまとう。剣にはＨＰを10点、鎧には５点使うよ。さらに従者が拓真に《癒いやしの水》をかける。……消費したＨＰは全ぜん回かい復ふくだ。

薫：これはまた……難むずかしい戦せん術じゆつだねえ。

ＧＭ：で、他の三体は紫帆以外のみんなに攻こう撃げきするぞ！《かりそめの剣けん士し》＋《血族》＋《アドレナリン》＋《ブラッドバーン》だ！

ミナリ：来たっ！




　三体の従者が巨きよ大だいな腕うでを振ふり上げてＰＣたちを襲おそう。

　従者は全員攻撃を命中させ、ミナリは防ぼう御ぎよ力りよくで、柳也は最後の《リザレクト》で、薫はタイタスを使用してそれに耐たえた。




ミナリ：なんとか耐えた！　今度はこっちの反はん撃げき！　マイナーで《氷の加か護ご》、メジャーで《業ごう炎えん》＋《雷らい光こう撃げき》！　斬きってから電撃で蒸じよう発はつさせてやる！　……命中は48！

ＧＭ：ううむ、さすがに回かい避ひはできない。16で失敗。

ミナリ：ダメージは……50点！

ＧＭ：だがここからだ！《赤せき河がの支し配はい者しや》でダメージを軽けい減げんする！　達成値ち12なので６点軽減。……うお、危あぶない！　装そう甲こう値が無ければ死んでいた！

ミナリ：またしても装甲値……！

柳也：こっちの手番だな。まずはマイナーで《リアクティブダッシュ》。軽いジャンプで宙ちゆうに飛んで距離を離はなす。で、時間短たん縮しゆくのためにフルコンボだ！　侵蝕率が18上がって[image: ]％！

ＧＭ：さっきまで[image: ]未満だったのに、あっという間に[image: ]オーバーか（笑）。

柳也：それでも撃うたなきゃいけないんですよ！　……って出目が低い！　20！

ＧＭ：17で回避は失敗。……惜おしいな。

柳也：36点、装甲無む視し。ちっ、もう少し命中のダイス目が良ければ……。

ＧＭ：うむ、死んでたかもね。同じく《赤河の支配者》。７点軽減でまだ立ってるぞ。

薫：これはきちんと攻撃しなきゃダメってことだね。マイナーで《緑の鞭むち》、メジャーは全力。いつもの通りイバラが伸のびて……やあ、これはひどいダイス目だ。達成値20（笑）。

ＧＭ：10個こ以上振って７以上がひとつだけか。回避は失敗だけど……どうしたみんな（笑）。

薫：ダメージも悪い。装甲無視で20点。

ＧＭ：《赤河の支配者》でダメージは軽減する。……４点軽減で16点ダメージ。

ミナリ：これ……まずくないですか？　奴ら、ＨＰ40点以上ありますよ。

薫：さすがに今のダイス目はひどかった。次のラウンド攻撃しても倒たおせるかどうか……。

柳也：（少し考えてから）よし、ここは《時間凍とう結けつ》だな。

ミナリ：えっ!?　侵蝕率大だい丈じよう夫ぶですか!?

柳也：四の五の言ってられねえ。次のラウンドに俺が紫帆のところに戻もどる方が重要だ。……《灰はい色いろの庭》が使えるからな。

薫：……どういうことだい？

柳也：拓真の従者はヤツ本人のマイナーアクションを使って動くからな。拓真のイニシアティブを下げれば従者も行動順番が下がるってことだ。

ＧＭ：その通り。……だがそのために無理をするね。

柳也：みんなの出目が悪かったからな。こうしないとフォローできん！　というわけで《時間凍結》！　これで侵蝕率[image: ]％！

ミナリ：ああっ！　このままだと柳也さんが生肉をむさぼり食うジャームに！（笑）

柳也：ならねえよ！（笑）で、そこから手加減攻撃！《黒の鉄てつ槌つい》＋《魔ま王おうの理》のみ！　……達成値は48！　これで死ぬだろう！

ＧＭ：うーん、それは無理だな。回避は失敗。

柳也：ダメージ33点！　タバコをかみつぶして、強ごう引いんに動く！　重力弾だんを従じゆう者しやの腹はらに！

ＧＭ：ダメージ軽減も意味はないな。腹に大おお穴あなを開けて、従者は倒れる。

柳也：お前にかける時間はねえんだ。……とつぶやいて、紫帆の方へと駆かけ出すぜ。




◆第２ラウンド

ＧＭ：次のセットアップだ。まずは戦場の移い動どうから。

柳也：俺は紫帆のところに戻る。……まだ間に合うようだな。

[image: ]

ＧＭ：ではエフェクトを。改めて拓真が《ヴァイタルアップ》を使う。

柳也：そして俺が拓真に《灰色の庭》！　このために帰ってきたぜ！

ＧＭ：これで拓真のイニシアティブが11から２か。……キツイね。

ミナリ：これはありがたい。そして私はいつもの通り《フルインストール》。

ＧＭ：ズシン、と拓真に圧あつ力りよくがかかる。「ちっ、重力使いか……」

柳也：余よ力りよくはあんまり残ってないが、これくらいはできるぜ。

ミナリ：じゃあ彼に合わせて従者も動きが鈍にぶったのを見て……この動き、柳也さん？

ＧＭ：む、かっこいいな（笑）。

紫帆：ではまずわたしから！　ここで側そばにいる従者を倒しておきたい！　マイナーで移動して、メジャーで《レーザーファン》を組み合わせつつ範はん囲い攻こう撃げき！

ＧＭ：低い体たい勢せいで光の剣つるぎを構かまえて飛び込こんでくる紫帆を、拓真は冷静に待ち受ける。

紫帆：えいっ！　……命中は39！

ＧＭ：拓真が24、従者が16で失敗。……だが、それくらいなら従者はかばわない。

紫帆：ダメージが30点！　光の剣を横よこ薙なぎに振ふる！

ＧＭ：それなら従者、拓真ともに《赤河の支配者》を使って軽減する。左手に小さな盾たてが生まれる！　……拓真が10点、従者が８点軽減！

紫帆：うう……、あんまりダメージいかなかった。

柳也：しょうがねえ。無理をすることにはなるが、俺も攻撃しよう。……手加減攻撃に《因いん果が歪わん曲きよく》を入れて範囲攻撃に。散さん弾だん銃じゆうのように重力弾を飛ばすぜ。

ミナリ：し、侵しん蝕しよく率りつが……。

柳也：命中は39。侵蝕率は[image: ]％。……もうこれでフルコンボなんざ撃うてないぜ！（笑）

ＧＭ：回避失敗。うーん……これ以上はつらいな。従者がその攻撃をカバーリングする。

柳也：想定通り！　倍ダメージなら死ぬだろう。ダメージ35点！

ＧＭ：甘あまいな。確たしかに従者は消しよう滅めつするが、拓真がそこで左手をかざす。すると、穴だらけの従者が高速で元に戻っていく。……《奇き跡せきの雫しずく》を使用！　これで死し亡ぼうから蘇よみがえらせる！

柳也：な、なにっ!?

ＧＭ：「まだまだ、そう簡かん単たんには滅ほろびねえよ」と拓真は言う。

柳也：ぐ……、そんな切り札が……

ミナリ：でもこれでその従者は行動できない。私たちが残りの従者を倒せれば立て直せる！




　この手番でミナリと薫はお互たがいの目の前にいる従者の撃げき破はに成功。

　次のラウンドに拓真のいる戦場に戻ることを確かく定ていする。




薫：ふう、今度はダメージの出目がまともでよかった。なんとか倒せたよ。

ミナリ：こっちはダメージが出すぎでした。……この出目が１ラウンド目で出ていれば。

柳也：まあＯＫだろ。これで次のラウンドからは全力だ。

ＧＭ：だがその前に拓真の手番が残っている。《アドレナリン》＋《ブラッドバーン》＋《血族》。軽い足さばきで紫帆の横に回りつつ、深しん紅くの剣で連続攻撃を仕し掛かけてくる。

紫帆：う……、こっちも剣を構えつつがんばって避よける。

ＧＭ：慣なれた手さばきで剣が飛んでくるぞ。……命中は36。

紫帆：それなら《ゆらめき》使って避けられるかも。どうしよう……。

柳也：ここは回かい避ひだろ。次のラウンドになればミナリも来る。

紫帆：うん、そうすれば防ぼう御ぎよはなんとかなる……！《獣けものの魂たましい》も使ってるからダイスは多め。……よし！　55で回避成功！　転がり回って赤い剣から逃れる！

ＧＭ：「やるな」と拓真は言う。

紫帆：いろいろ必死なだけだよ。……負けるつもりは無いけどね。




◆第３ラウンド

ＧＭ：ではセットアップ。ミナリと薫がかけつける。

[image: ]

薫：やれやれ、遅おそくなってしまったね。

ミナリ：あとは拓真くんだけ！　私は《フルインストール》！

柳也：俺はまた《灰はい色いろの庭》だ。

ＧＭ：ならばこっちは《血の戦馬》を使用。……従じゆう者しやと融ゆう合ごうする。

ミナリ：が、合体した!?

ＧＭ：拓真が横にいた従者に手を向けると、従者がバラバラとほどけて彼の鎧よろいや剣をさらに覆おおっていく。……これで攻こう撃げき力りよく、ダイス、装そう甲こう値ちのすべてが上じよう昇しようする。

紫帆：まだ、本気じゃなかったんだ……。

ＧＭ：「俺が本気を出すまでには時間がかかるんだよ。……この能のう力りよくのせいで〝シュヴァリエ〟なんて呼よばれてるらしいしな」

柳也：そっちの意味だったのか。俺は知冬を守っているから騎き士しって意味なのかと思ってた。

ミナリ：私も。

ＧＭ：ちなみに〝シュヴァリエ〟はスペイン語に直すと〝求愛者〟って意味もあるそうだよ。

紫帆：は～、いろいろ複ふく雑ざつなコードネームですねえ……。

薫：うん、そして今こそシュバシュバシュバ～……、と言って欲ほしいね（笑）。




　言いません。




ＧＭ：まだこだわってたんですか、それ！（笑）

薫：地味に気に入ってるんだよ。

ミナリ：自分で言わないでください（笑）。

紫帆：えーと、最初はわたしからだけど、ここは待機でいいかな？

ミナリ：ええ、敵てきの攻撃は私がなんとかする。全力で攻撃して。

紫帆：ありがとう。……じゃあ待機！

ミナリ：そして私はマイナーで拓真くんに接せつ近きんしつつ、《業ごう炎えん》＋《雷らい光こう撃げき》で攻撃！

ＧＭ：拓真は横目で近づいてくるミナリを見る。「委員長か」

ミナリ：文化祭の時、ほんの少しだけ思ってた。……このままやっていけるんじゃないかって。

ＧＭ：拓真はその言葉を鼻で笑う。「そりゃ無理な話さ。俺がジャームであることは調ちよう査さ済ずみだったんだろ？」

ミナリ：そうね。……バカな考えを持っていたのは私の方。

ＧＭ：「反省は経けい験けんに変えればいいさ。……俺おれを倒たおせたらな！」

ミナリ：そうさせてもらう！　……ナイフを切り上げて命中は48！

ＧＭ：ミナリの攻撃か。それなら回避はしない。そのまま受けて立つ。

ミナリ：う！　なめるな！　……ダメージは37点！

ＧＭ：ミナリのナイフをそらすかのように鎧が自動的に動く。再ふたたび《赤せき河がの支し配はい者しや》を使用。今度は従者が合体した分ダイスが増ふえてるぞ。

紫帆：う……、そうなるのか……。

ＧＭ：というわけで12点軽けい減げん。さらに防ぼう具ぐ、《赫あかき鎧》、合体した従者の装甲と、三枚まい重ねの装甲値を引いて、ダメージは３点だ！

柳也：か、硬い！

薫：〝シュヴァリエ〟の異い名みようは伊達だてじゃないねえ。

ＧＭ：拓真はミナリが傷きずつけた傷口をぬぐって、「受けきれると思ったんだがな」と一言。

ミナリ：私は悔くやしそうな顔で黙だまったままです。

柳也：次は俺だが、待機だな。《時の棺ひつぎ》の分の侵しん蝕しよく値ちは残しておきたい。

薫：じゃあ僕の番だね。少しでもダメージを重ねておくよ。……《カスタマイズ》＋《ペネトレイト》その他で攻撃。……命中は32だ。鎧の隙すき間まを狙ねらうようにイバラが向かうよ。

ＧＭ：ちっ、回かい避ひは28で失敗。もう少しだったんだが。

柳也：今、ものすごい数のダイス振ふったな。

ミナリ：中ちゆう途と半はん端ぱな出目じゃ回避されますね。

薫：ダメージは……28点。まあまあだね。

ＧＭ：ならば《赤河の支配者》！　剣でイバラを切り裂さくぞ！　……よし、18点軽減！

紫帆：強い……。

薫：この防御力は半端じゃないねえ。

ＧＭ：さらにこっちの攻撃だ。また軽くステップする拓真。ただ、今度は前の倍近いスピードになる。さっきの攻撃に《かりそめの剣けん士し》＋《忌いまわしき砲ほう弾だん》を組み合わせて紫帆とミナリに攻撃！

紫帆：範はん囲い攻撃！

ＧＭ：命中は66！　全方位から赤い剣が一度に突つき出されるかのような感覚がする。

紫帆：う……全然無理。

ミナリ：これはタイタス前ぜん提ていで考えましょう。……《マグネットフォース》で紫帆をかばう！

ＧＭ：ダメージは80点！　ミナリの全身を深紅の剣が切り刻きざんでいく！

ミナリ：80!?　装そう甲こう引いてから二倍にして……[image: ]ダメージ！（笑）

柳也：もう、何回死ぬのやら（笑）。

ミナリ：でも紫帆には攻こう撃げきを届とどかせない。そしてわたしも倒たおれない！　……笹塚くんのタイタスを昇しよう華かして起き上がる！

ＧＭ：「しぶといな、委員長」と呆あきれたように拓真は言う。

ミナリ：私だって怒おこっている。……あなたがクラスメイトを殺したことを。

ＧＭ：……彼は肩かたをすくめるだけだ。

紫帆：最後にわたしの攻撃。全力で《フルパワーアタック》！　〝賢けん者じやの石〟も使用！

柳也：お、やるか？

紫帆：中途半端な攻撃はこっちの侵蝕率りつを上げるだけだから。ここは全力で。

ＧＭ：了りよう解かい。では、ただごとじゃない雰ふん囲い気きを感じて拓真はバッと紫帆に向き直る。「……本気に、なったようだな」

紫帆：ちょっとうつむき気味に武ぶ器きを構かまえ直して、ぽつりとつぶやきます。……なんかさ。

ＧＭ：「……どうした？」

紫帆：さっきから、劇げきの続きみたいでさ……。




　あの時は、笑いながら剣を取った。

　こんなことになるとは思っていなかった。




ＧＭ：拓真はちょっとだけ前のように微笑ほほえんで言う。「劇は舞台の上でやるもんだろ。今は───もう違ちがう」




　その言葉に、紫帆の目に涙なみだがあふれそうになる。

　わかっている。今は、彼を倒すために剣を取っているのだ。




紫帆：うん……、わかってる。




　紫帆は涙をぬぐう。その目を───銀色に染めながら。




紫帆：正面から拓真くんを見み据すえて、袈け裟さ懸がけに剣を振り下ろす！　……達成値は56！

ＧＭ：……25で失敗。その剣の速度に、拓真の反はん応のうが間に合わない。

薫：ここで《力の法ほう則そく》を使用。及およばずながら、イバラを使って彼の動きを止めるよ。

紫帆：それなら───ダメージは87点！




　銀の光が、《赫き鎧》を突つき破やぶる。その時───拓真の瞳ひとみが銀に染まった。




ＧＭ：さすがのダメージだな！　だがこちらも〝賢者の石〟は持っている！《赤せき河がの支し配はい者しや》を使用！　そこに石を使ってクリティカル値ちを下げる！

ミナリ：うわ！　そんな方法を！

紫帆：や、やばい？　もしかして……。

柳也：いや、それは止めさせてもらう。……《時の棺ひつぎ》だ。

ＧＭ：む……！　それが、あったか……！




　銀の輝かがやきが拓真の剣に宿り、紫帆の剣を打ち落としに行く。

　しかし、それも一いつ瞬しゆんのこと。

　拓真の輝きはあえなく消しよう滅めつし、紫帆の光がそれごと彼の肉体を切り裂さいた。




ＧＭ：……ダメか。拓真は剣も鎧も切り裂かれて、その場にどうと倒れ込こむ。実は復ふつ活かつ系けいのエフェクトは持ってないんだ。

柳也：無かったのか。

ＧＭ：ダメージはぎりぎりだったんでね、もう少し軽けい減げんできれば生きてたんだが。

ミナリ：あ、危あぶない……。

ＧＭ：拓真は仰あお向むけに転がっている。「……負けた、か」とつぶやく。

紫帆：…………。

薫：ねえ、ミナリくん。これはただの想そう像ぞうなんだけどさ。もしかして……彼は普ふ通つうに従じゆう者しやをそろえて僕ぼくたちと戦った方が強かったんじゃない？

ミナリ：えっ？

柳也：かも、な。従者も範はん囲い攻撃は使えたはずだ。あれを連打されてたら、状じよう況きようは違っていた。

薫：彼は理由をつけて自分を倒して欲ほしかったのかもしれないねえ。あんな風に従者を散らせれば、僕たちは本気にならざるを得ない。……ま、ただの推すい測そくだけど。

紫帆：…………。




　皆みなはただ黙だまって拓真を見る。

　勝利の喜びなど感じられない。ただ、後味の悪さがそこにあった。




ＧＭ：「……買いかぶりすぎさ。どうせ俺は自分の望みも知らなかったヤツだ」と自じ嘲ちよう気味に言う拓真。

紫帆：……黙って、彼の横にしゃがみます。

ＧＭ：彼は目を紫帆に移うつしてつぶやく。「なあ……。俺の石、持ってってくれないか？」

紫帆：うん……、いいよ。

ＧＭ：「ただ、今抜ぬくとお前をこっちに引きずり込むことになるんだ」

紫帆：……ジャーム化してるから？

ＧＭ：彼はうなずく。静かなように見えても彼の〝賢けん者じやの石〟は暴ぼう走そうしている。それを吸きゆう収しゆうすれば、紫帆もただじゃ済すまないだろう。

紫帆：…………。

ＧＭ：そして、拓真は……彼ははっきりと、そして静かに言う。




「だから───俺を殺してくれ」




紫帆：……！

ＧＭ：拓真は続ける。「正直、もう疲つかれたんだ。ここで生き残っても、俺は俺の衝しよう動どうを止められない。……止めて欲しいんだよ」

紫帆：…………。




　自じ暴ぼう自じ棄きになっているわけでもなく、何かを企たくらんでいるわけでもない。

　彼はただ静かに、みずからの死を望んでいた。




ミナリ：紫帆の側そばに行って、言います。……紫帆。つらいのなら、私がやるわ。

紫帆：……なんとか、できないのかなあ。

ＧＭ：音もなく三郎が出てきて、言う。「無理だな」

紫帆：そんな……。

ＧＭ：「このまま石を抜けば、お前は引きずられてジャーム化するかもしれん。それにコイツがジャームであることは変わらない。……コイツは同じことを繰くり返すだろう」

紫帆：…………。

ＧＭ：「お前がやるかどうかは好きにしろ。……どっちにしても覚かく悟ごは必要だ」

紫帆：…………っ！




　長い間、紫帆は黙っていた。

　拓真への好意、友ゆう情じよう、悲しみ、拒きよ絶ぜつ。あらゆる感情が紫帆の中で渦うずを巻まく。




紫帆：わたしが……やるよ。




　側に来たミナリを手で制せいして、紫帆は拓真に向き直った。

　そして正面から彼の顔を見る。……その顔を忘わすれないために。




紫帆：いろいろとあったけど、会えてよかったよ。

ＧＭ：「……俺もだ」そう言って、彼は微笑ほほえんで目を閉とじる。

紫帆：では、拓真くんの胸むねに手を置く。……心しん臓ぞうの上に。




　紫帆の手が輝かがやき、拓真の体を貫つらぬく。

　ゆっくりと彼の鼓こ動どうは弱くなっていき───そして止まった。




　その後、紫帆は拓真の体から〝賢者の石〟を抜き出し、吸きゆう収しゆうした。

　石はなんの抵てい抗こうも示しめさずに、紫帆の体内へと入っていった。

　紫帆は───最後までその石を見つめていた。







《ダブルスクラッチ》　集中してふたつの簡単な作業を同時に行なうエフェクト。

《赫き剣》　自分の血液を武器に変えるブラム＝ストーカーのエフェクト。

《赫き鎧》　自分の血液を防具に変えるブラム＝ストーカーのエフェクト。

《癒しの水》　対象の傷を癒すソラリスのエフェクト。

《ブラッドバーン》　血液の流れを利用して攻撃力を増すブラム＝ストーカーのエフェクト。

《赤河の支配者》　血液の流れをコントロールしてダメージを軽減するブラム＝ストーカーのエフェクト。

《リアクティブダッシュ》　重力制御で一時的に空を飛びつつ移動するバロールのエフェクト。

《レーザーファン》　多方向に光を飛ばし、無数の敵を一度に攻撃するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《奇跡の雫》　対象を死から蘇らせる物質を精製するソラリスのエフェクト。

《ゆらめき》　幻影を利用して回避をしやすくするエンジェルハィロゥのエフェクト。

《血の戦馬》　自分の従者と融合し、力を増すブラム＝ストーカーのエフェクト。

《忌まわしき砲弾》　従者に巨大な武器をつけて多数を攻撃するブラム＝ストーカーのエフェクト。











　　　ENDING PHASE




ＧＭ：ではエンディングフェイズです。……みんな自じ律りつ判はん定ていは大だい丈じよう夫ぶだったね？

ミナリ：なんとか。

紫帆：わたしも大丈夫。出目が良かったんで余よ裕ゆうだった。

柳也：俺おれは二倍振ぶりでもギリギリだった。あと一発本気を出したらアウトだったな（笑）。

薫：僕は特に問題ないよ。二倍振りであったのはみんなと同じだけど。

紫帆：全員二倍振りかー。

ミナリ：私わたしはどっちかと言えば安あん全ぜん策さくで二倍だったけどね。

ＧＭ：シーン数としてはそんなに多くないんだけどな。今日は出目でやられてたね（笑）。

紫帆：わたし後半ずいぶん伸のびたー。

柳也：ま、俺はいつものことですが！（笑）

薫：柳也くんは結局クライマックスのエフェクトで上がるんじゃない？

ミナリ：一回で18はやっぱり辛つらいと思いますよ（笑）。

柳也：そこはいいんだよ。俺の個こ性せいなんだから。

ＧＭ：ずいぶん危き険けんな個性だな（笑）。……じゃあエンディングに移うつろうか。







◆Ending 01◆仮か面めんの下


Scene Player ─── 八重垣ミナリ






　事じ件けんから数日後。瀬戸川学園では全校集会が行なわれた。

　寮りようを含ふくむ三つの建物で起きた小規模の爆発事故、それに伴ともなう被ひ害がいに関して、校長からの説明がなされたのだ。

　無む論ろんのこと、校長からの説明はＵＧＮの情じよう報ほう操そう作さによって歪ゆがめられた事実である。

　それを仕し掛かけた張ちよう本ほん人にん、八重垣ミナリは朝礼を聞きながら疲つかれたようにため息をついた。




ＧＭ：では最初のエンディングはミナリ。

ミナリ：はい。……まずちょっと事後処しよ理りを。爆ばく発はつの原げん因いんをすり替かえたり、従じゆう者しやに襲おそわれた生徒の記き憶おく処理とか、拓真くんを転校したことにしたりとか。

柳也：今回はかなり多いな。

ミナリ：ばれる寸すん前ぜんまで行きましたからね。いろいろヒヤヒヤですよ。

ＧＭ：爆発や火か災さいによる被害はほぼない。やはり驚おどろかせるためのものだったらしい。

紫帆：…………。

ＧＭ：ちなみに拓真はあの装そう置ちをクラスメイトの襲しゆう撃げきをしていた頃ころに仕掛けたらしい。

薫：あ、そう言えば学校あたりで何か仕込みをしているとか言われてたねえ。

ＧＭ：まさにその時だ。本当は紫帆にプレッシャーをかけるためのものだけどね。

柳也：他の情報に気を取られてそっちまでは意い識しきが行かなかったな。

ミナリ：ちょっと失敗しましたね。

ＧＭ：まあ、この事件は学校としても一大事だね。特別朝礼を行なうくらいには。

ミナリ：校長にはＵＧＮが操作した後の情報が渡わたるようにしておきます。

ＧＭ：了りよう解かい。……では舞ぶ台たいは再ふたたび体育館だ。全校生徒が並ならび、校長の言葉を聞いている。

ミナリ：……黙だまってそれを聞いてます。

ＧＭ：校長が爆発は事じ故こだったこと、再さい発はつは無いこと、そして重じゆう傷しよう者しやが出たことを話す。

紫帆：重傷者!?

ＧＭ：拓真のことだ。彼はその怪我けがが元で転校ということになった。

紫帆：あ……。

ＧＭ：そして校長の言葉を聞きながら、ミナリの横にいるクラスメイトの女生徒がぽつりと言う。「ちょっと前まで、あんなに楽しかったのに……」

柳也：ああ、笹塚もいなくなってるしな。

薫：そうするとさらに横の生徒がこう言うんだよ。「……怪我したみんな、帰ってくるよね。拓真くんも、笹塚くんも」

紫帆：…………。

ミナリ：私は委員長の仮面を外さずに答えます。……そうね、彼らが帰ってくるまでにまた元気を出さないと。さ、今は校長先生の話を聞きましょう。




　内心で嘆たん息そくしながら、ミナリは表ひよう情じようを変えないように努める。

　そのうちに校長の話は終わり、朝礼は終しゆう了りようした。




ＧＭ：では、ざわざわと体育館から生徒たちが出てくる中、さっきの女生徒がミナリに言う。「ね、委員長。……もしかして、落ち込こんでる？」

ミナリ：……！　一いつ瞬しゆんあわてかけるけど、やっぱり仮面は外さない。……それは、ね。クラスメイトが減へってしまったわけだし。

ＧＭ：「うん……、寂さびしいよね」とその子は言う。ミナリの動どう揺ようは伝わってないようだ。

ミナリ：では適てき当とうに受け答えをした後に、ちょっと空を見上げて内心でつぶやきます。




　……私はいつまで、この仮面をかぶっていられるのかしら。

　今までに無い罪ざい悪あく感を感じながら、ミナリは再びため息をつく。

　空は今までと変わらず、彼がいなくなっても同じ顔を見せていた。

　その空を見て、ミナリはなぜか悲しくなった。







◆Ending 02◆共鳴と伝でん播ぱ


Scene Player ─── 千城寺薫






　その頃、薫はホテルに借りている自分の部屋で携けい帯たい端たん末まつを開いていた。

　画面に映うつっているのはテレーズ・ブルム。ＵＧＮにおける最高権けん力りよく者しやのひとり。

　弱じやつ冠かん十四歳さいにしてその地位に座すわっている少女は……青あお筋すじを立てて怒おこっていた。




ＧＭ：次は薫のエンディング。テレーズに報ほう告こくするエンディングだと思ってくださいな。

薫：はいはい、テレーズちゃんね。

ＧＭ：で、どこまで報告する？　一連の事件の。

薫：まず僕は怒られようと思うんですよ（笑）。




　藪やぶから棒ぼうである。




ＧＭ：え？　えーと、はい、その、どう怒おこりましょうか（笑）。

薫：僕は報告書をダイナミックかつファンタジックに書くわけですよ。

紫帆：だ、だいなみっく……？（笑）

柳也：……全然想そう像ぞうつかないぞ、おい（笑）。

薫：例えばこんな感じ。「……その時、お姫ひめさまを狙ねらって悪いヤツがやってきた。悪いヤツの名は〝シュヴァリエ〟。シュバシュバシュバ～、シュバシュバシュバ～」（笑）




　解かい読どく不ふ能のうである。




柳也：シュバシュバシュバ～、じゃねえだろおいっ！（笑）

ミナリ：よ、読めないにもほどがある（笑）。

ＧＭ：そりゃあ向こうだって怒るわ（笑）。……じゃあ画面の向こうではテレーズが青筋立てて、イライラした様子を隠かくしもせずに薫を睨にらんでいる。「報告書読んだんだけど、埒らちが明かないから直ちよく接せつ連れん絡らくしたの」

薫：（肩かたをすくめて）要約すればそんな話なのさ。

ＧＭ：「何にも要約してないじゃないの!?」（笑）

紫帆：あの報告書じゃ、イメージというか妄もう想そうというか（笑）。

薫：だいたい無理な話なんだよね。報告書を書け、なんて。……まだ事件は終わってないんだからさ。

ＧＭ：「……どういう意味よ？」いぶかしげに聞くテレーズ。

薫：だって、銀色の目となる〝賢けん者じやの石〟は今紫帆くんの元に集まろうとしているんだろう？　石がすべて集まるまで、すべてを知ることはできない。だから報告書なんて書けないのさー。

ＧＭ：「…………」

薫：……あれ？　どうしたの？　テレーズちゃん？

ＧＭ：「……いい勘かんしてるじゃない、薫」

薫：え!?　今の僕が適当に言った妄想なんだけど！　本当だったの!?（笑）

一同：妄想かよ！（笑）

薫：ふざけて色々言うとポロポロ情報出てくるな。ガード甘あまいぞ、テレーズちゃん（笑）。

ＧＭ：薫に言われるとなんか腹はら立たつな（笑）。テレーズは咳せき払ばらいをしてから言う。「事件の前にも言ったでしょ？　調ちよう査さが終わったら薫にも事情を説明するって」

薫：ああ、そう言えば。紫帆くんの石がどうとか言ってたね。

ＧＭ：「あなたの言うことはたぶん当たっている。でも、足りないところがあるわ」と彼女は切り出す。

薫：ほうほう？　足りない部分？

ＧＭ：「彼女、七村紫帆の周りにくだんの〝賢者の石〟が集まってきているのは間ま違ちがいない。……そして、世界中の〝賢者の石〟が彼女の石を見ている」

薫：見ている？

ＧＭ：「共鳴している、と言ってもいいわね。銀の目とは関係の無い〝賢者の石〟ですら、彼女の石と共鳴している。……空間を超こえてね」

薫：ふうむ、興きよう味み深ぶかいね。

ＧＭ：「もちろん、まだ私たちにも〝賢者の石〟という存そん在ざいは未知のものよ。……でも、七村紫帆が覚かく醒せいしてから数ヶ月。〝賢者の石〟を宿すオーヴァードがジャームになった件けん数すうは三十倍に増ふえたわ」

ミナリ：三十倍!?

ＧＭ：「しかも、彼女に何かあったときに集中して。……これを関係ないと言うことはできない」テレーズはそう言ってため息をつく。

紫帆：う、う～、聞きたくない……。

薫：それはまたイヤな話だねえ。……と、笑いながら言う僕ぼく。

柳也：説得力ねえなあ（笑）。

ＧＭ：「最悪な想像をすれば、彼女が起点となってすべての〝賢者の石〟が暴ぼう走そう。さらにその石たちが起点になって、周囲のオーヴァードが暴走、ということになりかねない」

薫：ふうむ……。

ＧＭ：「そうなればＵＧＮが一番恐おそれている事じ態たいが起きる。ジャームの氾はん濫らん、日にち常じようの崩ほう壊かい。私たちはそれだけは防ふせがなければならない」テレーズは真しん剣けんな顔でそう言う。

薫：で、僕にこれからも紫帆くんに張はり付けと？

ＧＭ：「まあ、そういうことね。彼女をどうするのが一番いいのか、それを見み極きわめなきゃならないから」

薫：いいでしょう。僕も彼女には興味がある。……彼女を支ささえている力、彼女をジャーム化から助けている力、それらが紫帆くんにどう作用していくのか。それは見み届とどけたいね。

ＧＭ：「どれだけ悠ゆう長ちようにしていられるかわからないけど。……じゃあ監かん視しの方はよろしく」

薫：了りよう解かいだ。

ＧＭ：そしてテレーズはため息をつく。「はあ……、でもこれで、またあんな報ほう告こく書しよを読まなきゃいけないのね……」

紫帆：苦労してるなあ（笑）。

柳也：気持ちはよくわかるけどな（笑）。

薫：はっはっは、ご所しよ望もうとあれば身み振ぶり手振り、歌までつけてさしあげるよ。

ＧＭ：「いらないわよ！」（笑）




　こうして、千城寺薫は鳴島市の住人となった。

　まだ見ぬ出来事へと思いを馳はせながら、彼は今日も探さぐり続ける。

　好こう奇き心しんに導みちびかれて───。







◆Ending 03◆遠いお別れ


Scene Player ─── 七村紫帆






　ふと気づくと、紫帆は奇き妙みような空間に立っていた。

　空も、地面も、まるで雲のように曖あい昧まいな白い世界。

　……知冬と話した、あの世界に。




ＧＭ：では紫帆のエンディング。……今キミは夢ゆめを見ている。

紫帆：ゆ、夢？

ＧＭ：そう、夢。夢の中のキミは、どこか白い世界にひとりで立っている。……前に知冬と話した時に見た世界だ。

紫帆：おや？　ちょっときょろきょろして見ますけど。

ＧＭ：すると、三郎がポンと現あらわれる。「……おい、客が来てるぞ」

紫帆：え？　きゃ、客？

ＧＭ：三郎はあっちあっち、と指さす。

紫帆：えーと、とりあえずそっちを向いてみる。




　そこには、ふたりの人物がいた。

　初島知冬と鳶永拓真。……紫帆と同じ石を持っていたふたりが。




紫帆：あ……。

ＧＭ：知冬はにこりと笑い、拓真が「よお」と声をかける。

紫帆：ふたりとも……。

ＧＭ：拓真が照れくさそうに言う。「最後に挨あい拶さつくらいしておけって言われてさ」と知冬を見る。すると知冬が頭を下げて、「ありがとう、止めてくれて」と。

紫帆：え、いや、……お礼言われることなんてしてないよ。

ＧＭ：「それでも、うれしかったから」と知冬は言う。そうすると拓真が頭をかきながら、「まあ、迷めい惑わくかけたのは俺おれなんだけど」。

紫帆：じゃあちょっと困こまったように笑って。……迷惑だけじゃないよ。




　その言葉に、ふたりは笑った。

「そう言ってくれると素す直なおにうれしいよ」と拓真が。

「紫帆はそういうところ変わらないね」と知冬が。




紫帆：あ、そうだ。知冬さん、どうしてわたしのこと知ってるの？　前に会ったことある？

ＧＭ：すると知冬の顔が曇くもる。「ごめんなさい、それを今伝えるのは無理だと思う。……わたしたちにはもう、時間が無いから」

紫帆：え……？

ＧＭ：「俺たちが持ってたころの力はもう無いんだよ、この石は」と拓真が続ける。「だから最後の挨拶に来たんだ」

紫帆：……そう、なんだ。

ＧＭ：そう言ってから、拓真が一歩進み出る。




「……悪かった、いろいろと」

　頭を下げて、彼は言う。拓真らしい、簡かん潔けつな言葉で。




紫帆：うん。……でも、もういいよ。もう、終わったから。

ＧＭ：「それから、さ」彼は視し線せんを外して言う。「あんまり考えすぎるなよ。アレはこっちが頼たのんだことなんだから」

ミナリ：……死なせたこと、か。

紫帆：……うん、大だい丈じよう夫ぶ。

ＧＭ：「お前には感かん謝しやしてんだぜ？　もう俺は孤こ独どくに怯おびえることはない。……俺たちはずっとここにいられるんだから」




「お前は俺を救ってくれたんだ」と拓真は言う。

　紫帆はその顔を見られなかった。うつむいて前まえ髪がみで顔を隠かくす。

　だが……嗚お咽えつで声が震ふるえるのは隠せなかった。




紫帆：こんなこと言ってもしょうがないけど……、それはわかってるんだけど……。

ＧＭ：……ふたりは黙だまって次の言葉を待つよ。

紫帆：もっと早く会えていれば、よかったのに……！




　言葉と共に、こらえきれなかった涙なみだが落ちる。

　ふたりは優やさしく、寂さびしそうに微笑ほほえんで紫帆を見ていた。




[image: ]

ＧＭ：そうして、彼らはしばらく紫帆を見守った後に「……じゃあ、そろそろ行くよ」と拓真が言う。

紫帆：あ、あのさ。

ＧＭ：「ん？」と知冬。

紫帆：わたし、弱虫だから。しょっちゅうへこんでつぶれそうになるから。だから……。




「だから、ずっとここにいてね」

　これが彼らに手た向むける言葉。最後の、言葉。




　それに彼らはうなずき、こう答えた。

　自分たちの分まで生きてくれ───と。




紫帆：それにぶんぶんと首を縦たてに振ふって、見送ってる。




　そしてふたりはどこか遠くへと去っていった。

「アイツ、泣かせちゃったなあ」と少年の声が聞こえた。

「そうだよ、女の子だもん」と少女の声が聞こえた。




ＧＭ：……そして、紫帆は唐とう突とつに目が覚める。いつもと同じ、寮りようの部屋の中。なぜか三郎がこっちを見ている。

紫帆：な、なに？　三郎。

ＧＭ：「行っちまったな、あいつら」と三郎もちょっと遠くを見るように言う。

紫帆：……見てたんだ。

ＧＭ：「ああ、アレは石の中での出来事だからな。俺にもわかる」

紫帆：…………そっか。

ＧＭ：そして、視し線せんを合わせないまま三郎は言う。「……忘わすれないでやれよ」

紫帆：忘れないよ、……絶ぜつ対たい。




　ふと目をやれば、机つくえの上に台本が転がっていた。

　いろんな思いのつまったそれを握にぎりしめて、紫帆は繰くり返す。




紫帆：忘れるわけ、ないよ。




　彼らの思いを、抱いだいた気持ちを、その顔を。

　心の中でかみしめて、紫帆は生きていく。

　───約束を果たすために。







◆Ending 04◆銀目の鴉からす


Scene Player ─── 九条柳也






　不ふ機き嫌げんな様子で、柳也は鳴島市の倉庫街を歩いていた。アキューズに呼よび出されて。

　バックレてやろうかとも思ったが、それではなんのためにヤツの依い頼らいを受けたのかわからなくなる。それで仕方なく、柳也はこんなところを歩いているというわけだ。




ＧＭ：最後に柳也のエンディング。……というわけでアキューズに呼び出されると思ってくれ。報ほう酬しゆうの情じよう報ほうを渡わたす、と言われて。

柳也：悩なやんだ末に不機嫌な面つらで出て行く。もう、ぶちぶち愚ぐ痴ちりながら。

ＧＭ：それでは柳也が指定された倉庫の前に行くと、アキューズが待っている。彼はやってきた柳也を一いち瞥べつすると、「見事な手て際ぎわだった」と声をかけてくる。

柳也：ふん……、俺は別に何もしちゃいねえ。事じ件けんを解かい決けつしたのは紫帆の力だ。

ＧＭ：「お前がどう思うかはお前の自由だ。……ではお前の望む話をしよう」

柳也：黙だまってアゴをしゃくる。

ＧＭ：「お前の妹は八年前、〝賢けん者じやの石〟を埋うめ込こまれ、その実験の果てに殺された」

柳也：…………。

ＧＭ：ヤツは淡たん々たんと続ける。「死した後、彼女は〝賢者の石〟となった。そして一ヶ月ほど前、その石をＦＨに渡したのがこの俺だ。依頼者の意向でな」

ミナリ：……つまり、アキューズはＦＨではない？

薫：そういうことになるのかな。

柳也：俺はうなるように言う。……そろそろ聞かせろ、アキューズ。

ＧＭ：「何をだ？」ヤツの表情は変わらない。

柳也：石を使って何かを企たくらんでいる依い頼らい人にん───お前のバックにいる組そ織しきについてだ。




　妹をさらったかもしれない組織に向けて、殺気を放ちながら柳也は言葉をたたきつける。

　だが、アキューズの答えは柳也の想そう像ぞうとは違ちがうものだった。




ＧＭ：「組織ではない。……俺が雇やとわれてるのは個こ人じんだ」ヤツははっきりそう言う。

柳也：……なに？　ＦＨと対等に渡り合っているお前の依頼人が……個人だと？

ＧＭ：「そうだ」とアキューズは言う。そして、その瞬間─しゆんかん──。




「〝ヴォイドスナップ〟九条柳也、キミには選せん択たくする権けん利りがある」

　なんの気配もさせず、唐とう突とつに背はい後ごから声が投げられる。

　驚おどろきと共に振ふり返った柳也は、そこにひとりの男の姿すがたを見る。




ＧＭ：そこにいるのは、漆しつ黒こくのコートに身を包み、黒いざんばら髪がみの男。……前髪の向こうで、銀色の瞳ひとみが柳也を射い貫ぬいている。そこにいたのは───




〝銀目の鴉〟と呼よばれる男がそこにいた。




柳也：な、なにいいいいいいいいっ!?

紫帆：え？　だって鴉って死んだんじゃないの!?　だから三郎がいるわけで……。

ＧＭ：（にやりと笑って）いや、俺は一言も〝死んだ〟とは言ってないよ。

柳也：た、確たしかに死体は見つかってないが……。

ミナリ：これはさすがに予想外だ……。

ＧＭ：ＵＧＮやＦＨと張はり合える個人でしょ？

柳也：そ、そりゃそうだが。焦あせりが混まじった声で俺は言うぞ。……〝銀目の鴉〟は紫帆に石を渡して死んだはずだ！　お前は一体誰だれだ!?

ＧＭ：「その死を確かく認にんしたわけではないだろう」と鴉は言う。

柳也：ぐ……。今度はアキューズの方を向いて言う。……こいつが、お前の依頼人だってのか。

ＧＭ：「そうだ」はっきりとうなずくアキューズ。

柳也：……っ！

ＧＭ：そして鴉は唐突にこんなことを言う。「……七村紫帆には封ふうじられた記き憶おくがある。彼女の知らない、彼女の記憶だ」

ミナリ：あれ？　そんなものあったっけ？（ライフパスを見て）覚かく醒せいが忘ぼう却きやく？　これかな？

紫帆：え？　でもわたしの覚醒は死んで、石を受け取ったからで……。

ミナリ：そ、そうだよね……？

柳也：何を言ってる！　アイツは数ヶ月前までただの一いつ般ぱん人じんだった。お前の言ってることはめちゃくちゃだ！

ＧＭ：鴉はジロリと柳也を見て、「そう思いたければそれでもいい。……だが、これは事実だ」

紫帆：あ、そう言えば知冬さん、なぜかわたしを知っていた……。

ＧＭ：彼は続ける。「それにこう思ったことは無いか？　どうして七村紫帆はああもたやすく〝賢者の石〟を扱あつかえるのか、と」

柳也：…………。

ＧＭ：「この事実はスティングの調ちよう査さで明らかになったことだ」と言う。

ミナリ：スティング？

ＧＭ：前のセッションの時に、スティングが紫帆に《異い能のうの指先》を使ったでしょ。あれはこのために使ったわけだ。

紫帆：うう、わたしの知らないものを取られたのか……。

ＧＭ：そして鴉からすは柳也に大きめの封ふう筒とうを投げて渡す。

柳也：……？　それはキャッチして、開けてみるぞ。

ＧＭ：中にはとある研究所についての情じよう報ほうが書いてある書類が。

柳也：これは……なんだ？

ＧＭ：「七村紫帆の記憶の手がかりはその研究所にある。知りたければそこへ行ってみることだ。……そしてキミの知りたがっている九条槙絵の情報も、彼女が失った記憶の中にある」

柳也：……黙だまって奴やつらを睨にらみつける。

ＧＭ：では最後に鴉はこう言う。「〝ヴォイドスナップ〟九条柳也。……信じるも信じないもキミの自由だ」

柳也：確認だ。……二ヶ月前にアキューズをこの街によこしたのはお前の差し金か？

ＧＭ：「その通りだ」

ミナリ：そんなバカな！　鴉はまひろさんを助けるためにこの街に来たのに！　やっていることがめちゃくちゃだ！

紫帆：も、もう何がなんだか……。




　鴉の発するプレッシャーを拳こぶしで握にぎりつぶしながら、柳也は最後に問う。




柳也：……お前、一体何をするつもりだ？




　その問いに、銀目のオーヴァードは答えた。

「……それもまた、追ってみろ」




ＧＭ：そう言って、ふたりは去っていく。ゆうゆうと、柳也に背せを向けて。

柳也：……何もできずに、それを見送る。それしかできねえ。




　彼らが去った後も、長い時間柳也はそこにいた。

　あらゆる疑ぎ問もんが降ふっては湧わき、柳也を混こん乱らんさせる。

　柳也はタバコをかみつぶしながら、誰にでもなく、自身の問いを口にする。

「一体───何が起きていやがる」

　その問いに答えるものは、誰もいなかった。





ダブルクロス・リプレイ・アライブ２　『追つい憶おくの宴うたげ』

fin

And continues to “Double Cross Alive 3rd”









　　　あとがき




　決けつ断だんする、という行為はとても負荷のかかるものです。

　今晩の食事を何にしようという軽いものから、自分の進しん路ろを決めるような重いものまで、どんな決断にも必ず負荷がかかります。

　その負ふ荷かに耐え、決断を行なうには意志の力が必要です。問題が重大なものになればなるほど、負荷は大きくなるでしょう。




　ですが、我々は日々何かを決断しなければ生きていけません。

　意識せずとも我々は何かを選び、何かを棄すてて生きています。

　願わくば、自分にとって重要な決断は自分自身で決めたいものです。





＊　　　＊　　　＊






　本書をお読みいただき、ありがとうございます。著者の矢野俊策と申します。

『ダブルクロス・リプレイ・アライブ２　追つい憶おくの宴うたげ』、いかがだったでしょうか？　今回は文中にも書いた通り、非日常の厳しさに焦しよう点てんを当てたシナリオとなっております。

　厳しさ、と言ってもただひどい目にあわせるだけではプレイヤーがいやな気分になって終わります。そこで私が注目したのが〝決断すること〟です。




　冒頭でも少し書いたように、人間が物もの事ごとを決断するのには負荷を乗り越える必要があります。特に、その決断が自分や周りの環かん境きように対して大きな影えい響きようを及ぼすのであれば、その負荷は想像を絶するものになります。

　もともと『ダブルクロス』のキャラクターたちは普通に暮らす〝日常〟と、オーヴァードやレネゲイドに関連する〝非日常〟の境目で揺ゆれる存在です。彼らは〝日常〟を選ぶか、それとも〝非日常〟を選ぶかという決断を常に求められて生きています。

　今回はその決断に過去の設定を絡からめたり、〝日常〟部分を強調したり、決断の必要性や重要性をクローズアップして、ＰＣの負荷を上げました。

　彼らの決断、その結果については本文をお読みの通りです。

　ＧＭのかけた負荷を乗り越えて、ＰＣたちが選択した決断。楽しんでいただければ何よりです。




　さて、それでは各シナリオについて少し解説を。




■第三話

　このシナリオは柳也のキャラクターシートを確認したところから始まりました。彼の持つ〝行方不明の妹〟、〝謎の仇かたき〟、それを今までのソースである〝賢者の石〟と絡めるところからこのシナリオのネタはスタートしています。




　まず、私は妹の造ぞう形けいから考えました。

　第一巻、『覚かく悟ごの扉』時点での柳也の自己紹介によれば、彼の妹は「昔にさらわれた」、「それ以降行方不明である」、「誰にさらわれたかはわかっていない」という設定です。

　柳也は妹がさらわれてからＵＧＮの戦せん闘とう部ぶ隊たいに入り、そこでやり過ぎて鳴島市に送られたという経けい歴れきです。加えて彼はＵＧＮエージェントとしてそれなりのベテランである演出がなされています。

　となれば、妹がさらわれたのはそれなりの昔ということになります。二、三年よりはさらに前にする必要があるでしょう。




　ここで、ひとつ問題が浮上します。

　……果たしてそれだけ昔にさらわれた妹は生きているのかどうか、という問題です。

　どんな理由で柳也の妹がさらわれたのかはわかりませんが、誘ゆう拐かいされて十年近くという状況は一般的に見れば生存は絶望的でしょう。

　ですが、死亡している状態からシナリオをスタートさせたとしたら、それはどうがんばっても後味の悪いシナリオとなってしまいます。




　悩んだ末に、私は柳也のプレイヤーである伊藤くんに相談しました。

　それが第三話冒頭に書かれている会話です。伊藤くんの承認を得て、私は苦いシナリオを作成し始めたわけです。




　また、このシナリオのポイントはもうふたつありました。

　ひとつは新しいＰＣの投入、もうひとつは紫帆への影響です。




　新しいＰＣ、薫についてはある程度までこちらでイメージしていることがありました。それは「大人であること」、「柳也とある程度近しい人物であること」です。

　前者は紫帆、ミナリが学生であるため、後者は立場上独立しがちになる柳也の相あい方かたがいた方がいいという判断です。

　そこにプレイヤーであるかわたなさんのエッセンスを加え、薫というキャラクターが誕生しました。一見変なところが目立ちますが、柳也との関係性の構こう築ちくや、先のことを見み据すえて〝賢者の石〟に興味を持つなど、随ずい所しよに「プレイを円滑に進めよう」という工夫が見られるよいキャラクターだと思います。……まあ、変な人ではありますが。




　紫帆への影響は、ほぼ思った通りに進みました。

　第一巻の結果、紫帆は「自分より他人を優ゆう先せんする」というキャラクターに仕し上あがりました。それに対して今回ＧＭである私が用意したのは「[image: ]％解決することのできない問題」。しかもそれを紫帆ではなく、柳也に対して投げつける───第三者的な立場から見させるというものです。

　思った通り、紫帆はいろいろもどかしいながらも柳也の決断を見守ることになりました。

　柳也の判断はいわゆる「大人の判断」であり、紫帆とは違った決断を見せました。

　これらは次のシナリオへの伏ふく線せんとして利用することになります。




■第四話

　第三話を踏まえて第四話のシナリオ作成に入ります。

　第四話の目的は、第三話で柳也が直面した問題を紫帆にも投げる、ということ。

　ですが、柳也と同じ手は使えません。第三話は柳也独自の設定を受けて作られたシナリオです。妹、槙絵に相当するようなキャラクターを別べつ途と用意する必要があります。

　ここで私が用意したのは、「紫帆とよく似た経けい緯いを持ち、なおかつジャーム化してしまった」キャラクター、鳶永拓真です。

　七村紫帆というキャラクターの独自性は彼女の持つ〝賢者の石〟と、唐突にオーヴァードになってしまった部分にあります。ですので、その部分は同じであり、オーヴァード覚かく醒せい後に違った道を歩んでしまったキャラクターを作ります。

　とはいえ、そんなキャラクターをポンと登場させただけでは槙絵に相当する機能は得られません。そこでシナリオの前半で日常部分を演出し、後半で彼のモチベーションを演出することで、感情移い入にゆうをしやすくなるように仕掛けを施しました。




　また、このシナリオで他にやっておきたいのは「ジャームの演出」でした。

　紫帆はオーヴァードになったばかりのため、ジャームという存在がどういうものであるかを知りません。第一巻に登場した〝ツインエッジ〟のような化け物だけでなく、違った形のジャームも存在すること。またジャーム化というものがいかに恐ろしく、悲しいことであるかを演出するためのシナリオでもありました。




　このセッションはプレイヤーの選択が光るセッションでもありました。

　知冬と接せつ触しよくするシーンは拓真の従者（アレも血液です）を捕まえるか、本人から血液を採取する予定でしたし、紫帆と拓真の会話はクライマックス時点で行なわれる予定でした。

　結果としてこういうことになりましたが、もともと私が考えていたよりもテンポのよい、いい展開になったと思います。





＊　　　＊　　　＊






　さて、第四話のエンディングを見てもらえればわかるとおり、このアライブシリーズは続刊を予定しています。

　第一巻、第二巻と「オーヴァードとしての七村紫帆がどう変化するか」を主題として展開してきましたが、ここからはまた少し違った展開になるかと思います。ご期待いただければ幸いです。




　では最後に。本リプレイに携たずさわったスタッフ、プレイヤー、そして本書を手に取った皆さんに感謝の言葉を。

　ありがとうございました。また次の巻でお会いできるのを楽しみにしています。





二〇〇七年五月二十二日　矢野俊策
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